
九
六

九
五

禪
林
辞
書
の
成
立
と
そ
の
典
拠
資
料
〔
二
〕

『
広
本
節
用
集
』
の
場
合

木

村

晟

一
、
は
じ
め
に

五
山
文
学
前
後
期
を
通
じ
て
、
一
貫
し
て
盛
行
し
た
文
芸
活
動
と
し
て
、
詩
聯
の
製
作
と
漢
籍
の
講
釈
の
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
漢
詩
・
聯
句
等
に
関
し
て
は
既
に
屡
説
し
た
通
り
、
前
期
の
虎
関
師
錬（
一
二
七
八
〜
一
三
四
六
）、
中
巌
円
月（
一
三
〇
〇
〜
一

三
七
五
）、
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
〜
一
三
八
八
）
以
降
、
後
期
の
希
世
霊
彦
（
一
四
〇
三
〜
一
四
八
八
）、
月
翁
周
鏡
（
一
四
一
九
〜
一

五
〇
〇
）、
天
隠
龍
沢
（
一
四
二
二
〜
一
五
〇
〇
）
等
の
頃
ま
で
は
、
詩
型
は
前
期
の
四
六
文
か
ら
中
後
期
の
五
言
句
へ
と
、
そ
の
文
芸

の
主
流
は
変
遷
し
た
も
の
の
、
詩
文
が
旺
盛
に
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
に
変
は
り
は
な
い
。
他
方
の
漢
籍
講
釈
も
や
は
り
前
期
の
鎌
倉
時

代
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
京
都
の
南
禅
寺
を
始
め
と
す
る
五
山
と
鎌
倉
の
五
山
と
が
朱
子
学
伝
習
の
淵
叢
と
も
な
り
、
禅
林

か
ら
博
士
家
へ
と
漸
次
浸
潤
し
て
行
つ
た
。
特
に
義
堂
門
下
の
岐
陽
方
秀
（
一
三
六
三
〜
一
四
二
九
）
が
『
四
書
集
注
』
に
和
訓
を
付

し
て
講
釈
し
て
以
来
、
朱
子
学
尊
重
の
気
運
は
頓
に
増
大
し
た
。
さ
う
し
て
そ
れ
は
博
士
家
の
学
問
所
に
お
い
て
は
、
清
原
業
忠
な
ど

は
従
来
か
ら
の
「
五
経
古
注
」
の
外
に
「
四
書
」
を
加
へ
、
朱
子
注
に
依
拠
し
た
訓
読
を
行
な
つ
て
ゐ
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
に
は
歌

学
や
古
典
注
釈
の
方
面
で
も
名
を
挙
げ
た
一
条
兼
良
が
『
大
学
童
子
訓
』
を
著
作
す
る
や
う
に
な
り
、
こ
れ
も
や
は
り
朱
子
学
の
影
響

を
受
け
て
ゐ
る
。
斯
様
な
思
潮
の
時
代
に
、
五
山
（
建
仁
寺
霊
洞
院
の
東
麓
軒
）
で
編
纂
さ
れ
た
『
下
学
集
』
を
基
幹
と
は
し
つ
つ
も
、

『
論
語
』『
六
韜
』『
文
選
』『
三
略
』『
古
文
真
宝
』『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
等
々
数
多
の
漢
籍
を
大
幅
に
補
入
し
、
就
中
『
論
語
』

は
九
五
二
例
も
採
録
す
る
程
に
重
要
視
し
て
、
浩
瀚
本
た
る
『
広
本
節
用
集
』
が
洵
に
有
為
な
辞
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
、
決

し
て
偶
然
と
は
言
ひ
難
い
。
蓋
し
必
然
の
営
為
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

二
、
禅
林
辞
書
と
し
て
の
『
広
本
節
用
集
』

『
広
本
節
用
集
』
は
五
山
叢
林
で
成
立
し
た
伊
勢
本
「
節
用
集
」
で
あ
る
こ
と
は
、
先
づ
『
下
学
集
』
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
承
け
て
ゐ

る
こ
と
と
、
達
磨
禅
師
に
関
す
る
記
事
や
禅
用
語
が
多
数
採
録
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
漢
詩
や
聯
句
の
実
作
に
資
す
る
た
め
に
異
名
を
極

力
多
く
掲
載
す
る
こ
と
、
等
で
も
判
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
朱
子
学
を
重
視
す
る
禅
林
で
多
用
さ
れ
た
漢
籍
が
悉
く
具
現
す
る
点
か

ら
も
諒
と
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
本
書
を
最
初
に
辞
書
史
研
究
の
中
で
採
り
挙
げ
ら
れ
た
山
田
忠
雄
先
生
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

本
書
が

か﹅
く﹅
た
め
の

辞
書
と
い
う
よ
り
は

な
く
し
て

語
の

用
法
を

し
る
た
め
の

辞
書
で

あ
る
こ
と
を

も
の
が
た
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

お
な
じ

か﹅
く﹅
た
め
と
は

い
っ
て
も

日
用
の

消
息
文
の
た
め
の

実
用
上
の

目
的
に

供
せ
ら

れ
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に

詩
文
作
製
の
た
め
に
も

合
致
す
る
も
の
を

も
っ
て
ゐ
る
と

い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
す
な
は
ち

わ
れ
わ

れ
は

本
書
の

な
か
に

非
節
用
集
的
な
も
の
を

感
得
す
る
の
で
あ
る
が
、（
下
略
）《「
橋
本
博
士
以
後
の
節
用
集
研
究
」》
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あ
る
。
た
だ
問
題
と
な
る
の
は
、「
君
子
」
54
例
に
対
し
て
「
小
人
」
が
６
例
し
か
存
せ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
私
の
解
答
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
確
か
に
標
出
語
の
語
数
の
み
算
へ
る
と
「
君
子
54
」
対
「
小
人
６
」
の
比
率
に
な
つ
て
ゐ
て
、「
総
索
引
」
と
称
す

る
に
は
当
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
吾
人
は
標
出
語
の
下
位
に
施
せ
る
注
記
を
も
含
め
て
捉
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。『
広
本
節
用
集
』に

お
い
て
は
『
論
語
』
の
引
用
が
長
文
に
亘
る
も
の
が
多
い
し
、
そ
の
章
段
全
部
を
掲
げ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
従
つ
て
『
広
本
節
用

集
』
所
引
の
『
論
語
』
の
引
用
文
を
読
む
こ
と
は
、『
論
語
』
の
本
文
を
事
項
例
（
イ
ロ
ハ
順
）
に
基
づ
い
て
読
誦
す
る
に
等
し
い
の
で

あ
る
。
斯
る
意
味
に
お
い
て
、
吾
人
は
本
書
の
「
態
芸
門
」
に
『
論
語
』
の
「
総
索
引
」
を
保
有
す
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
斯
様

な
観
点
か
ら
せ
ば
、
標
出
語
に
「
小
人
」
が
６
例
で
あ
つ
て
も
、
語
注
を
も
含
め
て
読
め
ば
、「
君
子
」
54
例
と
対
応
す
る
だ
け
「
小
人
」

の
用
例
は
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
委
し
く
は
後
項
に
一
覧
す
る
。

最
後
に
本
書
に
主
要
典
拠
と
し
て
引
用
せ
ら
れ
た
『
下
学
集
』
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
今
般
の
調
査
で
扱
つ
た
『
下
学
集
』

の
テ
ク
ス
ト
は
『
文
明
十
一
年
本
（
文
明
永
正
本
）』『
前
田
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
亀
田
本
』『
榊
原
本
』『
春
林

本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』等
で
あ
る
が
、
特
に『
亀

田
本
』
を
基
本
と
し
て
進
め
た
。
そ
の
理
由
は
諸
本
中
で
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
よ
く
一
致
す
る
の
が
『
亀
田
本
』
系
統
本
だ
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
亀
田
本
』と
て
も
全
面
的
に
合
致
す
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。『
広
本
節
用
集
』と
は
一
見
相
当
に
距
離

が
あ
つ
て
遠
い
と
思
は
れ
る
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
や
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
お
い
て
さ
へ
、
他
本
と
は
一
致
せ
ぬ
注
文
が
、
こ

れ
ら
距
離
が
感
ぜ
ら
れ
る
二
本
の
み
が
『
広
本
節
用
集
』
の
本
文
に
合
致
す
る
例
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
、『
広
本
節
用
集
』

の
各
部
類
毎
の
全
用
例
に
関
し
て
逐
条
調
査
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
れ
を
敢
へ
て
行
な
は
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

こ
の
論
文
（『
国
語
学
』
第
５
輯

一
九
五
一
年
２
月
刊
）
で
先
生
が
謂
は
れ
る
「
非
節
用
集
的
」
の
「
節
用
集
的
」
な
る
も
の
と
は
、
伊

勢
本
略
本
系
統
の
「
節
用
集
」
の
テ
ク
ス
ト
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
逆
に
「
非
節
用
的
」
な
る
も
の
と
は
何
か
、
先
生
の
文
章

中
か
ら
そ
の
解
答
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
詩
文
作
製
の
た
め
に
も

合
致
す
る
」
こ
と
で
あ
ら
う
。
先
生
の
こ
の
「
詩

文
作
製
の
た
め
」
の
要
件
の
主
た
る
事
項
を
次
に
纏
め
て
み
る
と
、

㈠

『
下
学
集
』
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
引
用
す
る
。

㈡

詩
聯
の
実
作
に
必
要
な
「
国
花
合
紀
」
の
仮
名
書
き
（
音
訳
漢
字
）
を
一
〇
六
語
も
収
録
し
て
韻
字
選
択
の
幅
を
広
げ
る
。

㈢

先
行
す
る
『
下
学
集
』
等
の
引
用
書
に
存
せ
ぬ
「
異
名
」
を
極
め
て
多
く
補
入
し
て
、
韻
字
の
選
択
肢
を
増
大
せ
し
め
る
。

㈣

『
論
語
』、『
六
韜
』、『
文
選
』、『
三
略
』、『
古
文
真
宝
』、『
史
記
』、『
漢
書
』
等
の
漢
籍
を
多
く
引
用
し
、
か
つ
注
文
を
詳
細
に

付
す
る
こ
と
に
努
め
て
、
作
詩
の
聯
想
に
資
す
る
や
う
に
し
て
ゐ
る
。

の
四
箇
条
が
先
づ
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
当
然
詩
聯
作
製
に
供
す
べ
き
編
纂
者
の
意
図
と
捉
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
右
の
㈣
は

詩
文
作
製
の
聯
想
の
た
め
の
他
に
、
禅
林
で
必
須
の
漢
籍
学
習
、
就
中
漢
詩
文
の
講
釈
の
た
め
、
さ
ら
に
朱
子
学
学
習
の
た
め
と
い
ふ

意
図
に
も
連
関
す
る
。
特
に
引
例
数
の
多
い
『
論
語
』
の
受
容
が
問
題
と
な
る
。

次
に
『
広
本
節
用
集
』
の
編
者
が
、
意
識
的
に
『
論
語
』
を
「
態
芸
門
」
の
中
に
九
五
二
例
も
引
用
し
た
事
実
に
関
し
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
本
書
の
標
出
語
と
し
て
登
載
せ
し
め
た
語
彙
は
別
項
に
一
覧
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
標
出
語
の
下
位
の
語
注
の
中
に
引
用
さ

れ
た
も
の
も
含
め
る
と
、『
広
本
節
用
集
』
の
「
態
芸
門
」
に
は
『
論
語
』
が
網
羅
的
に
受
容
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
畢
竟
、
本
書
の
「
態
芸
門
」
は
『
論
語
』
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
方
式
の
「
総
索
引
」
を
保
有
す
る
と
断
ず
べ
き
で
あ
る
。
勿
論
本
書

に
お
け
る
『
論
語
』
の
標
出
語
は
「
一
字
索
引
」
の
形
式
を
採
る
の
で
、
例
へ
ば
「
君
」
も
「
君
子
」
も
同
じ
箇
所
に
纏
め
ら
れ
て
は

ゐ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
辞
書
を
検
索
す
る
者
に
は
直
ち
に
理
会
し
得
て
、「
君
」
が
９
例
で
「
君
子
」
が
54
例
た
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で

九
八

九
七



あ
る
。
た
だ
問
題
と
な
る
の
は
、「
君
子
」
54
例
に
対
し
て
「
小
人
」
が
６
例
し
か
存
せ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
私
の
解
答
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
確
か
に
標
出
語
の
語
数
の
み
算
へ
る
と
「
君
子
54
」
対
「
小
人
６
」
の
比
率
に
な
つ
て
ゐ
て
、「
総
索
引
」
と
称
す

る
に
は
当
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
吾
人
は
標
出
語
の
下
位
に
施
せ
る
注
記
を
も
含
め
て
捉
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。『
広
本
節
用
集
』に

お
い
て
は
『
論
語
』
の
引
用
が
長
文
に
亘
る
も
の
が
多
い
し
、
そ
の
章
段
全
部
を
掲
げ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
従
つ
て
『
広
本
節
用

集
』
所
引
の
『
論
語
』
の
引
用
文
を
読
む
こ
と
は
、『
論
語
』
の
本
文
を
事
項
例
（
イ
ロ
ハ
順
）
に
基
づ
い
て
読
誦
す
る
に
等
し
い
の
で

あ
る
。
斯
る
意
味
に
お
い
て
、
吾
人
は
本
書
の
「
態
芸
門
」
に
『
論
語
』
の
「
総
索
引
」
を
保
有
す
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
斯
様

な
観
点
か
ら
せ
ば
、
標
出
語
に
「
小
人
」
が
６
例
で
あ
つ
て
も
、
語
注
を
も
含
め
て
読
め
ば
、「
君
子
」
54
例
と
対
応
す
る
だ
け
「
小
人
」

の
用
例
は
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
委
し
く
は
後
項
に
一
覧
す
る
。

最
後
に
本
書
に
主
要
典
拠
と
し
て
引
用
せ
ら
れ
た
『
下
学
集
』
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
今
般
の
調
査
で
扱
つ
た
『
下
学
集
』

の
テ
ク
ス
ト
は
『
文
明
十
一
年
本
（
文
明
永
正
本
）』『
前
田
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
亀
田
本
』『
榊
原
本
』『
春
林

本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』等
で
あ
る
が
、
特
に『
亀

田
本
』
を
基
本
と
し
て
進
め
た
。
そ
の
理
由
は
諸
本
中
で
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
よ
く
一
致
す
る
の
が
『
亀
田
本
』
系
統
本
だ
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
亀
田
本
』と
て
も
全
面
的
に
合
致
す
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。『
広
本
節
用
集
』と
は
一
見
相
当
に
距
離

が
あ
つ
て
遠
い
と
思
は
れ
る
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
や
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
お
い
て
さ
へ
、
他
本
と
は
一
致
せ
ぬ
注
文
が
、
こ

れ
ら
距
離
が
感
ぜ
ら
れ
る
二
本
の
み
が
『
広
本
節
用
集
』
の
本
文
に
合
致
す
る
例
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
、『
広
本
節
用
集
』

の
各
部
類
毎
の
全
用
例
に
関
し
て
逐
条
調
査
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
れ
を
敢
へ
て
行
な
は
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

こ
の
論
文
（『
国
語
学
』
第
５
輯

一
九
五
一
年
２
月
刊
）
で
先
生
が
謂
は
れ
る
「
非
節
用
集
的
」
の
「
節
用
集
的
」
な
る
も
の
と
は
、
伊

勢
本
略
本
系
統
の
「
節
用
集
」
の
テ
ク
ス
ト
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
逆
に
「
非
節
用
的
」
な
る
も
の
と
は
何
か
、
先
生
の
文
章

中
か
ら
そ
の
解
答
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
詩
文
作
製
の
た
め
に
も

合
致
す
る
」
こ
と
で
あ
ら
う
。
先
生
の
こ
の
「
詩

文
作
製
の
た
め
」
の
要
件
の
主
た
る
事
項
を
次
に
纏
め
て
み
る
と
、

㈠

『
下
学
集
』
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
引
用
す
る
。

㈡

詩
聯
の
実
作
に
必
要
な
「
国
花
合
紀
」
の
仮
名
書
き
（
音
訳
漢
字
）
を
一
〇
六
語
も
収
録
し
て
韻
字
選
択
の
幅
を
広
げ
る
。

㈢

先
行
す
る
『
下
学
集
』
等
の
引
用
書
に
存
せ
ぬ
「
異
名
」
を
極
め
て
多
く
補
入
し
て
、
韻
字
の
選
択
肢
を
増
大
せ
し
め
る
。

㈣

『
論
語
』、『
六
韜
』、『
文
選
』、『
三
略
』、『
古
文
真
宝
』、『
史
記
』、『
漢
書
』
等
の
漢
籍
を
多
く
引
用
し
、
か
つ
注
文
を
詳
細
に

付
す
る
こ
と
に
努
め
て
、
作
詩
の
聯
想
に
資
す
る
や
う
に
し
て
ゐ
る
。

の
四
箇
条
が
先
づ
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
当
然
詩
聯
作
製
に
供
す
べ
き
編
纂
者
の
意
図
と
捉
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
右
の
㈣
は

詩
文
作
製
の
聯
想
の
た
め
の
他
に
、
禅
林
で
必
須
の
漢
籍
学
習
、
就
中
漢
詩
文
の
講
釈
の
た
め
、
さ
ら
に
朱
子
学
学
習
の
た
め
と
い
ふ

意
図
に
も
連
関
す
る
。
特
に
引
例
数
の
多
い
『
論
語
』
の
受
容
が
問
題
と
な
る
。

次
に
『
広
本
節
用
集
』
の
編
者
が
、
意
識
的
に
『
論
語
』
を
「
態
芸
門
」
の
中
に
九
五
二
例
も
引
用
し
た
事
実
に
関
し
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
本
書
の
標
出
語
と
し
て
登
載
せ
し
め
た
語
彙
は
別
項
に
一
覧
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
標
出
語
の
下
位
の
語
注
の
中
に
引
用
さ

れ
た
も
の
も
含
め
る
と
、『
広
本
節
用
集
』
の
「
態
芸
門
」
に
は
『
論
語
』
が
網
羅
的
に
受
容
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
畢
竟
、
本
書
の
「
態
芸
門
」
は
『
論
語
』
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
方
式
の
「
総
索
引
」
を
保
有
す
る
と
断
ず
べ
き
で
あ
る
。
勿
論
本
書

に
お
け
る
『
論
語
』
の
標
出
語
は
「
一
字
索
引
」
の
形
式
を
採
る
の
で
、
例
へ
ば
「
君
」
も
「
君
子
」
も
同
じ
箇
所
に
纏
め
ら
れ
て
は

ゐ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
辞
書
を
検
索
す
る
者
に
は
直
ち
に
理
会
し
得
て
、「
君
」
が
９
例
で
「
君
子
」
が
54
例
た
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で

九
八

九
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『
広
本
節
用
集
』
の
各
々
の
部
類
（
門
）
に
お
い
て
、『
下
学
集
』
の
諸
本
中
、『
亀
田
本
』
が
最
も
よ
く
一
致
す
る
こ
と
は
、
先
行
研

究
に
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
処
で
あ
る
し
、
吾
人
も
屡
説
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
全
て
の
標
出
語
・
語
注
に
お
い
て
全
同
で
は
あ
り
得
な
い
。

か
つ
ま
た
、『
亀
田
本
』と
一
致
す
る
本
文
の
箇
所
は
、
殆
ん
ど
の
場
合
、
他
の
伝
本
の
本
文
と
も
略
同
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し

『
亀
田
本
』
の
み
が
『
広
本
節
用
集
』
に
合
致
す
る
用
例
も
相
応
に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
へ
ば
「
草
木
門
」
の
「
蕨ワラビ

同薇

伯
夷
叔
斉
授
レ

薇
人
也
（
和
部
2

８
）」
の
場
合
、『
亀
田
本
』
は
「
伯
夷
叔
斉
採
レル

薇
人
也

二
字
義
同
」
と
あ
る
。
他
本
は
「
二
字
義
同
」
ま
た
は
「
二

字
同
」
に
て
「
伯
夷

人
也
」
が
存
せ
ず
。『
広
本
節
用
集
』
と
一
致
す
る
の
は
『
亀
田
本
』
の
み
で
あ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
に

の
み
見
ら
れ
る
語
注
も
ま
ま
存
す
る
。
や
は
り
「
草
木
門
」
の
「
蕪カブラ

蔓
草ノ
根
也
（
加
部
2

３
）」
は
『
文
明
十
一
年
本
』
に
の
み
標

出
語
「
蕪
」
が
あ
り
、
他
本
に
は
存
せ
ず
。「
菜ナ
（
奈
部
4

２
）」
も
同
じ
く
『
文
明
十
一
年
本
』
に
の
み
標
出
語
が
存
し
て
、
他
本
に

は
存
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
。『
前
田
本
』
も
同
様
に
「
五ウ
茄コギ
（
宇
部
4

８
）」
は
『
前
田
本
』
に
の
み
標
出
語
「
吾ウ
茄コキ
」
が
見
ら
れ
、
他
本

に
は
見
受
け
ら
れ
ず
。『
春
林
本
』
も
「
天
地
門
」
の
「
國
衙

諸
國
之
府
謂
二

之
｜
｜
一

（
古
部
6

４
）」
で
も
注
文
「
謂
二

之
｜
｜
一

」

の
部
分
な
ど
『
亀
田
本
』
は
「
謂
二

之
衙
一ト

」
と
小
異
を
示
す
が
、『
春
林
本
』
は
「
謂
二

之
｜
｜
一

」
と
在
つ
て
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致

す
る
。『
村
口
本
』
は
、「
草
木
門
」
の
「
温ウン
州シウ
橘キツ

或
温ヲ
作
レ

雲
（
宇
部
4

８
）」
な
ど
は
、『
村
口
本
』
に
「
温
或
作
レ

雲
」
と
注
し
て

ゐ
て
『
広
本
節
用
集
』
と
一
致
し
て
を
り
、
他
本
は
一
致
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
略
本
系
の
伝
本
に
て
、『
亀
田
本
』
等
に
比
し
て

語
数
が
少
な
く
、『
広
本
節
用
集
』
と
遠
い
関
係
に
あ
る
と
思
は
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
少
か
ら
ず
一
致
す
る
語
注
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
例
へ
ば
「
草
木
門
」
の
「
枳カラタチ

在
二

江
南
一

則
橘

在
江
北
則
枳
（
加
部
2

５
）」
な
ど
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
枳カラタチ

江コウ

南

江
南
橘

江
北
｜
」
と
な
つ
て
ゐ
て
、『
亀
田
本
』
の
「
橘タチバナ

江
南

枳カラタチ

江
北
」
よ
り
は
『
広
本
節
用
集
』
に
一
歩
近
似
す

る
。
同
じ
く
「
梨ナシ

梨
花
如
レ

雪

下
略

（
奈
部
4

５
）」
な
ど
も
、
他
本
が
「
梨
花
如
雲
」
と
作
る
の
に
対
し
、『
丹
表
紙
七
行
本
』

の
み
「
梨
花
如
レ

雪
」
と
作
つ
て
ゐ
て
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
神
祇
門
第
三

伊
部
６

７

伊
弉
諾

伊
弉
冉
尊

此
二
神
有
二

一
女
三
男
一

即
伊
勢
太
神
宮

日
神

月
神

西
海
宮ノ
蛭
子
三
郎
殿

出
雲
大
社

素
盞
烏

尊
之
父
母
神
是
也

〔
亀
田
本
〕
19

７

伊
弉
諾

伊
弉
冉
尊

此ノ
二
神
有
二リ
一
女
三
男
一

即
伊
勢
太
神
宮

日
神

月
神

西
海
宮ノ
蛭
子
三
郎
殿

出
雲ノ
大
社ロノ

素
盞
烏
尊ト
之
父
母
神
也

『
下
学
集
』
の
諸
本
「
出
雲
大
社

素
盞
烏
尊
之
父
母
神
也
」
に
作
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
出
雲
國

大
社

素
盞
烏
尊
是
也
」
と
「
是
也
」
を
付
し
『
広
本
節
用
集
』
に
近
似
す
る
。
た
だ
し
「
出
雲
國
大
社
」
と
「
國
」
字
を
入
れ
る
点

で
は
『
広
本
節
用
集
』
と
も
『
下
学
集
』
の
諸
本
と
も
小
異
を
示
す
。

波
部
54

１

祝
子

巫
也

〔
亀
田
本
〕
20

３

神
主

祢

ニ

覡

祝
子

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
前
田
本
』『
春
林
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
村
口
本
』

『
榊
原
本
』『
陽
明
本
』
等
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
「
覡
」
に
作
る
が
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
が
「
巫
女
」
と
す
る
他
、『
丹
表

紙
七
行
本
』
は
「
巫
」
を
標
出
字
と
し
て
掲
げ
る
。「
祝
子
」
の
注
記
は
諸
本
共
通
し
て
無
注
で
あ
る
。

波
部
54

１

最
花

言
取
二

一
切
草
木
最
初ノ
之
花
一ヲ
献
レ

神
故
也

世
俗ハ
作
二

初
尾
一ニ

也

〔
亀
田
本
〕
20

６

最
花

取
二テ
一
切ノ
草
木ノ
最
初ノ
之
花
一ヲ
献
レ

神

５

故ニ
云

『
下
学
集
』
は
諸
本
『
亀
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
が
、『
文
明
十
一
年
本
』
と
『
天
文
十
三
年
本
』
は
語
注
末
尾
部
分
「
故ニ
云
」
を
「
故ニ

云
レ

尓
」
に
作
る
。
ま
た
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
「
最
花
」
そ
の
も
の
を
欠
如
す
る
。

仁
部
86

二

贄

祭
供

〔
亀
田
本
〕
20

４

贄

祭ノ
供

『
下
学
集
』
諸
本
は
「
祭ノ
供
」、「
祭
供
」
の
孰
れ
か
で
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵

九

冊
本
』
は
「
祭
之

一
〇
〇

九

且



『
広
本
節
用
集
』
の
各
々
の
部
類
（
門
）
に
お
い
て
、『
下
学
集
』
の
諸
本
中
、『
亀
田
本
』
が
最
も
よ
く
一
致
す
る
こ
と
は
、
先
行
研

究
に
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
処
で
あ
る
し
、
吾
人
も
屡
説
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
全
て
の
標
出
語
・
語
注
に
お
い
て
全
同
で
は
あ
り
得
な
い
。

か
つ
ま
た
、『
亀
田
本
』と
一
致
す
る
本
文
の
箇
所
は
、
殆
ん
ど
の
場
合
、
他
の
伝
本
の
本
文
と
も
略
同
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し

『
亀
田
本
』
の
み
が
『
広
本
節
用
集
』
に
合
致
す
る
用
例
も
相
応
に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
へ
ば
「
草
木
門
」
の
「
蕨ワラビ

同薇

伯
夷
叔
斉
授
レ

薇
人
也
（
和
部
2

８
）」
の
場
合
、『
亀
田
本
』
は
「
伯
夷
叔
斉
採
レル

薇
人
也

二
字
義
同
」
と
あ
る
。
他
本
は
「
二
字
義
同
」
ま
た
は
「
二

字
同
」
に
て
「
伯
夷

人
也
」
が
存
せ
ず
。『
広
本
節
用
集
』
と
一
致
す
る
の
は
『
亀
田
本
』
の
み
で
あ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
に

の
み
見
ら
れ
る
語
注
も
ま
ま
存
す
る
。
や
は
り
「
草
木
門
」
の
「
蕪カブラ

蔓
草ノ
根
也
（
加
部
2

３
）」
は
『
文
明
十
一
年
本
』
に
の
み
標

出
語
「
蕪
」
が
あ
り
、
他
本
に
は
存
せ
ず
。「
菜ナ
（
奈
部
4

２
）」
も
同
じ
く
『
文
明
十
一
年
本
』
に
の
み
標
出
語
が
存
し
て
、
他
本
に

は
存
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
。『
前
田
本
』
も
同
様
に
「
五ウ
茄コギ
（
宇
部
4

８
）」
は
『
前
田
本
』
に
の
み
標
出
語
「
吾ウ
茄コキ
」
が
見
ら
れ
、
他
本

に
は
見
受
け
ら
れ
ず
。『
春
林
本
』
も
「
天
地
門
」
の
「
國
衙

諸
國
之
府
謂
二

之
｜
｜
一

（
古
部
6

４
）」
で
も
注
文
「
謂
二

之
｜
｜
一

」

の
部
分
な
ど
『
亀
田
本
』
は
「
謂
二

之
衙
一ト

」
と
小
異
を
示
す
が
、『
春
林
本
』
は
「
謂
二

之
｜
｜
一

」
と
在
つ
て
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致

す
る
。『
村
口
本
』
は
、「
草
木
門
」
の
「
温ウン
州シウ
橘キツ

或
温ヲ
作
レ

雲
（
宇
部
4

８
）」
な
ど
は
、『
村
口
本
』
に
「
温
或
作
レ

雲
」
と
注
し
て

ゐ
て
『
広
本
節
用
集
』
と
一
致
し
て
を
り
、
他
本
は
一
致
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
略
本
系
の
伝
本
に
て
、『
亀
田
本
』
等
に
比
し
て

語
数
が
少
な
く
、『
広
本
節
用
集
』
と
遠
い
関
係
に
あ
る
と
思
は
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
少
か
ら
ず
一
致
す
る
語
注
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
例
へ
ば
「
草
木
門
」
の
「
枳カラタチ

在
二

江
南
一

則
橘

在
江
北
則
枳
（
加
部
2

５
）」
な
ど
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
枳カラタチ

江コウ

南

江
南
橘

江
北
｜
」
と
な
つ
て
ゐ
て
、『
亀
田
本
』
の
「
橘タチバナ

江
南

枳カラタチ

江
北
」
よ
り
は
『
広
本
節
用
集
』
に
一
歩
近
似
す

る
。
同
じ
く
「
梨ナシ

梨
花
如
レ

雪

下
略

（
奈
部
4

５
）」
な
ど
も
、
他
本
が
「
梨
花
如
雲
」
と
作
る
の
に
対
し
、『
丹
表
紙
七
行
本
』

の
み
「
梨
花
如
レ

雪
」
と
作
つ
て
ゐ
て
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
神
祇
門
第
三

伊
部
６

７

伊
弉
諾

伊
弉
冉
尊

此
二
神
有
二

一
女
三
男
一

即
伊
勢
太
神
宮

日
神

月
神

西
海
宮ノ
蛭
子
三
郎
殿

出
雲
大
社

素
盞
烏

尊
之
父
母
神
是
也

〔
亀
田
本
〕
19

７

伊
弉
諾

伊
弉
冉
尊

此ノ
二
神
有
二リ
一
女
三
男
一

即
伊
勢
太
神
宮

日
神

月
神

西
海
宮ノ
蛭
子
三
郎
殿

出
雲ノ
大
社ロノ

素
盞
烏
尊ト
之
父
母
神
也

『
下
学
集
』
の
諸
本
「
出
雲
大
社

素
盞
烏
尊
之
父
母
神
也
」
に
作
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
出
雲
國

大
社

素
盞
烏
尊
是
也
」
と
「
是
也
」
を
付
し
『
広
本
節
用
集
』
に
近
似
す
る
。
た
だ
し
「
出
雲
國
大
社
」
と
「
國
」
字
を
入
れ
る
点

で
は
『
広
本
節
用
集
』
と
も
『
下
学
集
』
の
諸
本
と
も
小
異
を
示
す
。

波
部
54

１

祝
子

巫
也

〔
亀
田
本
〕
20

３

神
主

祢

ニ

覡

祝
子

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
前
田
本
』『
春
林
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
村
口
本
』

『
榊
原
本
』『
陽
明
本
』
等
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
「
覡
」
に
作
る
が
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
が
「
巫
女
」
と
す
る
他
、『
丹
表

紙
七
行
本
』
は
「
巫
」
を
標
出
字
と
し
て
掲
げ
る
。「
祝
子
」
の
注
記
は
諸
本
共
通
し
て
無
注
で
あ
る
。

波
部
54

１

最
花

言
取
二

一
切
草
木
最
初ノ
之
花
一ヲ
献
レ

神
故
也

世
俗ハ
作
二

初
尾
一ニ

也

〔
亀
田
本
〕
20

６

最
花

取
二テ
一
切ノ
草
木ノ
最
初ノ
之
花
一ヲ
献
レ

神

５

故ニ
云

『
下
学
集
』
は
諸
本
『
亀
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
が
、『
文
明
十
一
年
本
』
と
『
天
文
十
三
年
本
』
は
語
注
末
尾
部
分
「
故ニ
云
」
を
「
故ニ

云
レ

尓
」
に
作
る
。
ま
た
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
「
最
花
」
そ
の
も
の
を
欠
如
す
る
。

仁
部
86

二

贄

祭
供

〔
亀
田
本
〕
20

４

贄

祭ノ
供

『
下
学
集
』
諸
本
は
「
祭ノ
供
」、「
祭
供
」
の
孰
れ
か
で
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵

九

冊
本
』
は
「
祭
之

一
〇
〇

九

且



供
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
祭
供
也
」
と
あ
る
。

辺
部
1

８

幤
帛

〔
亀
田
本
〕
欠
如
。『
文
明
十
一
年
本
』
19

３

幤
帛

『
下
学
集
』
は
『
亀
田
本
』
を
始
め
と
す
る
諸
本
に
標
出
語
存
せ
ず
。

土
部
1

５

斗
帳

掛
二

佛
神
前
一

帳
也

或
作
二

戸
帳
一

非
也

〔
亀
田
本
〕
21

２

斗
帳

神
前ノ
帳
也

斗ノ
字ヲ
作
レ

戸
誤
欤

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
大
略
『
亀
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
が
、『
文
明
十
一

年
本
』
は
語
注
の
後
半
部
が
「
斗
字
作
レ

戸
大
誤
欤
」
と
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
が
「
神
前

又ハ
仏
前ニ
用
之

斗ヲ
作
レ

戸ト
誤
也

小
帳
也

形
如
レ

覆
レ

斗ヲ
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。

土
部
1

５

鳥
居

神
門
也

唐ニ
云
二

華
表
一ト
也

〔
亀
田
本
〕
21

２

鳥
居

唐ハ
云
華
衣

『
下
学
集
』
の
伝
本
は
多
く
『
亀
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
が
、『
文
明
十
一
年
本
』
に
は
「
唐ハ

云
二

華
表
一ト
也
」
と
「
也
」
字
が
存
す
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
唐ニハ
名
二ク
華
表
一ト
」。
た
だ
し
、『
広
本
節
用
集
』
の
「
神
門
也
」
は

諸
本
に
見
ら
れ
な
い
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
鳥
居
」
の
標
出
語
を
欠
如
す
る
。

知
部
1

３

鎮
守
伯

守
護
神

唐
名
大
常
卿

大
常
令

〔
亀
田
本
〕
鎮
守

伯

唐
名ハ
太
常
卿

又ハ
太
常
令

『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
鎮
守
伯

唐
名ハ
太
常ノ
卿

又
大
伯
令
」
に
て
『
八
行
大
本
』

も
同
じ
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
鎮
守

神
祇ノ
伯

唐
名
太
常
卿

又
太
卜
令
」、『
村
口
本
』
は
「
鎮
守
伯

唐
名
大
常
卿

又ハ

太
卜
令
」
に
て
『
天
文
十
三
年
本
』
も
同
注
。『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
鎮
守

伯

唐
名
太
常
卿

又ハ
大
卜
令
也
」。『
丹
表
紙
七

行
本
』
は
「
鎮
守

伯
唐ニハ
云
二

大
常
卿

又
大
常
令
一ト
也

掌
二ル
天
神
人
鬼

地
祇ノ
之
礼
一ヲ
又
云
二

奉
常
一ト
祠
部
祐
大
常

丞ハ
副
也
」
と
長
文

の
語
注
に
な
つ
て
ゐ
て
、
他
の
伝
本
と
は
異
な
る
。『
広
本
節
用
集
』
の
「
守
護
神
」
の
注
記
は
諸
本
に
存
せ
ず
。

加
部
2

１

神
樂

又
作
二

神
遊
一

〔
亀
田
本
〕
20

３

神
樂

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
以
外
の
諸
本
に
標
出
語
の
み
あ
り
て
無
注
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標

出
語
も
存
せ
ず
。

加
部
2

１

神
）
｜
主

覡
男

巫
女

荘
子
曰

女
曰
巫

男
覡

〔
亀
田
本
〕
20

３

社
務

神
主

祢

｜ 覡

祝
子

『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
社
務
主神

祢
錦

大
宮
司

覡

八
女

祝
子

祝

言

神
子
」
と
あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
社
務
賀
茂
八
幡
等

神
主

祢

神

祝
子

神
樂

巫
女
」。『
丹
表
紙
七
行
本
』

は
「
社
務

巫

祝
子
」。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
社
務

神
主

祢

る

覡

祝
子
」、『
前
田
本
』『
村
口
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行

本
』『
榊
原
本
』
等
も
同
じ
。『
広
本
節
用
集
』
が
「
巫
」
の
注
記
に
『
荘
子
』
を
引
用
す
る
の
は
独
自
の
増
補
で
あ
る
。

太
部
3

１

手
向

神
供
也

又
山ノ
坂ヲ
曰
二

｜
一ト
亦
起レリ二

於
神
供ヨリ一

其
義
云

旅
中
山
路

無シ
二

熟
食
之
神
供
一

手タ
二

折ヲリ
草
木
枝
葉ヲ
一

以
備
二

神
供ニ
一

故
呼テ
二

山ノ
坂ヲ
一

云
二

手
向
山
一

也

有
二

倭
歌
一

云

此
旅
幣
取
不
レ

敢
手
向
山

紅
葉
錦
神ノ
随マニ〳

〵意
々
々
云
云

〔
亀
田
本
〕
20

４

手
向

神
供
也

又ハ
山
坂ヲ
曰
二

｜
｜
一ト
亦
起ル
二

於
神
供ヨリ一

其
義
云

旅
中ノ
山
路ニハ
無シ
二

熟
食
之
神
供
一

或ハ
手
折テ
草
木ノ
枝

葉ヲ
一

以
備テ
レ

神
供ニ
一

故ニ
呼テ
二

山
坂ヲ
一

云
｜

」

一

也

有
レ

倭
歌
云

此ノ
旅ハ
幣
取
｜
｜
山

紅
葉ノ

あ

神ノ
随マニ〳

〵意
々
々

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
亀

田
本
』
に
略
同
注
。『
春
林
本
』
は
語
注
末
尾
が
「

來

ノ
随マニ〳

〵
ノ

意ト
也アリ
」
と
す
る
。
た
だ
し
『
丹
表
七
行
本
』
の
注
文
は
『
亀
田
本
』
と

略
同
で
あ

神

が
、
語
注
末
尾
に
「
神ノ
随マ
意

菅
公
詠
乎
」
と
「
倭
歌
」
の
作
者
名
を
記
し
て
ゐ
る
。

太
部
3

２

託
宣

〔
亀
田
本
〕
21

１

詫
宣

『
下
学
集
』
諸
本
の
中
『
榊
原
本
』
は
『
広
本
節
用
集
』
と
同
じ
「
託
宣

〕

で
あ
り
、
他
は
『
亀
田
本
』

と
同
じ
「
詫
宣
」
で

縦

る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
存
せ
ず
、
こ
の
伝
本
は
特
異
で
あ
る
。

楚
部
3

５

一

民
將

衣

懸
二

神
符ヲ
於
衣ノ
袖ニ
一

則
縱
雖
二

死
人ト
一

下

生
來ス
故
云

〔
亀
田
本

『

21

１

蘓
民
將
來

懸
二

一

符ヲ
於

集

袖ニ
一

則

林

雖モ
二

死
人ト
一

蘓
生
來ル
故ニ
云

『

村

学

本

』
の
『
春

一

本
』

『

〇口
二

』

表
丹

〇

且

且

且

且

魚

魚



供
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
祭
供
也
」
と
あ
る
。

辺
部
1

８

幤
帛

〔
亀
田
本
〕
欠
如
。『
文
明
十
一
年
本
』
19

３

幤
帛

『
下
学
集
』
は
『
亀
田
本
』
を
始
め
と
す
る
諸
本
に
標
出
語
存
せ
ず
。

土
部
1

５

斗
帳

掛
二

佛
神
前
一

帳
也

或
作
二

戸
帳
一

非
也

〔
亀
田
本
〕
21

２

斗
帳

神
前ノ
帳
也

斗ノ
字ヲ
作
レ

戸
誤
欤

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
大
略
『
亀
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
が
、『
文
明
十
一

年
本
』
は
語
注
の
後
半
部
が
「
斗
字
作
レ

戸
大
誤
欤
」
と
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
が
「
神
前

又ハ
仏
前ニ
用
之

斗ヲ
作
レ

戸ト
誤
也

小
帳
也

形
如
レ

覆
レ

斗ヲ
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。

土
部
1

５

鳥
居

神
門
也

唐ニ
云
二

華
表
一ト
也

〔
亀
田
本
〕
21

２

鳥
居

唐ハ
云
華
衣

『
下
学
集
』
の
伝
本
は
多
く
『
亀
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
が
、『
文
明
十
一
年
本
』
に
は
「
唐ハ

云
二

華
表
一ト
也
」
と
「
也
」
字
が
存
す
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
唐ニハ
名
二ク
華
表
一ト
」。
た
だ
し
、『
広
本
節
用
集
』
の
「
神
門
也
」
は

諸
本
に
見
ら
れ
な
い
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
鳥
居
」
の
標
出
語
を
欠
如
す
る
。

知
部
1

３

鎮
守
伯

守
護
神

唐
名
大
常
卿

大
常
令

〔
亀
田
本
〕
鎮
守

伯

唐
名ハ
太
常
卿

又ハ
太
常
令

『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
鎮
守
伯

唐
名ハ
太
常ノ
卿

又
大
伯
令
」
に
て
『
八
行
大
本
』

も
同
じ
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
鎮
守

神
祇ノ
伯

唐
名
太
常
卿

又
太
卜
令
」、『
村
口
本
』
は
「
鎮
守
伯

唐
名
大
常
卿

又ハ

太
卜
令
」
に
て
『
天
文
十
三
年
本
』
も
同
注
。『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
鎮
守

伯

唐
名
太
常
卿

又ハ
大
卜
令
也
」。『
丹
表
紙
七

行
本
』
は
「
鎮
守

伯
唐ニハ
云
二

大
常
卿

又
大
常
令
一ト
也

掌
二ル
天
神
人
鬼

地
祇ノ
之
礼
一ヲ
又
云
二

奉
常
一ト
祠
部
祐
大
常

丞ハ
副
也
」
と
長
文

の
語
注
に
な
つ
て
ゐ
て
、
他
の
伝
本
と
は
異
な
る
。『
広
本
節
用
集
』
の
「
守
護
神
」
の
注
記
は
諸
本
に
存
せ
ず
。

加
部
2

１

神
樂

又
作
二

神
遊
一

〔
亀
田
本
〕
20

３

神
樂

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
以
外
の
諸
本
に
標
出
語
の
み
あ
り
て
無
注
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標

出
語
も
存
せ
ず
。

加
部
2

１

神
）
｜
主

覡
男

巫
女

荘
子
曰

女
曰
巫

男
覡

〔
亀
田
本
〕
20

３

社
務

神
主

祢

｜ 覡

祝
子

『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
社
務
主神

祢
錦

大
宮
司

覡

八
女

祝
子

祝

言

神
子
」
と
あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
社
務
賀
茂
八
幡
等

神
主

祢

神

祝
子

神
樂

巫
女
」。『
丹
表
紙
七
行
本
』

は
「
社
務

巫

祝
子
」。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
社
務

神
主

祢

る

覡

祝
子
」、『
前
田
本
』『
村
口
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行

本
』『
榊
原
本
』
等
も
同
じ
。『
広
本
節
用
集
』
が
「
巫
」
の
注
記
に
『
荘
子
』
を
引
用
す
る
の
は
独
自
の
増
補
で
あ
る
。

太
部
3

１

手
向

神
供
也

又
山ノ
坂ヲ
曰
二

｜
一ト
亦
起レリ二

於
神
供ヨリ一

其
義
云

旅
中
山
路

無シ
二

熟
食
之
神
供
一

手タ
二

折ヲリ
草
木
枝
葉ヲ
一

以
備
二

神
供ニ
一

故
呼テ
二

山ノ
坂ヲ
一

云
二

手
向
山
一

也

有
二

倭
歌
一

云

此
旅
幣
取
不
レ

敢
手
向
山

紅
葉
錦
神ノ
随マニ〳

〵意
々
々
云
云

〔
亀
田
本
〕
20

４

手
向

神
供
也

又ハ
山
坂ヲ
曰
二

｜
｜
一ト
亦
起ル
二

於
神
供ヨリ一

其
義
云

旅
中ノ
山
路ニハ
無シ
二

熟
食
之
神
供
一

或ハ
手
折テ
草
木ノ
枝

葉ヲ
一

以
備テ
レ

神
供ニ
一

故ニ
呼テ
二

山
坂ヲ
一

云
｜

」

一

也

有
レ

倭
歌
云

此ノ
旅ハ
幣
取
｜
｜
山

紅
葉ノ

あ

神ノ
随マニ〳

〵意
々
々

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
亀

田
本
』
に
略
同
注
。『
春
林
本
』
は
語
注
末
尾
が
「

來

ノ
随マニ〳

〵
ノ

意ト
也アリ
」
と
す
る
。
た
だ
し
『
丹
表
七
行
本
』
の
注
文
は
『
亀
田
本
』
と

略
同
で
あ

神

が
、
語
注
末
尾
に
「
神ノ
随マ
意

菅
公
詠
乎
」
と
「
倭
歌
」
の
作
者
名
を
記
し
て
ゐ
る
。

太
部
3

２

託
宣

〔
亀
田
本
〕
21

１

詫
宣

『
下
学
集
』
諸
本
の
中
『
榊
原
本
』
は
『
広
本
節
用
集
』
と
同
じ
「
託
宣

〕

で
あ
り
、
他
は
『
亀
田
本
』

と
同
じ
「
詫
宣
」
で

縦

る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
存
せ
ず
、
こ
の
伝
本
は
特
異
で
あ
る
。

楚
部
3

５

一

民
將

衣

懸
二

神
符ヲ
於
衣ノ
袖ニ
一

則
縱
雖
二

死
人ト
一

下

生
來ス
故
云

〔
亀
田
本

『

21

１

蘓
民
將
來

懸
二

一

符ヲ
於

集

袖ニ
一

則

林

雖モ
二

死
人ト
一

蘓
生
來ル
故ニ
云

『

村

学

本

』
の
『
春

一

本
』

『

〇口
二

』

表
丹

〇

且

且

且

且

魚

魚



紙
七
行
本
』
は
語
注
末
尾
部
分
が
「
故ニ
云
レ

尓
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
故
云
也
」
と
あ
る
。

禰
部
4

１

禰は

社
人

〔
亀
田
本
〕
20

３

祢

」

『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
く
諸
本
は
全
て
「
祢

表

」。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
存
せ
ず
。

奈
部
4

３

直
禮

〔
亀
田
本
〕
直
礼

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
、
他
の
諸
本
は
全
て
「
直
禮
」（
直
礼
）
の
標
出
語
あ
り
。

良
部
4

３

禮ライ
奠テン

〔
亀
田
本
〕
21

１

礼レイ
奠テン

『
下
学
集
』
諸
本
は
「
礼レイ
奠テン
」、『
前
田
本
』
と
『
陽
明
本
』
は
「
礼
奠テン
」
と
付
訓
す
る
。

宇
部
4

２

宇
賀
神

福
神

〔
亀
田
本
〕
20

１

宇
賀ノ
神
福
神

『
春
林
本
』
の
注
文
は
「
福
徳
之
神
也
」、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
福
之
神
也
」。『
丹
表
紙

七
行
本
』
に
は
「
此
神
尤モ
依
二

人
信ニ
一

与
レ

福
神
也
」
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
注
「
福
神
」
で
あ
り
、『
広

本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。

久
部
5

６

回
禄

火
神
也

或
呼
二

炎
上ヲ
一

云
二

｜
｜ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
20

２

回
禄

火
神ノ
名
也

故ニ
呼テ
二

炎
上ヲ
一

云
二

回
緑ト
一

『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
八
行

大
本
』
等
の
注
記
は
「
火
神ノ
名
也

故ニ
呼
二

炎
上
云フ
二

｜
｜ト
一

也
」
で
あ
り
、『
前
田
本
』
は
語
注
末
が
「
呼
二

炎
上
一

云
尓
」。

久
部
5

６

倶
生
神

於
二

冥
府ニ
一

記
二

善
悪ノ
ヲ

一

云
｜
｜ト
一

〔
亀
田
本
〕
21

２

倶
生
神

於テ
二

冥
府ニ
一

記
二

善
悪ヲ
一

之
神
也

『
榊
原
本
』
は
「
於
二

冥
府
一

記
二

善
悪
事ヲ
一

神
」
と
す
る
。『
八
行
大
本
』

に
は
「
於テ
二

冥
府ニ
一

記スル二

善
悪
之
ヲ

一

之
神
也
」
と
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
於ニ
二

冥
府ニ
一

起
二

善
悪ノ
水ヲ
之
神
也
」。

也
部
5

８

流
鏑

神
ノ

時

馬
上ノ
射

〔
亀
田
本
〕
20

７

流
鏑

『
下
学
集
』
で
『
亀
田
本
』
の
ご
と
く
無
注
の
テ
ク
ス
ト
は
他
に
な
く
、『
文
明
十
一
年
本
』
の
「
馬
上
弓

也
」、
ま
た

は

『
前
田
本
』
の
ご
と
く
「
馬
上
弓

せ

と
す
る
伝
本
が
大
部
分
で
あ
る
。
而
か
る
に
『
丹

み

紙
七
行
本
』
の
長
文
の
語
注

「
異
本ニ
鏑
流
馬ト
作

白
雉
年
中ニ
田
村
柳
営

為
東
夷
征
伐
下
向
之
時

諏
訪
大
明
神

被
廻
射
藝
之
妙
術

田
村
奉
勅
鳴
鏑
射
流
給フ
賊
徒

忽ニ
退
矣
」
と
あ
る
の
は
特
異
で
あ
る
。

計
部
5

４

競
馬

五
月
五
日
賀
茂ノ
祭
礼
也

盖シ
擬
二

支
那
競
渡
一

云

〔
亀
田
本
〕
20

７

競
馬

五
月
五
日ノ
事

擬
二

支
那
競
渡ニ
一

『
春
林
本
』
の
語
注
末
尾
部
分
は
「
擬
二

支
那
之
競
渡ニ
一

也
」、
他
の
伝
本

は
概
ね
『
亀
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
。
た
だ
し
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
五
月
五
日

支
那
作
二

快
龍
舩ヲ
一

競フ
レ

渡ヲ
日
本ニモ
表
二

此ノ
義ヲ
一

也
」

と
注
し
、
他
本
と
は
異
な
る
。

計
部

４

覡

巫

男
云
レ

覡

女
云
レ

巫

〔
亀
田
本
〕
20

３

覡

『
下
学
集
』
は
諸
本
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
「
覡
」（
無
注
）
で
あ
る
が
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』

ラ

「
巫

女
」
の
み
に
て
「
覡
」
は
存

「

ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
標
出
語
は
「
巫
」
の

博

で
あ
る
。『
広
本
節
用
集
』
は
『
荘
子
』
を
引
用
。

不
部
6

１

物
忌
令

書
名

〔
亀
田
本
〕
20

７

物
忌
令

書ノ
名

『
文
明
十
一
年
本
』
の
注
記
は
「
書
名
」、『
榊
原
本
』
は
無
注
で
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に

は
標
出
語
欠
如
す
る
。

安
部
7

４

青アホニ
幣キテ

朔アサニ
幣キテ

〔
亀
田
本
〕
20

４

青アヲニ
幣キテ

白シ

ヘ

幣

朔サツ
幣ヘイ

『
春
林
本
』
は

じ

青
幣

白
幣
」
に
て
「
朔
幣
」
が
存
せ
ず
。『
川
瀬

ニ

士
旧
蔵
二
冊
本
』

は
「
青
和
幣

白
和
幣

朔
幣
」、『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
赤アヲニ
幣キテ

白シラ

同

幣キテ

朔サツ
幣イ
」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に

祭
禮

。

左
部
7

〇

６

一
〇

一

三四

且

且

且



紙
七
行
本
』
は
語
注
末
尾
部
分
が
「
故ニ
云
レ

尓
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
故
云
也
」
と
あ
る
。

禰
部
4

１

禰は

社
人

〔
亀
田
本
〕
20

３

祢

」

『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
く
諸
本
は
全
て
「
祢

表

」。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
存
せ
ず
。

奈
部
4

３

直
禮

〔
亀
田
本
〕
直
礼

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
、
他
の
諸
本
は
全
て
「
直
禮
」（
直
礼
）
の
標
出
語
あ
り
。

良
部
4

３

禮ライ
奠テン

〔
亀
田
本
〕
21

１

礼レイ
奠テン

『
下
学
集
』
諸
本
は
「
礼レイ
奠テン
」、『
前
田
本
』
と
『
陽
明
本
』
は
「
礼
奠テン
」
と
付
訓
す
る
。

宇
部
4

２

宇
賀
神

福
神

〔
亀
田
本
〕
20

１

宇
賀ノ
神
福
神

『
春
林
本
』
の
注
文
は
「
福
徳
之
神
也
」、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
福
之
神
也
」。『
丹
表
紙

七
行
本
』
に
は
「
此
神
尤モ
依
二

人
信ニ
一

与
レ

福
神
也
」
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
注
「
福
神
」
で
あ
り
、『
広

本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。

久
部
5

６

回
禄

火
神
也

或
呼
二

炎
上ヲ
一

云
二

｜
｜ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
20

２

回
禄

火
神ノ
名
也

故ニ
呼テ
二

炎
上ヲ
一

云
二

回
緑ト
一

『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
八
行

大
本
』
等
の
注
記
は
「
火
神ノ
名
也

故ニ
呼
二

炎
上
云フ
二

｜
｜ト
一

也
」
で
あ
り
、『
前
田
本
』
は
語
注
末
が
「
呼
二

炎
上
一

云
尓
」。

久
部
5

６

倶
生
神

於
二

冥
府ニ
一

記
二

善
悪ノ
ヲ

一

云
｜
｜ト
一

〔
亀
田
本
〕
21

２

倶
生
神

於テ
二

冥
府ニ
一

記
二

善
悪ヲ
一

之
神
也

『
榊
原
本
』
は
「
於
二

冥
府
一

記
二

善
悪
事ヲ
一

神
」
と
す
る
。『
八
行
大
本
』

に
は
「
於テ
二

冥
府ニ
一

記スル二

善
悪
之
ヲ

一

之
神
也
」
と
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
於ニ
二

冥
府ニ
一

起
二

善
悪ノ
水ヲ
之
神
也
」。

也
部
5

８

流
鏑

神
ノ

時

馬
上ノ
射

〔
亀
田
本
〕
20

７

流
鏑

『
下
学
集
』
で
『
亀
田
本
』
の
ご
と
く
無
注
の
テ
ク
ス
ト
は
他
に
な
く
、『
文
明
十
一
年
本
』
の
「
馬
上
弓

也
」、
ま
た

は

『
前
田
本
』
の
ご
と
く
「
馬
上
弓

せ

と
す
る
伝
本
が
大
部
分
で
あ
る
。
而
か
る
に
『
丹

み

紙
七
行
本
』
の
長
文
の
語
注

「
異
本ニ
鏑
流
馬ト
作

白
雉
年
中ニ
田
村
柳
営

為
東
夷
征
伐
下
向
之
時

諏
訪
大
明
神

被
廻
射
藝
之
妙
術

田
村
奉
勅
鳴
鏑
射
流
給フ
賊
徒

忽ニ
退
矣
」
と
あ
る
の
は
特
異
で
あ
る
。

計
部
5

４

競
馬

五
月
五
日
賀
茂ノ
祭
礼
也

盖シ
擬
二

支
那
競
渡
一

云

〔
亀
田
本
〕
20

７

競
馬

五
月
五
日ノ
事

擬
二

支
那
競
渡ニ
一

『
春
林
本
』
の
語
注
末
尾
部
分
は
「
擬
二

支
那
之
競
渡ニ
一

也
」、
他
の
伝
本

は
概
ね
『
亀
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
。
た
だ
し
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
五
月
五
日

支
那
作
二

快
龍
舩ヲ
一

競フ
レ

渡ヲ
日
本ニモ
表
二

此ノ
義ヲ
一

也
」

と
注
し
、
他
本
と
は
異
な
る
。

計
部

４

覡

巫

男
云
レ

覡

女
云
レ

巫

〔
亀
田
本
〕
20

３

覡

『
下
学
集
』
は
諸
本
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
「
覡
」（
無
注
）
で
あ
る
が
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』

ラ

「
巫

女
」
の
み
に
て
「
覡
」
は
存

「

ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
標
出
語
は
「
巫
」
の

博

で
あ
る
。『
広
本
節
用
集
』
は
『
荘
子
』
を
引
用
。

不
部
6

１

物
忌
令

書
名

〔
亀
田
本
〕
20

７

物
忌
令

書ノ
名

『
文
明
十
一
年
本
』
の
注
記
は
「
書
名
」、『
榊
原
本
』
は
無
注
で
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に

は
標
出
語
欠
如
す
る
。

安
部
7

４

青アホニ
幣キテ

朔アサニ
幣キテ

〔
亀
田
本
〕
20

４

青アヲニ
幣キテ

白シ

ヘ

幣

朔サツ
幣ヘイ

『
春
林
本
』
は

じ

青
幣

白
幣
」
に
て
「
朔
幣
」
が
存
せ
ず
。『
川
瀬

ニ

士
旧
蔵
二
冊
本
』

は
「
青
和
幣

白
和
幣

朔
幣
」、『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
赤アヲニ
幣キテ

白シラ

同

幣キテ

朔サツ
幣イ
」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に

祭
禮

。

左
部
7

〇

６

一
〇

一

三四

且

且

且



〔
亀
田
本
〕
21

２

祭
礼

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
全
て
標
出
語
の
み
の
「
祭
禮
」（
無
注
）
で
あ
る
。

左
部
7

６

催
馬
樂

神
歌
也

樂
名
也

〔
亀
田
本
〕
20

７

催
馬
樂

神
歌
『
春
林
本
』『
榊
原
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
「
神
哥
也
」
と
あ
る
。他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
注
。

左
部
7

６

朔
幣

〔
亀
田
本
〕
20

４

朔
幣

『
下
学
集
』
の
諸
本
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
た
だ
し
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
朔
弊
」
に
作
る
。

幾
部
8

６

貴
布
禰

或
作
二

貴
舩
一

〔
亀
田
本
〕
20

１

貴
布
祢

布
祢

或ハ
作
舩ニ

『
春
林
本
』
は
「
布
祢

或
作
レ

舩
也
」
と
す
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行

本
』
以
外
の
伝
本
は
概
ね
『
亀
田
本
』
と
同
注
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
標
出
語
・
語
注
共
に
他
本
と
異
な
る
。
即
ち
「
廿
二
社

延

喜
式
所
レ

定
十
六
社
也

所
謂

伊
勢

石
清
水

賀
茂

松
尾

平
野

稲
荷

春
日

大
原
埜

大
神

石
上

大
和

廣
瀬

龍
田

住
吉

丹

生

貴
布
祢
等
是
也

其
後
代

聖
主

加
二

吉
田

廣
田

梅
宮

祇
園

北
野

日
吉
等
大
社ヲ
一

号
二

廿
二
社ト
一

是
秘
説
也
」と
し
て
、
謂
は

ゆ
る
「
二
十
二
社
」
の
一
と
し
て
「
貴
布
祢
」
を
含
め
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
貴
布
祢

或
作
二

貴
舩ト
一

也

此
神
本
朝ニ
成ス
二

男

女ノ
之
媒ヲ
一

也

昔
有
二

一
夫
一

持ツ
二

両
婦ヲ
詣テ
二

本
婦
此
神ニ
一

咒
咀ス
即
有
二

奇
特
一

世
人
皆
知
レ

之

不
レ

遑
枚
挙スルニ
一

」
と
あ
る
。

幾
部
8

６

急
々
如
律
令

神
符ノ
上ニ
所
レ

書
文
也

心
ハ

言

一
切ノ
悪
鬼
魔

皆
行
二

邪
道ヲ
一

者
也

教エ
二

誡メテ
之
一

曰
二

｜
｜
｜

ト｜
一

可
レ

歸ス
二

正
道ニ
一

律
令ハ
法
度
也

又

文
類
集ニ
曰

律
令ハ
雷
邊ノ
捷
鬼
也
云

愚
謂

文
類
集ノ
音

言

一
切ノ
悪

不ルコト
レ

留
蹤
跡ヲ
一

可ト
レ

如ナル二

律
令

鬼ノ
疾ク
去ルカ一

云
云

〔
亀
田
本
〕
21

３

急
々
如
律
令

神
符ノ
上ニ
所
レ

書
之
文
也

言ハ
一
切ノ
悪
鬼
魔
事ハ
皆
｜

行スル
邪
道ヲ
一

者
也

教ヘ
二

誡メテ
之ヲ
一

曰フ
二

急
々
如
二

律

令ノ
一

可ト
レ

皈
二

正
道ニ
一

也

律
令ハ
法
度
也

又
事
文
類
聚
曰ク
律
令ハ
雷
邊ノ
捷
鬼
也
云
々

愚
謂ヘラク

文
類
聚ノ
意

言

一
切ノ
悪
事
不ルコト
レ

留メ
二

蹤

跡ヲ
一

可シ
レ

如クナル
二

律
令ノ
疾ク
去ルカ一

也
云

『
亀
田
本
』
の
語
注
は
、『
広
本
節
用
集
』
が
「
事
文
類
集
」
と
す
る
二
箇
所
を
「
事
文
類
聚
」

と
作
る
以
外
は
一
致
し
て
ゐ
る
。『
榊
原
本
』『
天
文
十
三
年
本
』
は
、『
広
本
節
用
集
』
の
「
一
切ノ
悪
鬼

」
の
箇
所
が
「
一
切
悪
魔
」

と
な
つ
て
ゐ
る
。
ま
た
『
前
田
本
』
は
「
一
切
悪
魔
事ハ
」
に
作
る
。『
下
学
集
』
の
他
本
は
多
く
、『
広
本
節
用
集
』
と
同
注
。
た
だ
し

『
事
文
類
聚
』
を
『
事
文
類
集
』
に
作
る
の
は
『
広
本
節
用
集
』
の
み
。

之
部
9

４

白
幣

〔
亀
田
本
〕
20

４

白
幣

『
下
学
集
』
は
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
「
白
和
幣
」
以
外
は
諸
本
『
亀
田
本
』
と
同
じ
（
無
注
）。

之
部
9

４

社
稷

守
二

五
穀ヲ
一

神

〔
亀
田
本
〕
20

３

社
稷

守ル
二

五
穀ヲ
一

神
也

『
文
明
十
一
年
本
』
の
み
「
守
二

五
穀
一

神
」
と
し
て
『
広
本
節
用
集
』
と
一
致
す
る
。

他
の
伝
本『
丹
表
紙
七
行
本
』『
榊
原
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
村
口
本
』『
春
林
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』

『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』『
陽
明
文
庫
本
』『
前
田
本
』
等
は
『
亀
田
本
』
と
同
注
。

由
部
8

３

猶ユウ
子シ

養
子ノ
義
也

一
説

礼
記
曰

兄
弟ノ
子ハ
猶ナヲシレ

子ノ
云
此
時ノ
意
姪ノ
義
也

〔
亀
田
本
〕
23

３
（
人
倫
門
）
猶ユウ
子シ

養
子ノ
義
也

礼
記ニ
云

兄
弟ノ
之
子ハ
猶ナヲシレ

子ノ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
「
養
子
母

云
垂
義
也

礼
記ニ
云ク
兄
弟ノ
之
子

猶ト
レ

子ノ
云
意
也
」
と
あ
る
。『
陽
明
本
』
は
「
養
子
義
也

禮
記
云

兄
弟
之
子
｜
｜
」。
他
本
は
『
亀

田
本
』
に
略
同
。

之
部
9

５

社
）
｜
務

〔
亀
田
本
〕
20

３

社
務

『
下
学
集
』
の
諸
本
中
、『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
社
務
神
主
」
と
「
神
主
」
を
語
注
（
小
字
・
割
注
）
の

位
置
に
置
く
。
他
本
は
「
社
務

神
主
」
と
標
出
語
の
形
で
並
列
に
す
る
。
た
だ
し
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
社
務
」
の
後
に
「
神

主
」
が
存
し
な
い
。
ま
た
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
社
務
賀
茂
八
幡
寺
」
の
ご
と
く
注
文
が
存
す
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
社シヤ

務シヨク
」
と
施
訓
し
、「
社
稷
」
に
牽
引
せ
ら
れ
た
と
思
し
い
例
も
あ
る
。

一
〇
六

一
〇
五



〔
亀
田
本
〕
21

２

祭
礼

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
全
て
標
出
語
の
み
の
「
祭
禮
」（
無
注
）
で
あ
る
。

左
部
7

６

催
馬
樂

神
歌
也

樂
名
也

〔
亀
田
本
〕
20

７

催
馬
樂

神
歌
『
春
林
本
』『
榊
原
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
「
神
哥
也
」
と
あ
る
。他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
注
。

左
部
7

６

朔
幣

〔
亀
田
本
〕
20

４

朔
幣

『
下
学
集
』
の
諸
本
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
た
だ
し
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
朔
弊
」
に
作
る
。

幾
部
8

６

貴
布
禰

或
作
二

貴
舩
一

〔
亀
田
本
〕
20

１

貴
布
祢

布
祢

或ハ
作
舩ニ

『
春
林
本
』
は
「
布
祢

或
作
レ

舩
也
」
と
す
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行

本
』
以
外
の
伝
本
は
概
ね
『
亀
田
本
』
と
同
注
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
標
出
語
・
語
注
共
に
他
本
と
異
な
る
。
即
ち
「
廿
二
社

延

喜
式
所
レ

定
十
六
社
也

所
謂

伊
勢

石
清
水

賀
茂

松
尾

平
野

稲
荷

春
日

大
原
埜

大
神

石
上

大
和

廣
瀬

龍
田

住
吉

丹

生

貴
布
祢
等
是
也

其
後
代

聖
主

加
二

吉
田

廣
田

梅
宮

祇
園

北
野

日
吉
等
大
社ヲ
一

号
二

廿
二
社ト
一

是
秘
説
也
」と
し
て
、
謂
は

ゆ
る
「
二
十
二
社
」
の
一
と
し
て
「
貴
布
祢
」
を
含
め
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
貴
布
祢

或
作
二

貴
舩ト
一

也

此
神
本
朝ニ
成ス
二

男

女ノ
之
媒ヲ
一

也

昔
有
二

一
夫
一

持ツ
二

両
婦ヲ
詣テ
二

本
婦
此
神ニ
一

咒
咀ス
即
有
二

奇
特
一

世
人
皆
知
レ

之

不
レ

遑
枚
挙スルニ
一

」
と
あ
る
。

幾
部
8

６

急
々
如
律
令

神
符ノ
上ニ
所
レ

書
文
也

心
ハ

言

一
切ノ
悪
鬼
魔

皆
行
二

邪
道ヲ
一

者
也

教エ
二

誡メテ
之
一

曰
二

｜
｜
｜

ト｜
一

可
レ

歸ス
二

正
道ニ
一

律
令ハ
法
度
也

又

文
類
集ニ
曰

律
令ハ
雷
邊ノ
捷
鬼
也
云

愚
謂

文
類
集ノ
音

言

一
切ノ
悪

不ルコト
レ

留
蹤
跡ヲ
一

可ト
レ

如ナル二

律
令

鬼ノ
疾ク
去ルカ一

云
云

〔
亀
田
本
〕
21

３

急
々
如
律
令

神
符ノ
上ニ
所
レ

書
之
文
也

言ハ
一
切ノ
悪
鬼
魔
事ハ
皆
｜

行スル
邪
道ヲ
一

者
也

教ヘ
二

誡メテ
之ヲ
一

曰フ
二

急
々
如
二

律

令ノ
一

可ト
レ

皈
二

正
道ニ
一

也

律
令ハ
法
度
也

又
事
文
類
聚
曰ク
律
令ハ
雷
邊ノ
捷
鬼
也
云
々

愚
謂ヘラク

文
類
聚ノ
意

言

一
切ノ
悪
事
不ルコト
レ

留メ
二

蹤

跡ヲ
一

可シ
レ

如クナル
二

律
令ノ
疾ク
去ルカ一

也
云

『
亀
田
本
』
の
語
注
は
、『
広
本
節
用
集
』
が
「
事
文
類
集
」
と
す
る
二
箇
所
を
「
事
文
類
聚
」

と
作
る
以
外
は
一
致
し
て
ゐ
る
。『
榊
原
本
』『
天
文
十
三
年
本
』
は
、『
広
本
節
用
集
』
の
「
一
切ノ
悪
鬼

」
の
箇
所
が
「
一
切
悪
魔
」

と
な
つ
て
ゐ
る
。
ま
た
『
前
田
本
』
は
「
一
切
悪
魔
事ハ
」
に
作
る
。『
下
学
集
』
の
他
本
は
多
く
、『
広
本
節
用
集
』
と
同
注
。
た
だ
し

『
事
文
類
聚
』
を
『
事
文
類
集
』
に
作
る
の
は
『
広
本
節
用
集
』
の
み
。

之
部
9

４

白
幣

〔
亀
田
本
〕
20

４

白
幣

『
下
学
集
』
は
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
「
白
和
幣
」
以
外
は
諸
本
『
亀
田
本
』
と
同
じ
（
無
注
）。

之
部
9

４

社
稷

守
二

五
穀ヲ
一

神

〔
亀
田
本
〕
20

３

社
稷

守ル
二

五
穀ヲ
一

神
也

『
文
明
十
一
年
本
』
の
み
「
守
二

五
穀
一

神
」
と
し
て
『
広
本
節
用
集
』
と
一
致
す
る
。

他
の
伝
本『
丹
表
紙
七
行
本
』『
榊
原
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
村
口
本
』『
春
林
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』

『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』『
陽
明
文
庫
本
』『
前
田
本
』
等
は
『
亀
田
本
』
と
同
注
。

由
部
8

３

猶ユウ
子シ

養
子ノ
義
也

一
説

礼
記
曰

兄
弟ノ
子ハ
猶ナヲシレ

子ノ
云
此
時ノ
意
姪ノ
義
也

〔
亀
田
本
〕
23

３
（
人
倫
門
）
猶ユウ
子シ

養
子ノ
義
也

礼
記ニ
云

兄
弟ノ
之
子ハ
猶ナヲシレ

子ノ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
「
養
子
母

云
垂
義
也

礼
記ニ
云ク
兄
弟ノ
之
子

猶ト
レ

子ノ
云
意
也
」
と
あ
る
。『
陽
明
本
』
は
「
養
子
義
也

禮
記
云

兄
弟
之
子
｜
｜
」。
他
本
は
『
亀

田
本
』
に
略
同
。

之
部
9

５

社
）
｜
務

〔
亀
田
本
〕
20

３

社
務

『
下
学
集
』
の
諸
本
中
、『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
社
務
神
主
」
と
「
神
主
」
を
語
注
（
小
字
・
割
注
）
の

位
置
に
置
く
。
他
本
は
「
社
務

神
主
」
と
標
出
語
の
形
で
並
列
に
す
る
。
た
だ
し
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
社
務
」
の
後
に
「
神

主
」
が
存
し
な
い
。
ま
た
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
社
務
賀
茂
八
幡
寺
」
の
ご
と
く
注
文
が
存
す
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
社シヤ

務シヨク
」
と
施
訓
し
、「
社
稷
」
に
牽
引
せ
ら
れ
た
と
思
し
い
例
も
あ
る
。

一
〇
六

一
〇
五



一
〇
八

一
〇
七

四
、
人
倫
門

第
四

伊
部
７

１

醫
師

自
二

岐
伯
一

始
也

又
醫
者
同

〔
亀
田
本
〕
23

７

醫
師

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
、
標
出
語
「
醫イ
師シ
」（
無
注
）
が
存
す
る
。『
八
行
大
本
』
は

「
イ

師シ
」
に
作
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
傍
訓
「
ク
ス
シ
」。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
字
存
せ
ず
。

波
部
54

３

房
）
｜
官

門
跡ノ
奉
候
人

『
下
学
集
』
の
諸
本
、『
天
文
十
三
年
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
く
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
注
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
門
跡
司
候ノ
人
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
門
迹
伺
候
人
也
」
と
注
記
す
る
。

波
部
54

６

番
）
｜
匠

飛
驒ノ
流ノ
人

〔
亀
田
本
〕
24

２

。。

番
匠

飛
驒
人
之
流タクイ

『
下
学
集
』
は
『
前
田
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
八
行
大
本
』

に
「
飛
驒ノ
人
之
流
也
」
と
あ
り
、『
文
明
十
一
年
本
』『
榊
原
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
春
林
本
』『
筑
波
大
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵

二
冊
本
』
等
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
飛
驒
工ト
云
人
流
也
」
と
あ
る
。
た
だ
し
『
村
口
本
』
の
「
流
」
の
傍

訓
は
「
ナ
ガ
レ
」
で
あ
り
、「
タ
グ
イ
」
で
は
な
い
。

仁
部
86

６

女
御

皇
后

〔
亀
田
本
〕
22

４

女
御

皇
后

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
諸
本
『
亀
田
本
』
と
同
注
。
た
だ
し
『
毛
呂
氏
旧

蔵
九
行
本
』
の
み
標
出
語
の
傍
訓
を
「
ニ
ヤ
ウ
コ
」
と
開
音
の
表
記
に
す
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
存
せ
ず
。

辺
部
1

１

陛
下

指
二

天
子ヲ
一

陛ハ
階
也

〔
亀
田
本
〕
22

１

陛
下

指ス
二

天
子ヲ
一

｜ハ
階
也

『
下
学
集
』
の
諸
本
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
た
だ
し
『
前
田
本
』
と
『
毛
呂
氏
旧
蔵

九
行
本
』
は
標
出
語
「
陛
」
で
「
下
」
を
欠
如
す
る
。
ま
た
『
天
文
十
三
年
本
』
の
注
文
は
「
指
二

天
子ヲ
一

階
｜
揩
」
で
あ
る
。

土
部
1

６

遁
世
人

〔
亀
田
本
〕
25

１

遁
世
人

『
下
学
集
』
は
『
春
林
本
』
を
除
い
て
、
諸
本
は
全
て
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
標
出
語
（
無
注
）
の
み
。

『
春
林
本
』
に
は
「
遁
世
人

遁
与
遯
也
」
の
ご
と
き
注
記
を
有
す
る
。

知
部
1

５

聴

禪
律ノ
使
令

〔
亀
田
本
〕
25

３

喝
食

行
堂

行
者

聴

以
上
四ハ
禪
律ノ
使
令ナリ

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』『
前
田
本
』『
榊
原
本
』

『
陽
明
本
』
等
は
語
注
「
以
上
四ハ
禪
律
之
使
令
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
特
異
で
「
聴

仕
丁

使
令
之
夫
也
」

と
作
る
。
蓋
し
「
聴

」
は
無
注
で
あ
る
。『
八
行
大
本
』
の
注
文
は
「
以
上
四ハ
禪
律ノ
之
使
令
也
」
と
あ
る
。『
筑
波
大
本
』
は
「
已
上

四
禪
律
之
使
令
」
に
て
、『
村
口
本
』
は
「
以
上
三ハ
禪
律ノ
之
使
令
」
と
し
て
、
標
出
語
に
「
喝
食
」
が
存
せ
ず
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊

本
』
は
「
已
上
四ハ
者
禪
律
之
使
令
」。『
文
明
十
一
年
本
』
の
「
以
上
四ハ
禪
律
三
使
令
」
の
「
三
」
は
「
之
」
の
字
体
相
似
に
よ
る
誤
写

か
。『
亀
田
本
』
が
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
近
い
。

知
部
1

６

嫡
）
｜
女

嫡
）
｜
子

〔
亀
田
本
〕
22

６

嫡
子

嫡
女

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
榊
原
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
、
全
て
『
亀
田
本
』
と
同

じ
で
あ
る
。『
榊
原
本
』
は
「
嫡
女

嫡
子
」
の
順
で
『
広
本
節
用
集
』
に
同
じ
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
嫡
女子
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
結
局
『
亀
田
本
』
等
に
近
い
こ
と
と
な
る
。

利
部
1

７

柳
營

指
二

將
軍
家ヲ
一

也

起ル
二

於
漢ノ
周
亞
夫
之
故

一

〔
亀
田
本
〕
22

５

柳
營

指
二

將
軍ノ
家ヲ
一

也

起ル
二

於
漢ノ
周
亞
夫カ
之
故
事ヨリ一

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。
た
だ
し
『
丹

表
紙
七
行
本
』
は
「
指
二

將
軍
家ヲ
一

起ル
二

漢ノ
周
亞
夫カ
之
細
｜
｜ヨリ一

故
事
云
」
と
在
り
、『
榊
原
本
』
は
「
指
二

將
軍
家ヲ
一

也

起ル
二

於
漢ノ
周
亞

夫
之
故

ヨ
リ
也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。



一
〇
八

一
〇
七

四
、
人
倫
門

第
四

伊
部
７

１

醫
師

自
二

岐
伯
一

始
也

又
醫
者
同

〔
亀
田
本
〕
23

７

醫
師

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
、
標
出
語
「
醫イ
師シ
」（
無
注
）
が
存
す
る
。『
八
行
大
本
』
は

「
イ

師シ
」
に
作
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
傍
訓
「
ク
ス
シ
」。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
字
存
せ
ず
。

波
部
54

３

房
）
｜
官

門
跡ノ
奉
候
人

『
下
学
集
』
の
諸
本
、『
天
文
十
三
年
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
く
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
注
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
門
跡
司
候ノ
人
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
門
迹
伺
候
人
也
」
と
注
記
す
る
。

波
部
54

６

番
）
｜
匠

飛
驒ノ
流ノ
人

〔
亀
田
本
〕
24

２

。。

番
匠

飛
驒
人
之
流タクイ

『
下
学
集
』
は
『
前
田
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
八
行
大
本
』

に
「
飛
驒ノ
人
之
流
也
」
と
あ
り
、『
文
明
十
一
年
本
』『
榊
原
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
春
林
本
』『
筑
波
大
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵

二
冊
本
』
等
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
飛
驒
工ト
云
人
流
也
」
と
あ
る
。
た
だ
し
『
村
口
本
』
の
「
流
」
の
傍

訓
は
「
ナ
ガ
レ
」
で
あ
り
、「
タ
グ
イ
」
で
は
な
い
。

仁
部
86

６

女
御

皇
后

〔
亀
田
本
〕
22

４

女
御

皇
后

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
諸
本
『
亀
田
本
』
と
同
注
。
た
だ
し
『
毛
呂
氏
旧

蔵
九
行
本
』
の
み
標
出
語
の
傍
訓
を
「
ニ
ヤ
ウ
コ
」
と
開
音
の
表
記
に
す
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
存
せ
ず
。

辺
部
1

１

陛
下

指
二

天
子ヲ
一

陛ハ
階
也

〔
亀
田
本
〕
22

１

陛
下

指ス
二

天
子ヲ
一

｜ハ
階
也

『
下
学
集
』
の
諸
本
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
た
だ
し
『
前
田
本
』
と
『
毛
呂
氏
旧
蔵

九
行
本
』
は
標
出
語
「
陛
」
で
「
下
」
を
欠
如
す
る
。
ま
た
『
天
文
十
三
年
本
』
の
注
文
は
「
指
二

天
子ヲ
一

階
｜
揩
」
で
あ
る
。

土
部
1

６

遁
世
人

〔
亀
田
本
〕
25

１

遁
世
人

『
下
学
集
』
は
『
春
林
本
』
を
除
い
て
、
諸
本
は
全
て
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
標
出
語
（
無
注
）
の
み
。

『
春
林
本
』
に
は
「
遁
世
人

遁
与
遯
也
」
の
ご
と
き
注
記
を
有
す
る
。

知
部
1

５

聴

禪
律ノ
使
令

〔
亀
田
本
〕
25

３

喝
食

行
堂

行
者

聴

以
上
四ハ
禪
律ノ
使
令ナリ

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』『
前
田
本
』『
榊
原
本
』

『
陽
明
本
』
等
は
語
注
「
以
上
四ハ
禪
律
之
使
令
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
特
異
で
「
聴

仕
丁

使
令
之
夫
也
」

と
作
る
。
蓋
し
「
聴

」
は
無
注
で
あ
る
。『
八
行
大
本
』
の
注
文
は
「
以
上
四ハ
禪
律ノ
之
使
令
也
」
と
あ
る
。『
筑
波
大
本
』
は
「
已
上

四
禪
律
之
使
令
」
に
て
、『
村
口
本
』
は
「
以
上
三ハ
禪
律ノ
之
使
令
」
と
し
て
、
標
出
語
に
「
喝
食
」
が
存
せ
ず
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊

本
』
は
「
已
上
四ハ
者
禪
律
之
使
令
」。『
文
明
十
一
年
本
』
の
「
以
上
四ハ
禪
律
三
使
令
」
の
「
三
」
は
「
之
」
の
字
体
相
似
に
よ
る
誤
写

か
。『
亀
田
本
』
が
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
近
い
。

知
部
1

６

嫡
）
｜
女

嫡
）
｜
子

〔
亀
田
本
〕
22

６

嫡
子

嫡
女

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
榊
原
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
、
全
て
『
亀
田
本
』
と
同

じ
で
あ
る
。『
榊
原
本
』
は
「
嫡
女

嫡
子
」
の
順
で
『
広
本
節
用
集
』
に
同
じ
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
嫡
女子
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
結
局
『
亀
田
本
』
等
に
近
い
こ
と
と
な
る
。

利
部
1

７

柳
營

指
二

將
軍
家ヲ
一

也

起ル
二

於
漢ノ
周
亞
夫
之
故

一

〔
亀
田
本
〕
22

５

柳
營

指
二

將
軍ノ
家ヲ
一

也

起ル
二

於
漢ノ
周
亞
夫カ
之
故
事ヨリ一

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。
た
だ
し
『
丹

表
紙
七
行
本
』
は
「
指
二

將
軍
家ヲ
一

起ル
二

漢ノ
周
亞
夫カ
之
細
｜
｜ヨリ一

故
事
云
」
と
在
り
、『
榊
原
本
』
は
「
指
二

將
軍
家ヲ
一

也

起ル
二

於
漢ノ
周
亞

夫
之
故

ヨ
リ
也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。



〔
亀
田
本
〕
22

７

考
妣

生
曰
二

父
母ト
一

死スルヲ
曰
二

老
妣ト
一

『
下
学
集
』
の
『
村
口
本
』
の
み
「
考
妣
」（
無
注
）
と
な
つ
て
ゐ
る
。

『
八
行
大
本
』
の
語
注
は
「
生ルヲ
曰
父
母

死ルヲ
々
ト々

云
」、『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
生ルヲ
曰イ
二

父
母ト
一

曰
二

孝
妣ト
一

也
」
と
す
る
。
他
本
は

『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

２

喝
食

毛
頭

又
云
二

尊
丈
一

〔
亀
田
本
〕
25

２

喝
食

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
と
『
村
口
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
。
他
本
は
「
喝
食
」（
無
注
）
で
『
亀

田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

４

鍛
冶

打
レ

鐡
造
レ

器
者
也

日
本
俗
以
二

此
二
字ヲ
一

作
二

假
治ノ
音
一

大
誤
也

盖
以
二

字
形ノ
相
似
一

欤

字
已
別ニシテ
而

音モ
亦
別

也

可
レ

辨
也

雖
レ

然
就
レ

錯

今
不
レ

可
レ

改
者
也

〔
亀
田
本
〕
24

１

鍛
冶

打テ
レ

鐡ヲ
造ル
レ

器
者ノ
一

也

日
本ノ
俗
以
二

此ノ
二
字ヲ
一

呼テ
作ス
二

假
治ノ
音ニ
一

大ニ
誤
也

盖
以
二

字
形ノ
相
似タルヲ
一

欤

字
已ニ
別テ
音

亦
別
也

可
レ

辨
レ

之

『
下
学
集
』
諸
本
の
語
注
の
後
半
部
（
特
に
末
尾
）
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。『
前
田
本
』
は
「
可
レ

弁マウレ

之
也
」

と
最
末
尾
に
「
也
」
を
付
す
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
盖シ
以
二

字ノ
形ノ
相
似ヲ
一

也

大
誤
也

二
字
共ニ
音
各
別
也
」
と
な
つ
て
ゐ
て
「
可
レ

辨
レ

之
」
が
存
し
な
い
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。『
広
本
節
用
集
』
の
「
雖
レ

然
就
レ

錯

今
不
レ

可
レ

改
者
也
」
は
『
下
学
集
』
に

存
せ
ず
、
独
自
の
補
入
に
よ
る
も
の
。

加
部
2

５

檝

取

檝
或
作
レ

梶

日
本ノ
俗
説

〔
亀
田
本
〕
24

５

檝
取

｜
或
作
レ

梶ト

日
本ノ
俗ノ
説
也

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
語
注
後
半
部
が
「
日
本ノ
俗
説ナリ
」
と

な
つ
て
ゐ
て
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
檝ヲ
俗
作
レ

梶
」
と
あ
つ
て
、
後
半
部
に
「
日
本
」
が
含
ま

れ
て
ゐ
な
い
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
楫
取
」（
無
注
）
で
あ
り
、
特
異
で
あ
る
。

加
部
2

５

海
賊

舟
人
自
レ

梶
原
一

始

強
盗

或
作
二

強
黨
一

奴
部
2

８

塗
士

又
作
二

塗
師
一

職
人

〔
亀
田
本
〕
24

２

塗
師

漆
人

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
塗
師
」（
無
注
）
で
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出

語
自
体
も
存
せ
ず
。
他
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

遠
部
2

７

御
曹
子

或
子
作
レ

同

『
亀
田
本
』
22

６

御
曹
司

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
と
『
村
口
本
』
と
は
「
御
曹
子
」
に
作
る
。
他
本
は
「
御
曹
司
」。

遠
部
2

８

祖
父

〔
亀
田
本
〕
22

７

祖
父

『
下
学
集
』
の
諸
本
「
祖
父
」（
無
注
）
で
あ
る
。

遠
部
2

８

叔
父

父ノ
弟

〔
亀
田
本
〕
23

３

叔
父

『
下
学
集
』
は
こ
れ
も
諸
本
「
叔
父
」（
無
注
）
で
あ
る
。

遠
部
2

１

姨
母

姪
娚

〔
亀
田
本
〕
23

３

姨
母

姪
甥

二
字
義
同

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
が
「
姨
母

徒

姪

甥
」（
無
注
）
と
す
る
。

『
榊
原
本
』
は
「
姨
母

姪

甥
」（
無
注
）
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

遠
部
2

１

翁
叟

斈
与
叟
同

〔
亀
田
本
〕
24

７

翁
叟

二
字
義
同

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
叟
翁
」（
無
注
）
で
あ
る
。『
榊
原
本
』
は
「
翁
人

二

字
義
同
」、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

和
部
2

６

若
）
｜
黨

〔
亀
田
本
〕
23

６

若
黨

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

２

考
妣

生ルヲ
曰
二

父
母ト
一

死
曰
二

考
妣ト
一

一
一
〇

一
〇
九



〔
亀
田
本
〕
22

７

考
妣

生
曰
二

父
母ト
一

死スルヲ
曰
二

老
妣ト
一

『
下
学
集
』
の
『
村
口
本
』
の
み
「
考
妣
」（
無
注
）
と
な
つ
て
ゐ
る
。

『
八
行
大
本
』
の
語
注
は
「
生ルヲ
曰
父
母

死ルヲ
々
ト々

云
」、『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
生ルヲ
曰イ
二

父
母ト
一

曰
二

孝
妣ト
一

也
」
と
す
る
。
他
本
は

『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

２

喝
食

毛
頭

又
云
二

尊
丈
一

〔
亀
田
本
〕
25

２

喝
食

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
と
『
村
口
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
。
他
本
は
「
喝
食
」（
無
注
）
で
『
亀

田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

４

鍛
冶

打
レ

鐡
造
レ

器
者
也

日
本
俗
以
二

此
二
字ヲ
一

作
二

假
治ノ
音
一

大
誤
也

盖
以
二

字
形ノ
相
似
一

欤

字
已
別ニシテ
而

音モ
亦
別

也

可
レ

辨
也

雖
レ

然
就
レ

錯

今
不
レ

可
レ

改
者
也

〔
亀
田
本
〕
24

１

鍛
冶

打テ
レ

鐡ヲ
造ル
レ

器
者ノ
一

也

日
本ノ
俗
以
二

此ノ
二
字ヲ
一

呼テ
作ス
二

假
治ノ
音ニ
一

大ニ
誤
也

盖
以
二

字
形ノ
相
似タルヲ
一

欤

字
已ニ
別テ
音

亦
別
也

可
レ

辨
レ

之

『
下
学
集
』
諸
本
の
語
注
の
後
半
部
（
特
に
末
尾
）
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。『
前
田
本
』
は
「
可
レ

弁マウレ

之
也
」

と
最
末
尾
に
「
也
」
を
付
す
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
盖シ
以
二

字ノ
形ノ
相
似ヲ
一

也

大
誤
也

二
字
共ニ
音
各
別
也
」
と
な
つ
て
ゐ
て
「
可
レ

辨
レ

之
」
が
存
し
な
い
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。『
広
本
節
用
集
』
の
「
雖
レ

然
就
レ

錯

今
不
レ

可
レ

改
者
也
」
は
『
下
学
集
』
に

存
せ
ず
、
独
自
の
補
入
に
よ
る
も
の
。

加
部
2

５

檝

取

檝
或
作
レ

梶

日
本ノ
俗
説

〔
亀
田
本
〕
24

５

檝
取

｜
或
作
レ

梶ト

日
本ノ
俗ノ
説
也

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
語
注
後
半
部
が
「
日
本ノ
俗
説ナリ
」
と

な
つ
て
ゐ
て
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
檝ヲ
俗
作
レ

梶
」
と
あ
つ
て
、
後
半
部
に
「
日
本
」
が
含
ま

れ
て
ゐ
な
い
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
楫
取
」（
無
注
）
で
あ
り
、
特
異
で
あ
る
。

加
部
2

５

海
賊

舟
人
自
レ

梶
原
一

始

強
盗

或
作
二

強
黨
一

奴
部
2

８

塗
士

又
作
二

塗
師
一

職
人

〔
亀
田
本
〕
24

２

塗
師

漆
人

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
塗
師
」（
無
注
）
で
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出

語
自
体
も
存
せ
ず
。
他
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

遠
部
2

７

御
曹
子

或
子
作
レ

同

『
亀
田
本
』
22

６

御
曹
司

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
と
『
村
口
本
』
と
は
「
御
曹
子
」
に
作
る
。
他
本
は
「
御
曹
司
」。

遠
部
2

８

祖
父

〔
亀
田
本
〕
22

７

祖
父

『
下
学
集
』
の
諸
本
「
祖
父
」（
無
注
）
で
あ
る
。

遠
部
2

８

叔
父

父ノ
弟

〔
亀
田
本
〕
23

３

叔
父

『
下
学
集
』
は
こ
れ
も
諸
本
「
叔
父
」（
無
注
）
で
あ
る
。

遠
部
2

１

姨
母

姪
娚

〔
亀
田
本
〕
23

３

姨
母

姪
甥

二
字
義
同

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
が
「
姨
母

徒

姪

甥
」（
無
注
）
と
す
る
。

『
榊
原
本
』
は
「
姨
母

姪

甥
」（
無
注
）
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

遠
部
2

１

翁
叟

斈
与
叟
同

〔
亀
田
本
〕
24

７

翁
叟

二
字
義
同

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
叟
翁
」（
無
注
）
で
あ
る
。『
榊
原
本
』
は
「
翁
人

二

字
義
同
」、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

和
部
2

６

若
）
｜
黨

〔
亀
田
本
〕
23

６

若
黨

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

２

考
妣

生ルヲ
曰
二

父
母ト
一

死
曰
二

考
妣ト
一

一
一
〇

一
〇
九



〔
亀
田
本
〕
24

５

海
賊

強
盗

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』
に
は
標
出
語
「
海
賊
」（
無
注
）
の
み
あ
り
て
「
強
盗
」
は
存
せ
ず
。

『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
逆
に
標
出
語
「
強
盗
」（
無
注
）
の
み
あ
り
て
「
海
賊
」
が
存
し
な
い
。
そ
の
他
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

６

壁
塗

〔
亀
田
本
〕
24

２

壁
塗

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
。
他
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

太
部
3

５

垂
乳
根

或
云
胎
羅
血
根

倭
語
父ヲ
云
二

垂
乳
父ト
一

母ヲ
云
二

垂
乳
妻ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
23

１

垂
乳
根

父
母ノ
聡
名
也

或ハ
父ヲ
云
二

垂
乳
夫ト
一

母ヲ
云
二

垂
乳
妻ト
一

也

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
略
同
で
、『
八
行
大
本
』

の
後
半
部
が
「
母ヲ
垂
乳
妻
曰
也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
父
母ノ
聡
名

父ヲ
曰
二

垂
乳
夫ト
母
曰
二

垂
乳
妻ト
一

也
」
と
あ

る
。『
村
口
本
』
は
後
半
部
「
母ヲ
云
二

垂
乳
妻ト
一

」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

礼
部
3

８

伶
人

樂
人

千
字
文
注
曰

伶
倫
伐ツテレ

竹ヲ
造
レ

管
吹
レ

之

因テ
号シテ二

樂
人ヲ
一

曰
二

伶
人ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
24

７

伶
人

樂
者

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
伶
人
」（
無
注
）。
他
本
は
「
伶
人

樂
人
」
に
て
、「
千

字
文
注
曰
」
以
降
は
『
広
本
節
用
集
』
独
自
の
補
入
。

礼
部
3

８

獵
師

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
全
て
「
獵
師
」（
無
注
）
で
あ
る
。

曽
部
3

１

息
女

〔
亀
田
本
〕
22

７

息
女

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
や
は
り
「
息
女
」（
無
注
）
で
あ
る
。

奈
部
4

４

内
親
王

指
二

皇
女

或
帝
之
姉
妹

伯
母
等ヲ
一

也

〔
亀
田
本
〕
22

３

内
親
王

指ス
二

皇
女

或ハ
帝
之
姉
妹

伯
母
等ヲ
一

『
下
学
集
』
は
『
文
明
十
一
年
本
』
と
『
天
文
十
三
年
本
』
と
が

「
指
二

皇
女

或
帝
之
姉
妹

伯
母
等
也
」
に
て
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
皇
女

或
曰
二

帝ノ
姉
妹
等ヲ
一

也
」

と
あ
る
。

良
部
4

４

郎
）
｜
僮

或
作
二

郎
徒
一

又
作
二

郎
等
一

〔
亀
田
本
〕
23

６

郎
等

等
或
作
徒

『
下
学
集
』
の
『
陽
明
本
』
は
注
文
「
等
或
作
從
」
と
作
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹

表
紙
七
行
本
』
は
「
郎
等
」（
無
注
）
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
こ
こ
は
『
広
本
節
用
集
』
と
用
字
が
異
な
る
。

牟
部
4

２

壻

聟

世
俗
常
用
二

此
字ヲ
一

〔
亀
田
本
〕
23

４

婿

俗
間ニ
作ス
二
レ

聟ニ
一

欤

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
婿

俗
間
作
レ

聟ト
也
」
と
し
、『
村
口
本
』
は
注

文
「
俗
作
レ

聟ヲ
欤
」。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
俗
間ニ
作
レ

聟
誤
欤
」
と
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

宇
部
4

３

祖ウ
母バ

父
母ノ
母
也

〔
亀
田
本
〕
22

７

祖ソ
母

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
始
め
、
殆
ん
ど
の
伝
本
が
「
祖ウ
母ハ
」（
無
注
）
で

『
広
本
節
用
集
』
の
傍
訓
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
八
行
大
本
』
等
は
無
訓
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
祖ソ
父ホ

祖ソ
母フ
」
な
ど
傍
訓
が
倒
錯
し
て
ゐ
る
。

久
部
5

８

呉
綾

又
呉
服

綾
服

織
レ

綾ヲ
者
也

自
二

呉
國
一

至
二

日
本ニ
一

故
云
二

｜

ト｜
一

也

〔
亀
田
本
〕
25

３

呉
綾

織
レ

綾ヲ
者
也

自リ
二

呉
国
一

至
二

日
本ニ
一

故
云
｜
｜

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
織ル
レ

綾ヲ
者ノ
也

自
二

呉
國
一

至ル
二

日
本
國ニ
一

故
云フ
二

｜
｜ト
一

也
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
後
半
部
が
「
自リ
二

呉
国
一

来ル
二

日
本ニ
一

故ニ
云
レ

尓
也
」
と
あ
り
、

独
自
の
注
文
に
な
つ
て
ゐ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
後
半
部
が
「
自
二

呉
國
一

至
二

日
本ニ
一

故
云
尓
」
と
な
つ
て
ゐ
て
、『
丹
表
紙
七

行
本
』
に
通
じ
る
語
注
で
あ
る
。
多
く
の
伝
本
は
『
春
林
本
』『
八
行
大
本
』『
前
田
本
』
等
の
ご
と
く
注
記
後
半
部
が
「
自リ
二

呉
国
一

至ル
二

日
本ニ
一

故
云
二

｜
｜
一

也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
広
本
節
用
集
』
の
後
半
部
も
こ
れ
を
承
け
て
同
注
と
な
つ
て
ゐ
る
。

久
部
5

１

鰥
寡
孤
獨

孟
子
曰

老
而
无
レ

妻
曰
レ

鰥

老
而
无
レ

夫
曰
レ

寡

幼
而
无
レ

父
曰
レ

孤

老
而
无
レ

子
曰
獨
也

〔
亀
田
本
〕
23

４

鰥
寡
孤
獨

孟
子
云

老テ
而
無キヲレ

妻
曰ヒ
レ

鰥ト
老テ
而
無ヲ
レ

夫
曰ヒ
レ

寡ト
幼クシテ
而
無ヲ
レ

父
曰ヒ
レ

孤ト
老テ
而
无ヲ
レ

子
曰フ
レ

独ト
也
矣

一
一
二

一
一
一



〔
亀
田
本
〕
24

５

海
賊

強
盗

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』
に
は
標
出
語
「
海
賊
」（
無
注
）
の
み
あ
り
て
「
強
盗
」
は
存
せ
ず
。

『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
逆
に
標
出
語
「
強
盗
」（
無
注
）
の
み
あ
り
て
「
海
賊
」
が
存
し
な
い
。
そ
の
他
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

６

壁
塗

〔
亀
田
本
〕
24

２

壁
塗

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
。
他
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

太
部
3

５

垂
乳
根

或
云
胎
羅
血
根

倭
語
父ヲ
云
二

垂
乳
父ト
一

母ヲ
云
二

垂
乳
妻ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
23

１

垂
乳
根

父
母ノ
聡
名
也

或ハ
父ヲ
云
二

垂
乳
夫ト
一

母ヲ
云
二

垂
乳
妻ト
一

也

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
略
同
で
、『
八
行
大
本
』

の
後
半
部
が
「
母ヲ
垂
乳
妻
曰
也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
父
母ノ
聡
名

父ヲ
曰
二

垂
乳
夫ト
母
曰
二

垂
乳
妻ト
一

也
」
と
あ

る
。『
村
口
本
』
は
後
半
部
「
母ヲ
云
二

垂
乳
妻ト
一

」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

礼
部
3

８

伶
人

樂
人

千
字
文
注
曰

伶
倫
伐ツテレ

竹ヲ
造
レ

管
吹
レ

之

因テ
号シテ二

樂
人ヲ
一

曰
二

伶
人ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
24

７

伶
人

樂
者

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
伶
人
」（
無
注
）。
他
本
は
「
伶
人

樂
人
」
に
て
、「
千

字
文
注
曰
」
以
降
は
『
広
本
節
用
集
』
独
自
の
補
入
。

礼
部
3

８

獵
師

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
全
て
「
獵
師
」（
無
注
）
で
あ
る
。

曽
部
3

１

息
女

〔
亀
田
本
〕
22

７

息
女

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
や
は
り
「
息
女
」（
無
注
）
で
あ
る
。

奈
部
4

４

内
親
王

指
二

皇
女

或
帝
之
姉
妹

伯
母
等ヲ
一

也

〔
亀
田
本
〕
22

３

内
親
王

指ス
二

皇
女

或ハ
帝
之
姉
妹

伯
母
等ヲ
一

『
下
学
集
』
は
『
文
明
十
一
年
本
』
と
『
天
文
十
三
年
本
』
と
が

「
指
二

皇
女

或
帝
之
姉
妹

伯
母
等
也
」
に
て
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
皇
女

或
曰
二

帝ノ
姉
妹
等ヲ
一

也
」

と
あ
る
。

良
部
4

４

郎
）
｜
僮

或
作
二

郎
徒
一

又
作
二

郎
等
一

〔
亀
田
本
〕
23

６

郎
等

等
或
作
徒

『
下
学
集
』
の
『
陽
明
本
』
は
注
文
「
等
或
作
從
」
と
作
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹

表
紙
七
行
本
』
は
「
郎
等
」（
無
注
）
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
こ
こ
は
『
広
本
節
用
集
』
と
用
字
が
異
な
る
。

牟
部
4

２

壻

聟

世
俗
常
用
二

此
字ヲ
一

〔
亀
田
本
〕
23

４

婿

俗
間ニ
作ス
二
レ

聟ニ
一

欤

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
婿

俗
間
作
レ

聟ト
也
」
と
し
、『
村
口
本
』
は
注

文
「
俗
作
レ

聟ヲ
欤
」。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
俗
間ニ
作
レ

聟
誤
欤
」
と
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

宇
部
4

３

祖ウ
母バ

父
母ノ
母
也

〔
亀
田
本
〕
22

７

祖ソ
母

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
始
め
、
殆
ん
ど
の
伝
本
が
「
祖ウ
母ハ
」（
無
注
）
で

『
広
本
節
用
集
』
の
傍
訓
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
八
行
大
本
』
等
は
無
訓
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
祖ソ
父ホ

祖ソ
母フ
」
な
ど
傍
訓
が
倒
錯
し
て
ゐ
る
。

久
部
5

８

呉
綾

又
呉
服

綾
服

織
レ

綾ヲ
者
也

自
二

呉
國
一

至
二

日
本ニ
一

故
云
二

｜

ト｜
一

也

〔
亀
田
本
〕
25

３

呉
綾

織
レ

綾ヲ
者
也

自リ
二

呉
国
一

至
二

日
本ニ
一

故
云
｜
｜

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
織ル
レ

綾ヲ
者ノ
也

自
二

呉
國
一

至ル
二

日
本
國ニ
一

故
云フ
二

｜
｜ト
一

也
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
後
半
部
が
「
自リ
二

呉
国
一

来ル
二

日
本ニ
一

故ニ
云
レ

尓
也
」
と
あ
り
、

独
自
の
注
文
に
な
つ
て
ゐ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
後
半
部
が
「
自
二

呉
國
一

至
二

日
本ニ
一

故
云
尓
」
と
な
つ
て
ゐ
て
、『
丹
表
紙
七

行
本
』
に
通
じ
る
語
注
で
あ
る
。
多
く
の
伝
本
は
『
春
林
本
』『
八
行
大
本
』『
前
田
本
』
等
の
ご
と
く
注
記
後
半
部
が
「
自リ
二

呉
国
一

至ル
二

日
本ニ
一

故
云
二

｜
｜
一

也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
広
本
節
用
集
』
の
後
半
部
も
こ
れ
を
承
け
て
同
注
と
な
つ
て
ゐ
る
。

久
部
5

１

鰥
寡
孤
獨

孟
子
曰

老
而
无
レ

妻
曰
レ

鰥

老
而
无
レ

夫
曰
レ

寡

幼
而
无
レ

父
曰
レ

孤

老
而
无
レ

子
曰
獨
也

〔
亀
田
本
〕
23

４

鰥
寡
孤
獨

孟
子
云

老テ
而
無キヲレ

妻
曰ヒ
レ

鰥ト
老テ
而
無ヲ
レ

夫
曰ヒ
レ

寡ト
幼クシテ
而
無ヲ
レ

父
曰ヒ
レ

孤ト
老テ
而
无ヲ
レ

子
曰フ
レ

独ト
也
矣

一
一
二

一
一
一



『
下
学
集
』
は
『
榊
原
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
春
林
本
』『
陽
明
本
』『
文
明
十
一
年
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』
も

『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
語
注
末
尾
が
「
曰
獨
也
矣
」
と
「
矣
」
を
付
す
。
た
だ
し
『
前
田
本
』『
筑
波
大
本
』『
村
口
本
』『
丹
表
紙
七
行

本
』
等
に
は
「
矣
」
字
を
有
せ
ず
。

久
部
5

２

醫
師

〔
亀
田
本
〕
23

７

醫ヰ
師シ

『
下
学
集
』
諸
本
中
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
存
せ
ず
。『
文
明
十
一
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊

本
』『
村
口
本
』『
筑
波
大
本
』『
春
林
本
』『
榊
原
本
』
等
は
「
醫イ
師シ
」、『
八
行
大
本
』
は
「
イ

師シ
」。『
前
田
本
』『
陽
明
本
』
は
「
醫

師
」（
無
訓
）
で
あ
る
。『
広
本
節
用
集
』
と
同
じ
傍
訓
の
伝
本
は
『
天
文
十
三
年
本
』
の
「
醫クス
師シ
」
で
あ
る
。

也
部
5

１

養ヤウ
父フ

｜
母ホ

〔
亀
田
本
〕
23

１

養ヤウ
父フ

養ヤウ
母ホ

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』『
筑
波
大
本
』
は
語
順
が
「
養
母

養
父
」。『
榊
原
本
』
に
は
「
養
母
」

は
存
す
る
が
、「
養
父
」
は
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
養
父
」「
養
母
」
共
に
存
せ
ず
。『
八
行
大
本
』
は
「
養
母
」
は
「
垂
乳

根
」
の
直
後
に
、「
養
父
」
は
そ
れ
よ
り
三
語
後
に
置
き
位
置
が
離
れ
て
ゐ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

也
部
5

２

奴ヤツ
原ハラ

〔
亀
田
本
〕
23

６

奴ヤツ
原ハラ

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
存
す
る
。
た
だ
し
『
陽
明
本
』
は
「
奴
原
」（
無
訓
）、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
傍
訓

が
「
ア
ツ
ハ
ラ
」
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

也
部
5

２

鰥ヤマメ
男
｜

同寡
女
｜

〔
亀
田
本
〕
23

４

ク
ワ
ン

鰥ヲト
コ
ヤ
モ
メ

ク
ウ寡ヲン

ナ
ヤ
モ
メ

コ孤ミナ
シ
コ

ト
ク獨ヒト

リ
ウ
ド

『
下
学
集
』
の
標
出
語
は
諸
本
略
同
で
あ
る
。

也
部
5

１

山ヤマ
伏ブシ

或
作
二

山
臥
一

是
即
役
行
者
末
流
也

〔
亀
田
本
〕
25

２

山
臥ブシ

臥ハ
或ハ
作
伏
也

役ノ
行
者
流

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
或

臥ヲ
伏ト
作ス
役ノ
行
者ノ
末
流
也
」
と
あ

り
、『
広
本
節
用
集
』
に
近
似
す
る
。『
村
口
本
』
は
「
臥

或
作
レ

伏

役ノ
行
者ノ
流
也
」
と
「
也
」
を
付
す
る
。『
前
田
本
』
は
「
臥

或

作
レ

伏
也

役
行
者
之
流
」
と
あ
り
、『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
榊
原
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
陽
明
本
』
等
も
略
同
。『
文
明

十
一
年
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』
は
「
臥

或
作
レ

伏ニ
也

役ノ
行
者ノ
之
流
也
」
に
て
、『
村
口
本
』
に
近
い
。『
筑
波
大
学
本
』

は
「
臥

或
作
伏

役
行
者
流
」
で
あ
る
。

末
部
5

２

マ
ウ
ケ
ノ
キ
ミ

儲
君

タ
ク
ワ
ウ

〔
亀
田
本
〕
22

２

マ
ウ
ケ
ノ
キ
ミ

儲
君

タ
ク
ワ
ウ

『
下
学
集
』
の
諸
本
も
傍
訓
の
差
異
を
別
に
す
れ
ば
、
同
じ
標
出
語
（
無
注
）
に
な
つ
て
ゐ
る
。

末
部
5

２

継マヽ
父チヽ

｜
母ハヽ

〔
亀
田
本
〕
23

２

継ケイ
母

『
下
学
集
』
の
『
榊
原
本
』
は
「
継マヽ
母ハヽ
」（
無
注
）、
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
の
「
継ケイ
母ホ
」
で
あ
る
。「
継

父
」
は
『
下
学
集
』
の
諸
本
に
存
せ
ず
。

末
部
5

３

蒔マキ
繪ヱ
師

職
人

〔
亀
田
本
〕
24

３

蒔マキ
畫ヱ
師シ

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
標
出
語
存
せ
ず
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
広
本
節
用

集
』
は
「
繪
」
で
あ
る
が
、『
下
学
集
』
は
「
畫
」
に
作
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
蒔
匚田
師
」
に
て
、
略
体
字
「
画
」
に
字

体
が
近
い
。

計
部
5

５

月
卿

公
卿
也

君ヲハ
喩
レ

日

臣ヲハ
喩
レ

月ニ
故
云
レ

尓

三
位
已
上ヲ
云
二

｜
｜ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
22

６

月
卿

公
卿
也

君ヲハ
喩ヘ
レ

日ニ
臣ヲハ
喩フ
レ

月ニ
故
尓カ
云

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
が
「
公
卿
之
君ヲ
喩ヘ
日ニ
臣ヲ

喩
レ

月ニ
故ニ
云
レ

尓
」
と
語
注
の
冒
頭
部
分
を
「
公
卿
之
君ヲ
」
に
作
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
。

計
部
5

５

継
父

｜
母

｜
子

〔
亀
田
本
〕
23

２

継
母

『
下
学
集
』
は
「
末
部
5

２

継
父

｜
母
」
の
項
に
示
し
た
ご
と
く
、
多
く
の
伝
本
に
「
継
母
」
の
み
存

一
一
四

一
一
三



『
下
学
集
』
は
『
榊
原
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
春
林
本
』『
陽
明
本
』『
文
明
十
一
年
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』
も

『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
語
注
末
尾
が
「
曰
獨
也
矣
」
と
「
矣
」
を
付
す
。
た
だ
し
『
前
田
本
』『
筑
波
大
本
』『
村
口
本
』『
丹
表
紙
七
行

本
』
等
に
は
「
矣
」
字
を
有
せ
ず
。

久
部
5

２

醫
師

〔
亀
田
本
〕
23

７

醫ヰ
師シ

『
下
学
集
』
諸
本
中
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
存
せ
ず
。『
文
明
十
一
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊

本
』『
村
口
本
』『
筑
波
大
本
』『
春
林
本
』『
榊
原
本
』
等
は
「
醫イ
師シ
」、『
八
行
大
本
』
は
「
イ

師シ
」。『
前
田
本
』『
陽
明
本
』
は
「
醫

師
」（
無
訓
）
で
あ
る
。『
広
本
節
用
集
』
と
同
じ
傍
訓
の
伝
本
は
『
天
文
十
三
年
本
』
の
「
醫クス
師シ
」
で
あ
る
。

也
部
5

１

養ヤウ
父フ

｜
母ホ

〔
亀
田
本
〕
23

１

養ヤウ
父フ

養ヤウ
母ホ

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』『
筑
波
大
本
』
は
語
順
が
「
養
母

養
父
」。『
榊
原
本
』
に
は
「
養
母
」

は
存
す
る
が
、「
養
父
」
は
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
養
父
」「
養
母
」
共
に
存
せ
ず
。『
八
行
大
本
』
は
「
養
母
」
は
「
垂
乳

根
」
の
直
後
に
、「
養
父
」
は
そ
れ
よ
り
三
語
後
に
置
き
位
置
が
離
れ
て
ゐ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

也
部
5

２

奴ヤツ
原ハラ

〔
亀
田
本
〕
23

６

奴ヤツ
原ハラ

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
存
す
る
。
た
だ
し
『
陽
明
本
』
は
「
奴
原
」（
無
訓
）、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
傍
訓

が
「
ア
ツ
ハ
ラ
」
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

也
部
5

２

鰥ヤマメ
男
｜

同寡
女
｜

〔
亀
田
本
〕
23

４

ク
ワ
ン

鰥ヲト
コ
ヤ
モ
メ

ク
ウ寡ヲン

ナ
ヤ
モ
メ

コ孤ミナ
シ
コ

ト
ク獨ヒト

リ
ウ
ド

『
下
学
集
』
の
標
出
語
は
諸
本
略
同
で
あ
る
。

也
部
5

１

山ヤマ
伏ブシ

或
作
二

山
臥
一

是
即
役
行
者
末
流
也

〔
亀
田
本
〕
25

２

山
臥ブシ

臥ハ
或ハ
作
伏
也

役ノ
行
者
流

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
或

臥ヲ
伏ト
作ス
役ノ
行
者ノ
末
流
也
」
と
あ

り
、『
広
本
節
用
集
』
に
近
似
す
る
。『
村
口
本
』
は
「
臥

或
作
レ

伏

役ノ
行
者ノ
流
也
」
と
「
也
」
を
付
す
る
。『
前
田
本
』
は
「
臥

或

作
レ

伏
也

役
行
者
之
流
」
と
あ
り
、『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
榊
原
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
陽
明
本
』
等
も
略
同
。『
文
明

十
一
年
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』
は
「
臥

或
作
レ

伏ニ
也

役ノ
行
者ノ
之
流
也
」
に
て
、『
村
口
本
』
に
近
い
。『
筑
波
大
学
本
』

は
「
臥

或
作
伏

役
行
者
流
」
で
あ
る
。

末
部
5

２

マ
ウ
ケ
ノ
キ
ミ

儲
君

タ
ク
ワ
ウ

〔
亀
田
本
〕
22

２

マ
ウ
ケ
ノ
キ
ミ

儲
君

タ
ク
ワ
ウ

『
下
学
集
』
の
諸
本
も
傍
訓
の
差
異
を
別
に
す
れ
ば
、
同
じ
標
出
語
（
無
注
）
に
な
つ
て
ゐ
る
。

末
部
5

２

継マヽ
父チヽ

｜
母ハヽ

〔
亀
田
本
〕
23

２

継ケイ
母

『
下
学
集
』
の
『
榊
原
本
』
は
「
継マヽ
母ハヽ
」（
無
注
）、
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
の
「
継ケイ
母ホ
」
で
あ
る
。「
継

父
」
は
『
下
学
集
』
の
諸
本
に
存
せ
ず
。

末
部
5

３

蒔マキ
繪ヱ
師

職
人

〔
亀
田
本
〕
24

３

蒔マキ
畫ヱ
師シ

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
標
出
語
存
せ
ず
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
広
本
節
用

集
』
は
「
繪
」
で
あ
る
が
、『
下
学
集
』
は
「
畫
」
に
作
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
蒔
匚田
師
」
に
て
、
略
体
字
「
画
」
に
字

体
が
近
い
。

計
部
5

５

月
卿

公
卿
也

君ヲハ
喩
レ

日

臣ヲハ
喩
レ

月ニ
故
云
レ

尓

三
位
已
上ヲ
云
二

｜
｜ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
22

６

月
卿

公
卿
也

君ヲハ
喩ヘ
レ

日ニ
臣ヲハ
喩フ
レ

月ニ
故
尓カ
云

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
が
「
公
卿
之
君ヲ
喩ヘ
日ニ
臣ヲ

喩
レ

月ニ
故ニ
云
レ

尓
」
と
語
注
の
冒
頭
部
分
を
「
公
卿
之
君ヲ
」
に
作
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
。

計
部
5

５

継
父

｜
母

｜
子

〔
亀
田
本
〕
23

２

継
母

『
下
学
集
』
は
「
末
部
5

２

継
父

｜
母
」
の
項
に
示
し
た
ご
と
く
、
多
く
の
伝
本
に
「
継
母
」
の
み
存

一
一
四

一
一
三



し
て
「
継
父
」
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。「
継
子
」
は
『
文
明
十
一
年
本
』
に
「
継ケイ
母ホ

継
子シ
」
と
あ
る
の
が
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も

近
い
。『
春
林
本
』
は
「
人
倫
部
」
末
尾
の
補
入
部
分
「
伯
父

伯
母
」
に
続
け
て
「
継マヽ
子コ
」
を
置
く
。

計
部
5

６

傾ケイ
城セイ

〔
亀
田
本
〕
24

４

傾ケイ
城セイ

『
下
学
集
』
諸
本
に
標
出
語
（
無
注
）
が
存
す
る
。

計
部
5

６

下ゲ
司シ

或
云

下
手
人

又
下
死
人

解
死
人

〔
亀
田
本
〕
23

５

下ゲ
司シ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
前
田
本
』『
榊
原
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
天
文

十
三
年
本
』『
村
口
本
』『
陽
明
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
八
行
大
本
』
等
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』

の
み
こ
の
標
出
語
を
欠
如
す
る
。

不
部
6

２

父フ
母モ

〔
亀
田
本
〕
22

７

父フ
母ホ

『
下
学
集
』
の
多
く
の
伝
本
は
傍
訓
「
フ
ホ
」
ま
た
は
無
訓
で
あ
る
が
、『
村
口
本
』『
八
行
大
本
』
の
傍
訓

は
「
フ
モ
」
で
あ
る
。
特
異
な
の
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
で
標
出
字
が
存
し
な
い
。

古
部
6

６

姑コ
射ヤ
山サン

指
二

仙
洞ヲ
一

也

｜
｜
｜ハ
仙
人ノ
之
所
居
也

祝シテ
而
以
謂
二

院ノ
居ヲ
一

也

〔
亀
田
本
〕
22

１

姑コ
射ヤ
山サン

指
二

仙
洞ヲ
一

也

｜
｜
｜ハ
仙
人ノ
之
所
居
也

祝
而
以
謂
二

院
居ヲ
一

也

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は

「
指
仙
洞
也

｜
｜ハ
仙
人ノ
所
レ

居
也

祝
以テ
謂
二

院
居
一

」
と
末
尾
の
「
也
」
が
な
い
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
指
二

仙
洞ヲ
一

仙
人ノ
所
レ

居
也

祝シテ
以テ
謂
二

院ノ
居ヲ
一

也
」
と
「
｜
｜
｜
」
が
な
く
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
指
仙
洞
也

｜
｜ハ
仙
人
所
居
也

祝
以
謂フ

二

院
居ヲ
一

也ト
云

」
と
末
尾
に
「
云

」
が
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。

古
部
6

６

公コウ
主シユ

帝
之
女
也

後
漢
書ニ
云

帝
之
正
嫡
曰
二

公
主ニ
一

云

正
嫡ハ
云
レ

后
也

〔
亀
田
本
〕
22

４

公
主

帝
之
女

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
等
は
「
帝
之

女
也
」
と
「
也
」
を
付
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
広
本
節
用
集
』
の
「
後
漢
書
」
の
引
用
は
独
自
の
増
補
。

古
部
6

８

後ゴ
家ケ

女
寡

又
云
二

后
室
一

〔
亀
田
本
〕
23

２

後コ
家ケ

後コウ
室シツ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
「
後
室
」
の
み
存
し
「
後
家
」
が
な
い
。『
春
林
本
』

は
語
順
が
「
後
室

後
家
」
の
順
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
ま
た
『
下
学
集
』
の
諸
本
に
語
注
は
存
せ
ず
。

古
部
6

２

兄コノ
部カウベ

力
者ノ
中
頭

〔
亀
田
本
〕
25

３

兄コノ
部カミヘ

力
者ノ
頭

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「

ウ

コ
ノ
カ
ン
ヘ

兄
部

力
者
也
」、『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
兄コノ
部コウヘ

力
者
之
頭
」、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
春
林
本
』
は
「
兄コノ
部カフベ

力
者ノ
之
頭
也
」、『
八
行
大
本
』『
前
田
本
』
と
『
村
口
本
』
は
「
兄コノ

部カウヘ

力
者ノ
頭
也
」
な
ど
と
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
筑
波
大
学
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
榊
原
本
』
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
丹

表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
存
せ
ず
。

古
部
6

３

輿
舁

或
作
二

｜

屠

ニ
一

〔
亀
田
本
〕
24

３

輿
舁

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
標
出
語
（
無
注
）
は
見
ら
れ
る
。

江
部
6

７

繪ヱ
師シ

畫ヱ
書カキ
職
人

〔
亀
田
本
〕
24

２

繪ヱ
師シ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
。
他
本
は
標
出
語
（
無
注
）
の
み
存
せ
り
。

江
部
6

７

穢
多

屠
兒

河
原
者

〔
亀
田
本
〕
24

４

穢
多

屠
兒
也

河
原
者

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
屠
兒
也

河
原ノ
者ヲ
云フ
也
」、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二

冊
本
』
は
「

の

兒

俗ニハ
云
二

河
原
之
者ト
一

」、『
八
行
大
本
』
は
「
屠
児
也

河
原ノ
者
也
」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

天
部
7

１

帝
葉

｜
王

共
指
二

親
王ヲ
一

〔
亀
田
本
〕
22

３

天
枝
帝
葉

共ニ
指ス
二

親
王
一

『
下
学
集
』

亀

『
前
田
本
』
に
「
共
東
親
王
」
と
あ
る
他
は
、
諸
本
『 一

田
本
』
に

五
一
六

一
一

刕



し
て
「
継
父
」
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。「
継
子
」
は
『
文
明
十
一
年
本
』
に
「
継ケイ
母ホ

継
子シ
」
と
あ
る
の
が
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も

近
い
。『
春
林
本
』
は
「
人
倫
部
」
末
尾
の
補
入
部
分
「
伯
父

伯
母
」
に
続
け
て
「
継マヽ
子コ
」
を
置
く
。

計
部
5

６

傾ケイ
城セイ

〔
亀
田
本
〕
24

４

傾ケイ
城セイ

『
下
学
集
』
諸
本
に
標
出
語
（
無
注
）
が
存
す
る
。

計
部
5

６

下ゲ
司シ

或
云

下
手
人

又
下
死
人

解
死
人

〔
亀
田
本
〕
23

５

下ゲ
司シ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
前
田
本
』『
榊
原
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
天
文

十
三
年
本
』『
村
口
本
』『
陽
明
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
八
行
大
本
』
等
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』

の
み
こ
の
標
出
語
を
欠
如
す
る
。

不
部
6

２

父フ
母モ

〔
亀
田
本
〕
22

７

父フ
母ホ

『
下
学
集
』
の
多
く
の
伝
本
は
傍
訓
「
フ
ホ
」
ま
た
は
無
訓
で
あ
る
が
、『
村
口
本
』『
八
行
大
本
』
の
傍
訓

は
「
フ
モ
」
で
あ
る
。
特
異
な
の
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
で
標
出
字
が
存
し
な
い
。

古
部
6

６

姑コ
射ヤ
山サン

指
二

仙
洞ヲ
一

也

｜
｜
｜ハ
仙
人ノ
之
所
居
也

祝シテ
而
以
謂
二

院ノ
居ヲ
一

也

〔
亀
田
本
〕
22

１

姑コ
射ヤ
山サン

指
二

仙
洞ヲ
一

也

｜
｜
｜ハ
仙
人ノ
之
所
居
也

祝
而
以
謂
二

院
居ヲ
一

也

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は

「
指
仙
洞
也

｜
｜ハ
仙
人ノ
所
レ

居
也

祝
以テ
謂
二

院
居
一

」
と
末
尾
の
「
也
」
が
な
い
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
指
二

仙
洞ヲ
一

仙
人ノ
所
レ

居
也

祝シテ
以テ
謂
二

院ノ
居ヲ
一

也
」
と
「
｜
｜
｜
」
が
な
く
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
指
仙
洞
也

｜
｜ハ
仙
人
所
居
也

祝
以
謂フ

二

院
居ヲ
一

也ト
云

」
と
末
尾
に
「
云

」
が
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。

古
部
6

６

公コウ
主シユ

帝
之
女
也

後
漢
書ニ
云

帝
之
正
嫡
曰
二

公
主ニ
一

云

正
嫡ハ
云
レ

后
也

〔
亀
田
本
〕
22

４

公
主

帝
之
女

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
等
は
「
帝
之

女
也
」
と
「
也
」
を
付
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
広
本
節
用
集
』
の
「
後
漢
書
」
の
引
用
は
独
自
の
増
補
。

古
部
6

８

後ゴ
家ケ

女
寡

又
云
二

后
室
一

〔
亀
田
本
〕
23

２

後コ
家ケ

後コウ
室シツ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
「
後
室
」
の
み
存
し
「
後
家
」
が
な
い
。『
春
林
本
』

は
語
順
が
「
後
室

後
家
」
の
順
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
ま
た
『
下
学
集
』
の
諸
本
に
語
注
は
存
せ
ず
。

古
部
6

２

兄コノ
部カウベ

力
者ノ
中
頭

〔
亀
田
本
〕
25

３

兄コノ
部カミヘ

力
者ノ
頭

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「

ウ

コ
ノ
カ
ン
ヘ

兄
部

力
者
也
」、『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
兄コノ
部コウヘ

力
者
之
頭
」、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
春
林
本
』
は
「
兄コノ
部カフベ

力
者ノ
之
頭
也
」、『
八
行
大
本
』『
前
田
本
』
と
『
村
口
本
』
は
「
兄コノ

部カウヘ

力
者ノ
頭
也
」
な
ど
と
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
筑
波
大
学
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
榊
原
本
』
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
丹

表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
存
せ
ず
。

古
部
6

３

輿
舁

或
作
二

｜

屠

ニ
一

〔
亀
田
本
〕
24

３

輿
舁

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
標
出
語
（
無
注
）
は
見
ら
れ
る
。

江
部
6

７

繪ヱ
師シ

畫ヱ
書カキ
職
人

〔
亀
田
本
〕
24

２

繪ヱ
師シ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
。
他
本
は
標
出
語
（
無
注
）
の
み
存
せ
り
。

江
部
6

７

穢
多

屠
兒

河
原
者

〔
亀
田
本
〕
24

４

穢
多

屠
兒
也

河
原
者

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
屠
兒
也

河
原ノ
者ヲ
云フ
也
」、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二

冊
本
』
は
「

の

兒

俗ニハ
云
二

河
原
之
者ト
一

」、『
八
行
大
本
』
は
「
屠
児
也

河
原ノ
者
也
」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

天
部
7

１

帝
葉

｜
王

共
指
二

親
王ヲ
一

〔
亀
田
本
〕
22

３

天
枝
帝
葉

共ニ
指ス
二

親
王
一

『
下
学
集
』

亀

『
前
田
本
』
に
「
共
東
親
王
」
と
あ
る
他
は
、
諸
本
『 一

田
本
』
に

五
一
六

一
一

刕



同
じ
で
あ
る
。

天
部
7

４

嫡テキ
子シ

〔
亀
田
本
〕
22

６

嫡チヤク
子シ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
「
嫡チヤク
女子
」
と
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

安
部
7

５

行アン
堂ダウ

或
云
二

行
者
浄
人
一

｜
者ジヤ

二
共
禅
律ノ
使
令
也

〔
亀
田
本
〕
25

２

行アン
堂タウ

行
者

『
下
学
集
』
は
『
榊
原
本
』
に
「
行

行
者
」
と
あ
り
標
出
字
の
「
堂
」
を
脱
し
た
も
の
と
思

は
れ
る
。『
天
文
十
三
年
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
行
堂
」
の
み
に
て
「
行
者
」
が
存
せ
ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

安
部
7

６

ア
子姉

異
名
令
姉

女
兄

〔
亀
田
本
〕
23

４

ア
子姉

『
下
学
集
』
の
『
八
行
大
本
』（「
姉
」
の
み
で
「
妹
」
を
欠
く
）
を
除
い
て
多
く
の
伝
本
に
「
姉

妹
」
と

併
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

左
部
7

７

座
）
｜
頭

盲
目ノ
琵
琶
法
師

或
頭
作
レ

等ト
一

〔
亀
田
本
〕
24

５

座ザ
頭トウ

琵
琶
法
師

『
下
学
集
』
の
『
前
田
本
』
と
『
八
行
大
本
』
は
「
琵
琶
法
師
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。『
川

瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
語
注
は
「
琵
琶
法
師
也

検
校
勾コウ
頭トウ
等
也
」
と
他
本
よ
り
詳
し
い
記
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
じ
。

左
部
7

８

宰
領

荷
物
運
送
付ル
レ

人ヲ
警
固

〔
亀
田
本
〕
25

４

宰
領

運
送
付
人
名
也

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
以
外
の
伝
本
は
こ
の
語
を
欠
如
す
る
。『
亀
田
本
』
に
存
す

る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

幾
部
8

１

キ
ミ皇スベ

ラ
ギ

同公

同君

〔
亀
田
本
〕
22

１

皇スヘラキ

天
子

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
語
注
は
「
天
子
也
」、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

幾
部
8

１

姫キサキ

或
作
レ

后

〔
亀
田
本
〕
23

４

妃ヒメ

姫ヒメ

二
字
同

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
姫ヒメ

妃
也
」、
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
。

之
部
9

６

主
）
｜
從

〔
亀
田
本
〕
23

６

主シユウ
從シウ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
主シウ
從シユ
」、『
春
林
本
』
は
「
主シユウ
從ジウ
」
等
と
傍
訓
の
表
記
の
差
異
は

見
ら
れ
る
が
、
諸
本
に
標
出
語
は
存
す
る
。

之
部
9

７

親
王

指
二

皇
子
一

或ハ
帝
之
兄
弟
叔
父
等
也

〔
亀
田
本
〕
22

２

親
王

指
二

皇
子
一

或ハ
帝ノ
之
兄
弟
叔
父
等ヲ
一

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
語
注

は
「
指ス
二

皇
子
一

或ハ
帝
之
兄
弟
叔
父
等
也
」
と
あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
指
二

皇
子
一

或ハ
帝ノ
之
昆
弟
叔
父
等ヲ
一

云
」
と
あ

る
。
そ
の
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
。

之
部
9

７

准
三
后

略シテ
云
二

准
后ト
一

也

三
后トハ
者

皇
大
后
宮
祖
母
也

皇
后
宮
國
母
也

中
后
宮
也

又
云
二

准
三
宮ト
一

〔
亀
田
本
〕
22

４

准
三
后

又
ハ
略シテ
云
准
后ト
一

也

三
后トハ
者

皇
大
后
宮
祖
母
也

皇
后
宮
国
母ナリ
中
宮
后ナリ
又ハ
云
二

准
三
宮ト
一

『
下
学

集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
又
畧シテ
云
二

准
后ト
一

三
后トハ
皇
大
后
宮ノ
祖
母
也

皇
后
宮
國
母

中
宮
后

又
云
二

｜
｜
｜ト
一

也
」
と
末
尾

に
「
也
」
を
付
す
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
又
称
二

准
后ト
一

三
后トハ
太
皇
大
后
宮
祖
母

皇
太
后
宮ハ
國
母

皇
后
宮ハ
后
之
称
也
」
と
「
云
」

を
「
称
」
に
し
て
ゐ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
で
あ
る
。

之
部
9

１

師
）
｜

匠シヤウ

或
作
師
聖
一

｜
範

｜
弟

｜
資

師
弟
之
義
也

古
語ニ
云

善
人ハ
資タスケ二

不
善
人ヲ
一

不
善
人ハ
資
二

善
人ヲ
一

也

〔
亀
田
本
〕
24

７

師シ
匠シヤウ

師シ
資シ

師
弟ノ
義
也

古
語ニ
云ク
善
人ハ
不
善
人ノ
之
資タスケ
不
善
人ハ
善
人ノ
之
資
也

『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
古
語ニ

云ク
」
の
箇
所
を
「
古
詩
曰
」、『
陽
明
本
』
は
「
古
詩
云
」
に
作
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
語
注
末
尾
が
「
不
善
人ハ
善
人
之
｜シト
云フ
」
と

す
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
後
半
部
分
で
「
古
語ニ
曰

善
人ハ
不
善
人ノ
師
也

不
善
人ノ
資スカタ
也
」
と
す
る
が
、「
不
善
人ノ
師・
」
の
「
師
」

一
一
八

一
一
七



同
じ
で
あ
る
。

天
部
7

４

嫡テキ
子シ

〔
亀
田
本
〕
22

６

嫡チヤク
子シ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
「
嫡チヤク
女子
」
と
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

安
部
7

５

行アン
堂ダウ

或
云
二

行
者
浄
人
一

｜
者ジヤ

二
共
禅
律ノ
使
令
也

〔
亀
田
本
〕
25

２

行アン
堂タウ

行
者

『
下
学
集
』
は
『
榊
原
本
』
に
「
行

行
者
」
と
あ
り
標
出
字
の
「
堂
」
を
脱
し
た
も
の
と
思

は
れ
る
。『
天
文
十
三
年
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
「
行
堂
」
の
み
に
て
「
行
者
」
が
存
せ
ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

安
部
7

６

ア
子姉

異
名
令
姉

女
兄

〔
亀
田
本
〕
23

４

ア
子姉

『
下
学
集
』
の
『
八
行
大
本
』（「
姉
」
の
み
で
「
妹
」
を
欠
く
）
を
除
い
て
多
く
の
伝
本
に
「
姉

妹
」
と

併
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

左
部
7

７

座
）
｜
頭

盲
目ノ
琵
琶
法
師

或
頭
作
レ

等ト
一

〔
亀
田
本
〕
24

５

座ザ
頭トウ

琵
琶
法
師

『
下
学
集
』
の
『
前
田
本
』
と
『
八
行
大
本
』
は
「
琵
琶
法
師
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。『
川

瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
語
注
は
「
琵
琶
法
師
也

検
校
勾コウ
頭トウ
等
也
」
と
他
本
よ
り
詳
し
い
記
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
じ
。

左
部
7

８

宰
領

荷
物
運
送
付ル
レ

人ヲ
警
固

〔
亀
田
本
〕
25

４

宰
領

運
送
付
人
名
也

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
以
外
の
伝
本
は
こ
の
語
を
欠
如
す
る
。『
亀
田
本
』
に
存
す

る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

幾
部
8

１

キ
ミ皇スベ

ラ
ギ

同公

同君

〔
亀
田
本
〕
22

１

皇スヘラキ

天
子

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
語
注
は
「
天
子
也
」、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

幾
部
8

１

姫キサキ

或
作
レ

后

〔
亀
田
本
〕
23

４

妃ヒメ

姫ヒメ

二
字
同

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
姫ヒメ

妃
也
」、
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
。

之
部
9

６

主
）
｜
從

〔
亀
田
本
〕
23

６

主シユウ
從シウ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
主シウ
從シユ
」、『
春
林
本
』
は
「
主シユウ
從ジウ
」
等
と
傍
訓
の
表
記
の
差
異
は

見
ら
れ
る
が
、
諸
本
に
標
出
語
は
存
す
る
。

之
部
9

７

親
王

指
二

皇
子
一

或ハ
帝
之
兄
弟
叔
父
等
也

〔
亀
田
本
〕
22

２

親
王

指
二

皇
子
一

或ハ
帝ノ
之
兄
弟
叔
父
等ヲ
一

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
語
注

は
「
指ス
二

皇
子
一

或ハ
帝
之
兄
弟
叔
父
等
也
」
と
あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
指
二

皇
子
一

或ハ
帝ノ
之
昆
弟
叔
父
等ヲ
一

云
」
と
あ

る
。
そ
の
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
。

之
部
9

７

准
三
后

略シテ
云
二

准
后ト
一

也

三
后トハ
者

皇
大
后
宮
祖
母
也

皇
后
宮
國
母
也

中
后
宮
也

又
云
二

准
三
宮ト
一

〔
亀
田
本
〕
22

４

准
三
后

又
ハ
略シテ
云
准
后ト
一

也

三
后トハ
者

皇
大
后
宮
祖
母
也

皇
后
宮
国
母ナリ
中
宮
后ナリ
又ハ
云
二

准
三
宮ト
一

『
下
学

集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
又
畧シテ
云
二

准
后ト
一

三
后トハ
皇
大
后
宮ノ
祖
母
也

皇
后
宮
國
母

中
宮
后

又
云
二

｜
｜
｜ト
一

也
」
と
末
尾

に
「
也
」
を
付
す
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
又
称
二

准
后ト
一

三
后トハ
太
皇
大
后
宮
祖
母

皇
太
后
宮ハ
國
母

皇
后
宮ハ
后
之
称
也
」
と
「
云
」

を
「
称
」
に
し
て
ゐ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
で
あ
る
。

之
部
9

１

師
）
｜

匠シヤウ

或
作
師
聖
一

｜
範

｜
弟

｜
資

師
弟
之
義
也

古
語ニ
云

善
人ハ
資タスケ二

不
善
人ヲ
一

不
善
人ハ
資
二

善
人ヲ
一

也

〔
亀
田
本
〕
24

７

師シ
匠シヤウ

師シ
資シ

師
弟ノ
義
也

古
語ニ
云ク
善
人ハ
不
善
人ノ
之
資タスケ
不
善
人ハ
善
人ノ
之
資
也

『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
古
語ニ

云ク
」
の
箇
所
を
「
古
詩
曰
」、『
陽
明
本
』
は
「
古
詩
云
」
に
作
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
は
語
注
末
尾
が
「
不
善
人ハ
善
人
之
｜シト
云フ
」
と

す
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
語
注
後
半
部
分
で
「
古
語ニ
曰

善
人ハ
不
善
人ノ
師
也

不
善
人ノ
資スカタ
也
」
と
す
る
が
、「
不
善
人ノ
師・
」
の
「
師
」

一
一
八

一
一
七



は
「
資
」
の
同
音
に
よ
る
通
用
か
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
で
あ
る
。

之
部
9

３

緇シ
素ソ

緇ハ
僧ノ
義

素ハ
俗ノ
義

〔
亀
田
本
〕
24

７

緇シ
素ソ

僧ト
俗ト
也

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
村
口
本
』『
八
行
大
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊

本
』『
筑
波
大
学
本
』『
榊
原
本
』
等
の
注
記
は
「
僧
俗
義
也
」
で
、『
陽
明
本
』
は
「
僧
俗
義
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
天
文
十
三
年
本
』

は
「
僧
谷
」
と
あ
り
、「
谷
」
は
「
俗
」
の
省
文
。『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
も
「
僧
俗
」。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
緇
者
僧

素
者
俗
」

と
作
り
、『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
近
似
す
る
。

之
部
9

４

儒
者

唐ノ
学
文
而
讀
書
者
也

異
名

翰
林

縫
掖

孔
門

聖
徒

鳳
毛

〔
亀
田
本
〕
23

５

儒
者

唐ノ
学
文シテ
書
共
ヨ
ム
物
也

『
文
明
十
一
年
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
榊
原
本
』

『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
八
行
大
本
』
等
の
多
く
の
伝
本
に
標
出
語
の
み
存
し
無
注
と
な

つ
て
ゐ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
注
文
は
「
文
者
義
也
」
で
、『
亀
田
本
』
が
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
近
い
。

之
部
9

７

白
拍
子

妓
女

後
鳥
羽ノ
院ノ
時

歌
舞
而
衒
二

賣スル
女
色ヲ
一

者
也

〔
亀
田
本
〕
24

４

白
拍
子

歌
舞シテ
而
衒ヰ
二

賣ル
女
色ヲ
一

者

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
に
は
「
歌
舞
而
衒
二
｜

賣
｜

邊ヲ
一

者
色
」
と

作
る
。「
邊
」
は
「
色
」
に
置
換
す
べ
き
も
の
と
解
す
べ
き
符
号
が
見
ら
れ
る
。「
色
」
と
「
邊
」
の
草
書
体
が
相
似
す
る
た
め
に
生
じ

た
も
の
。『
村
口
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
等
に
は
注
文
「
歌
舞シテ
衒ケン
二

賣マイスル
女
色ヲ
一

者
也
」

と
末
尾
に
「
色
」
を
付
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

之
部
9

８

唱
門
師

金キン
口ク
打
也

〔
亀
田
本
〕
24

４

唱
門
師

金キン
鼓ク
打

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
の
語
注
「
打
金
鼓
者
」、『
春
林
本
』
は
「
金コン
鼓グ
打
也
」
で

あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
金コン
鼓ク
打
類
也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。
而
か
る
に
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
金
口
打
」
と
『
広
本
節
用
集
』

と
同
じ
「
金
口
」
に
な
つ
て
ゐ
て
最
も
近
い
。『
陽
明
本
』
も
語
注
が
「
金

口
鼓

「
打
」
と
「
金
口
」
が
「
金
鼓
」
た
る
こ
と
を
指
示
す
る
。

『
八
行
大
本
』
は
標
出
語
存
せ
ず
。
そ
の
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

之
部
9

１

使
）
｜
廳

使
令
之
夫
也

或
作
二

仕
丁ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
23

２

使
廳

『
下
学
集
』
は
『
亀
田
本
』
を
始
め
諸
本
「
人
倫
門
」
末
尾
部
分
に
「
仕ジ
丁チヤウ
使
令ノ
夫
也
」（
25

３
）
が
存

す
る
。
た
だ
し
『
文
明
十
一
年
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
榊
原
本
』
等
は
「
使
令ノ
夫
」
に
て
「
也
」
を
付
せ
ず
。

比
部
1031

７

姫
君

又
作
二

姫
公

妃
君

〔
亀
田
本
〕
22

５

妃ヒメ
君

『
下
学
集
』
の
諸
本
「
妃
君
」
と
い
ふ
標
出
語
は
あ
る
が
、
語
注
は
存
せ
ず
。

毛
部
1065

８

物モノ
夫ヽフ

〔
亀
田
本
〕
23

６

物モノ
夫ヽフ

武
士

『
下
学
集
』
の
多
く
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
た
だ
し
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
武モノ

士ヽフ
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
兵ツハモノ

物モノ
夫ヽフ
武
士
也
」
と
し
、
他
本
が
「
公
文

物
夫

武
士
」
と
す
る
の
と
は
異
な
る
。

世
部
1

２

青セイ
圍イ

〔
亀
田
本
〕
22

５

青セイ
圍イ

東
宮

『
下
学
集
』
の
『
八
行
大
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
東
宮
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。
他
本

は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

世
部
1

２

先
考

位
牌ニ
曰
二

死セル
父ヲ
一

書
レ

之
也

先
）
｜
妣

同
曰
二

死セル
母ヲ
一

〔
亀
田
本
〕
23

１

先
考

位
牌
曰テ
レ

父ヲ
書ス
レ

之

先
妣

位
牌ニ
曰テ
レ

母ヲ
書ス
レ

之

『
下
学
集
』
諸
本
で
こ
の
二
語
を
有
す
る
の
は
『
亀

田
本
』
の
み
。

寸
部
1123

３

皇スヘラキ

天
子

〔
亀
田
本
〕
22

１

皇スヘラキ

天
子

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
語
注
「
天
子
也
」、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

一
二
〇

一
一
九



は
「
資
」
の
同
音
に
よ
る
通
用
か
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
で
あ
る
。

之
部
9

３

緇シ
素ソ

緇ハ
僧ノ
義

素ハ
俗ノ
義

〔
亀
田
本
〕
24

７

緇シ
素ソ

僧ト
俗ト
也

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
村
口
本
』『
八
行
大
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊

本
』『
筑
波
大
学
本
』『
榊
原
本
』
等
の
注
記
は
「
僧
俗
義
也
」
で
、『
陽
明
本
』
は
「
僧
俗
義
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
天
文
十
三
年
本
』

は
「
僧
谷
」
と
あ
り
、「
谷
」
は
「
俗
」
の
省
文
。『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
も
「
僧
俗
」。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
緇
者
僧

素
者
俗
」

と
作
り
、『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
近
似
す
る
。

之
部
9

４

儒
者

唐ノ
学
文
而
讀
書
者
也

異
名

翰
林

縫
掖

孔
門

聖
徒

鳳
毛

〔
亀
田
本
〕
23

５

儒
者

唐ノ
学
文シテ
書
共
ヨ
ム
物
也

『
文
明
十
一
年
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
榊
原
本
』

『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
八
行
大
本
』
等
の
多
く
の
伝
本
に
標
出
語
の
み
存
し
無
注
と
な

つ
て
ゐ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
注
文
は
「
文
者
義
也
」
で
、『
亀
田
本
』
が
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
近
い
。

之
部
9

７

白
拍
子

妓
女

後
鳥
羽ノ
院ノ
時

歌
舞
而
衒
二

賣スル
女
色ヲ
一

者
也

〔
亀
田
本
〕
24

４

白
拍
子

歌
舞シテ
而
衒ヰ
二

賣ル
女
色ヲ
一

者

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
に
は
「
歌
舞
而
衒
二
｜

賣
｜

邊ヲ
一

者
色
」
と

作
る
。「
邊
」
は
「
色
」
に
置
換
す
べ
き
も
の
と
解
す
べ
き
符
号
が
見
ら
れ
る
。「
色
」
と
「
邊
」
の
草
書
体
が
相
似
す
る
た
め
に
生
じ

た
も
の
。『
村
口
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
等
に
は
注
文
「
歌
舞シテ
衒ケン
二

賣マイスル
女
色ヲ
一

者
也
」

と
末
尾
に
「
色
」
を
付
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

之
部
9

８

唱
門
師

金キン
口ク
打
也

〔
亀
田
本
〕
24

４

唱
門
師

金キン
鼓ク
打

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
の
語
注
「
打
金
鼓
者
」、『
春
林
本
』
は
「
金コン
鼓グ
打
也
」
で

あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
金コン
鼓ク
打
類
也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。
而
か
る
に
『
天
文
十
三
年
本
』
は
「
金
口
打
」
と
『
広
本
節
用
集
』

と
同
じ
「
金
口
」
に
な
つ
て
ゐ
て
最
も
近
い
。『
陽
明
本
』
も
語
注
が
「
金

口
鼓

「
打
」
と
「
金
口
」
が
「
金
鼓
」
た
る
こ
と
を
指
示
す
る
。

『
八
行
大
本
』
は
標
出
語
存
せ
ず
。
そ
の
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

之
部
9

１

使
）
｜
廳

使
令
之
夫
也

或
作
二

仕
丁ト
一

也

〔
亀
田
本
〕
23

２

使
廳

『
下
学
集
』
は
『
亀
田
本
』
を
始
め
諸
本
「
人
倫
門
」
末
尾
部
分
に
「
仕ジ
丁チヤウ
使
令ノ
夫
也
」（
25

３
）
が
存

す
る
。
た
だ
し
『
文
明
十
一
年
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
榊
原
本
』
等
は
「
使
令ノ
夫
」
に
て
「
也
」
を
付
せ
ず
。

比
部
1031

７

姫
君

又
作
二

姫
公

妃
君

〔
亀
田
本
〕
22

５

妃ヒメ
君

『
下
学
集
』
の
諸
本
「
妃
君
」
と
い
ふ
標
出
語
は
あ
る
が
、
語
注
は
存
せ
ず
。

毛
部
1065

８

物モノ
夫ヽフ

〔
亀
田
本
〕
23

６

物モノ
夫ヽフ

武
士

『
下
学
集
』
の
多
く
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
た
だ
し
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
武モノ

士ヽフ
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
兵ツハモノ

物モノ
夫ヽフ
武
士
也
」
と
し
、
他
本
が
「
公
文

物
夫

武
士
」
と
す
る
の
と
は
異
な
る
。

世
部
1

２

青セイ
圍イ

〔
亀
田
本
〕
22

５

青セイ
圍イ

東
宮

『
下
学
集
』
の
『
八
行
大
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
東
宮
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。
他
本

は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

世
部
1

２

先
考

位
牌ニ
曰
二

死セル
父ヲ
一

書
レ

之
也

先
）
｜
妣

同
曰
二

死セル
母ヲ
一

〔
亀
田
本
〕
23

１

先
考

位
牌
曰テ
レ

父ヲ
書ス
レ

之

先
妣

位
牌ニ
曰テ
レ

母ヲ
書ス
レ

之

『
下
学
集
』
諸
本
で
こ
の
二
語
を
有
す
る
の
は
『
亀

田
本
』
の
み
。

寸
部
1123

３

皇スヘラキ

天
子

〔
亀
田
本
〕
22

１

皇スヘラキ

天
子

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
語
注
「
天
子
也
」、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

一
二
〇
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一
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寸
部
1123

３

蒭スウ
蕘セウ

蒭
刈ル
レ

草ヲ
者

蕘
採ル
レ

柴
者

毛
詩
詢ル
二

于
｜
｜ニ
一

〔
亀
田
本
〕
24

６

蒭スウ
蕘ゼウ

｜ハ
刈ル
レ

草ヲ
者ノ
｜ハ
採ル
レ

柴ヲ
者

毛
詩ニ
詢ウ
二

于
｜
｜ニ
一

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』
は
同
注
で
あ
る
が
、「
｜ハ
刈ル
レ

草ヲ

者

｜
採
レ

柴
者

毛
詩ニ
詢ウ
于
｜
｜ヲ
一

矣
」
と
文
末
に
「
矣
」
を
付
す
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
蒭ハ
刈ル
レ

草ヲ
者

蕘ハ
採ル
レ

薪ヲ
者
也

毛
詩
詢
于

｜
｜
」
と
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
筑
波
大
学
本
』
は
「
｜
刈
レ

草
者

｜
採
レ

紫
者

毛
詩
詢フ
二

于
｜
｜ニ
一

蒭
字
是
也
」
と
末
尾
に
補
入
が

あ
る
。
ま
た
「
紫
」
は
「
柴
」
の
字
形
相
似
に
よ
る
誤
写
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
で
あ
る
。

五
、
家
屋
門
第
七

伊
部
５

１

殷
冨
門

禁
裡
十
二
門ノ
内

西
面

偉
鑑
門

同
北
面
也

〔
亀
田
本
〕
38

１

殷
冨
門

以
上
西
面

『
下
学
集
』
は
「
大
内
十
二
門
」
と
し
て
「
陽
明
門
・
待
賢
門
・
郁
芳
門
・
美
福
門
・
朱

雀
門
・
皇
嘉
門
・
談
天
門
・
藻
壁
門
・
殷
冨
門
・
安
喜
門
・
偉
鑑
門
・
達
智
門
」
の
一
二
門
を
列
記
す
る
。
こ
れ
は
『
拾
芥
抄
』
中

巻
の
「
宮
城
部
第
十
九
」
を
典
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

伊
部
５

３

礎イシズヱ
同

同

「

三
字
義
同

柱ノ
下ノ
石
也

〔
亀
田
本
〕
40

３

礎イシズヱ
同

二
字
義
同

『
下
学
集
』
は
『
前
田
本
』
に
標
出
語
が
存
せ
ず
、
ま
た
『
丹
表
紙
七
行
本
』
が
「
礎イシズヱ
」

（
無
注
）
と
す
る
以
外
、
多
く
の
伝
本
は
大
同
で
あ
る
が
、『
春
林
本
』
の
注
記
は
「
二
字
同
義
」
で
あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』

は
「
二
字
同
」
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

波
部
51

４

破ハ
風フ

〔
亀
田
本
〕
40

４

破ハ
風フ

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
欠
如
す
る
以
外
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

波
部
51

５

階ハシ
隠ガクシ

〔
亀
田
本
〕
38

６

階ハシ
隠ガクシ

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
全
て
存
す
る
。

波
部
51

５

埴ハ
生ニフノ
小コ
屋ヤ

万
葉
作
二

赤ハ
土ニフノ
小コ
屋ヤト
一

土
民ノ
所
居
也

〔
亀
田
本
〕
39

６

埴ハ
生ニフノ
小コ
屋ヤ

土
民ノ
所
居

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
「
賤
人ノ
居
所
」
と
な
つ
て
ゐ
て
、『
川
瀬
博
士

旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
民
屋
也
」
で
あ
る
。
そ
の
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
で
あ
る
。

保
部
94

８

鳳ホウ
闕ケツ

指
二

禁
裡ヲ
一

也

北ホツ
闕ケツ

同
上

〔
亀
田
本
〕
38

２

鳳ホウ
闕ケツ

指
二

禁
裡
一

禁キン
掖エキ

上
同

北
闕

上
同

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
鳳
闕

指ス
二

禁
裏ヲ
一

禁
掖

指
禁
裏

北
闕

指
禁
裡
」
と
「
上
同
」
ま
た
は
「
同
上
」
と
せ
ず
に
一
語
一
語
に
注
記
を
施
す
。『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行

大
本
』
も
「
鳳
闕

指ス
二

禁
裏ヲ
一

禁
掖

指ス
二

禁
裏
一

北
闕

指
二

禁
裏ヲ
一

で
あ
る
。『
榊
原
本
』
は
「
鳳
闕

指
禁
裏

禁
掖

北
闕

各
同
上
」
と
略
同
で
あ
る
が
表
記
に
小
異
が
あ
る
。『
筑
波
大
学
本
』
も
「
鳳
闕

指
禁
裏

禁
掖

同

北
闕

同
」、『
前
田
本
』

は
「
鳳
闕

指
禁
裡

禁
掖

掖ハ
指
禁
裏

北
闕

同
」
で
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
北
闕

同
上
」
と
作
り
、「
闕
」

を
「
閼
」
と
誤
写
。『
村
口
本
』
は

鳳
闕

指ス
二

禁
中ヲ
一

」
と
あ
り
「
禁
掖

同
上

北
闕

同
上
」
と
す
る
。『
陽
明
本
』
は
「
鳳

闕

禁
掖

北
闕

以
上
皆
指
禁
裏
」
と
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
「
北
闕

大
内
」
に
て
「
鳳
闕
」「
禁
掖
」
は
欠
如
す
る
。

辺
部
1

４

塀ヘイ

〔
亀
田
本
〕
39

１

塀ヘイ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
屛
」
に
作
る
。
他
本
は
「
塀
」。

辺
部
1

４

ヘ
ツ
イ

竈カマ
ド

〔
亀
田
本
〕
38

」

６

竃カマト

『
下
学
集
』
の
多
く
の
伝
本
の
傍
訓
は
「
カ
マ
ド
」、『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
カ
マ

辞

で
あ
る
。

土
部
1

７

東トウ
司ス

天
竺ノ

二

也

又
云
二

圊
司ト
一

一 一

二 一
二

真



寸
部
1123

３

蒭スウ
蕘セウ

蒭
刈ル
レ

草ヲ
者

蕘
採ル
レ

柴
者

毛
詩
詢ル
二

于
｜
｜ニ
一

〔
亀
田
本
〕
24

６

蒭スウ
蕘ゼウ

｜ハ
刈ル
レ

草ヲ
者ノ
｜ハ
採ル
レ

柴ヲ
者

毛
詩ニ
詢ウ
二

于
｜
｜ニ
一

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』
は
同
注
で
あ
る
が
、「
｜ハ
刈ル
レ

草ヲ

者

｜
採
レ

柴
者

毛
詩ニ
詢ウ
于
｜
｜ヲ
一

矣
」
と
文
末
に
「
矣
」
を
付
す
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
蒭ハ
刈ル
レ

草ヲ
者

蕘ハ
採ル
レ

薪ヲ
者
也

毛
詩
詢
于

｜
｜
」
と
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
筑
波
大
学
本
』
は
「
｜
刈
レ

草
者

｜
採
レ

紫
者

毛
詩
詢フ
二

于
｜
｜ニ
一

蒭
字
是
也
」
と
末
尾
に
補
入
が

あ
る
。
ま
た
「
紫
」
は
「
柴
」
の
字
形
相
似
に
よ
る
誤
写
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
略
同
で
あ
る
。

五
、
家
屋
門
第
七

伊
部
５

１

殷
冨
門

禁
裡
十
二
門ノ
内

西
面

偉
鑑
門

同
北
面
也

〔
亀
田
本
〕
38

１

殷
冨
門

以
上
西
面

『
下
学
集
』
は
「
大
内
十
二
門
」
と
し
て
「
陽
明
門
・
待
賢
門
・
郁
芳
門
・
美
福
門
・
朱

雀
門
・
皇
嘉
門
・
談
天
門
・
藻
壁
門
・
殷
冨
門
・
安
喜
門
・
偉
鑑
門
・
達
智
門
」
の
一
二
門
を
列
記
す
る
。
こ
れ
は
『
拾
芥
抄
』
中

巻
の
「
宮
城
部
第
十
九
」
を
典
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

伊
部
５

３

礎イシズヱ
同

同

「

三
字
義
同

柱ノ
下ノ
石
也

〔
亀
田
本
〕
40

３

礎イシズヱ
同

二
字
義
同

『
下
学
集
』
は
『
前
田
本
』
に
標
出
語
が
存
せ
ず
、
ま
た
『
丹
表
紙
七
行
本
』
が
「
礎イシズヱ
」

（
無
注
）
と
す
る
以
外
、
多
く
の
伝
本
は
大
同
で
あ
る
が
、『
春
林
本
』
の
注
記
は
「
二
字
同
義
」
で
あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』

は
「
二
字
同
」
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

波
部
51

４

破ハ
風フ

〔
亀
田
本
〕
40

４

破ハ
風フ

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
欠
如
す
る
以
外
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

波
部
51

５

階ハシ
隠ガクシ

〔
亀
田
本
〕
38

６

階ハシ
隠ガクシ

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
全
て
存
す
る
。

波
部
51

５

埴ハ
生ニフノ
小コ
屋ヤ

万
葉
作
二

赤ハ
土ニフノ
小コ
屋ヤト
一

土
民ノ
所
居
也

〔
亀
田
本
〕
39

６

埴ハ
生ニフノ
小コ
屋ヤ

土
民ノ
所
居

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
「
賤
人ノ
居
所
」
と
な
つ
て
ゐ
て
、『
川
瀬
博
士

旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
民
屋
也
」
で
あ
る
。
そ
の
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
で
あ
る
。

保
部
94

８

鳳ホウ
闕ケツ

指
二

禁
裡ヲ
一

也

北ホツ
闕ケツ

同
上

〔
亀
田
本
〕
38

２

鳳ホウ
闕ケツ

指
二

禁
裡
一

禁キン
掖エキ

上
同

北
闕

上
同

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
鳳
闕

指ス
二

禁
裏ヲ
一

禁
掖

指
禁
裏

北
闕

指
禁
裡
」
と
「
上
同
」
ま
た
は
「
同
上
」
と
せ
ず
に
一
語
一
語
に
注
記
を
施
す
。『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行

大
本
』
も
「
鳳
闕

指ス
二

禁
裏ヲ
一

禁
掖

指ス
二

禁
裏
一

北
闕

指
二

禁
裏ヲ
一

で
あ
る
。『
榊
原
本
』
は
「
鳳
闕

指
禁
裏

禁
掖

北
闕

各
同
上
」
と
略
同
で
あ
る
が
表
記
に
小
異
が
あ
る
。『
筑
波
大
学
本
』
も
「
鳳
闕

指
禁
裏

禁
掖

同

北
闕

同
」、『
前
田
本
』

は
「
鳳
闕

指
禁
裡

禁
掖

掖ハ
指
禁
裏

北
闕

同
」
で
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
北
闕

同
上
」
と
作
り
、「
闕
」

を
「
閼
」
と
誤
写
。『
村
口
本
』
は

鳳
闕

指ス
二

禁
中ヲ
一

」
と
あ
り
「
禁
掖

同
上

北
闕

同
上
」
と
す
る
。『
陽
明
本
』
は
「
鳳

闕

禁
掖

北
闕

以
上
皆
指
禁
裏
」
と
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
「
北
闕

大
内
」
に
て
「
鳳
闕
」「
禁
掖
」
は
欠
如
す
る
。

辺
部
1

４

塀ヘイ

〔
亀
田
本
〕
39

１

塀ヘイ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
屛
」
に
作
る
。
他
本
は
「
塀
」。

辺
部
1

４

ヘ
ツ
イ

竈カマ
ド

〔
亀
田
本
〕
38

」

６

竃カマト

『
下
学
集
』
の
多
く
の
伝
本
の
傍
訓
は
「
カ
マ
ド
」、『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
カ
マ

辞

で
あ
る
。

土
部
1

７

東トウ
司ス

天
竺ノ

二

也

又
云
二

圊
司ト
一

一 一

二 一
二

真



〔
亀
田
本
〕
40

４

高カウ
欄ラン

檻ヲハシマ

『
下
学
集
』
諸
本
の
情
況
は
前
項
の
ご
と
し
。

加
部
2

７

隔カフ
子シ

〔
亀
田
本
〕
40

２

隔カウ
子シ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
格カウ
子シ
」
に
作
り
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
存
せ

ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
で
あ
る
。

加
部
2

８

鴨カモ
居イ

〔
亀
田
本
〕
40

１

鴨カモ
居イ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

１

竃カマト

〔
亀
田
本
〕
38

６

竃カマト

『
下
学
集
』
の
『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
竃カマ
」
と
傍
訓
「
カ
マ
」
で
あ
る
が
、
他
本
は
「
竃カマト
」
で
あ

る
。
⇩
「
辺
部
」
1

4

加
部
2

１

墻カキ
同垣

合カ
其キ
合
紀

壁カヘ

角カ
鼇ヘ
合
紀

〔
亀
田
本
〕
39

１

垣カキ
同墻

二
字
義
同

壁カヘ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
の
書
入
れ
部
分
に
「
垣
墻

二
字
義
」

が
あ
り
、
挿
入
符
に
基
づ
い
て
「
壁カヘ
」
の
上
に
入
る
こ
と
と
な
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
た
だ
し
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は

「
壁
」
の
み
存
し
「
垣
墻
」
は
存
せ
ず
。

加
部
2

１

厠カワヤ

即
東
司
也

日
本ノ
俗

因
二

訓キン
呼コ
相
似ニ
一

呼
レ

厠ヲ
云
二

高
野
可
レ

笑

又
一
説
云

我
朝
高
野
山

縁
三

地
形
盡
表
二

曼
陀
羅

義ヲ
一

不
レ

令
三

人
々
留メ
二

不
潔
於
此
山ニ
一

故
糞
屋
必
架
二

河
上ニ
一

而
流
二

不
潔ヲ
一

也

由
是

高
野
一
山ニ
呼
二

東
司ヲ
一

曰
二

河カワ
屋ヤト一

也

屛ヘイ
厠シ
滅

罪

南
方ノ
釋
氏
呼
二

東
司ヲ
一

虚
空
蔵
経
云

若シ
滅
罪ノ
人

治ルコト
レ

厠ヲ
八
百
日

能
滅ス
二

罪
咎ヲ
一

釋
氏
要
覧

〔
亀
田
本
〕
39

２

厠カハヤ

即
東
司
也

然
日
本
俗

因テ
二

訓
呼
相
似タルニ
一

呼テ
レ

厠ヤヲ
云フ
二

高
野ト
一

可
レ

笑
也

又
一
説ニ
云

我
朝ノ
高
野
山ハ
縁テ
二

地
形

コ
ト
〳
〵
ク

尽

表スルニ
二

曼
陀
羅ノ
義
一

不
レ

令シテ二

人
ヲ々

一

留メ
二

不
浄
潔ヲ
於
此ノ
山ニ
一

故ニ
糞
屋

必ス
架シテ二

河
上ニ
一

而
流
二

不
潔ヲ
一

也

由テ
レ

此ニ
高
野
一
山ニ
呼テ
二

東

〔
亀
田
本
〕
39

２

西セイ
浄シヤウ

東
司

厠

即
東
司
也
（
下
略
）

39

４

僧
厠

律
家ニ
呼テ
二

東
司ヲ
一

云
二

｜
｜ト
一

『
下
学
集
』
の
標
出

字
に
「
東
司
」
は
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
厠
」
と
「
僧
厠
」
は
存
す
る
が
、「
西
浄
」
存
せ
ず
。

土
部
1

８

門田トシキミ

閫
同

戸
限

〔
亀
田
本
〕
39

７

門田トシキミ

戸
限

『
下
学
集
』
の
多
く
の
伝
本
は
「
閫

戸
限
」
に
作
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
閾トシキミ
」

知
部
1

４

帳チヤウ
臺ダイ

或
作
二

帳
内ト
一

倭
俗ノ
奥
室

〔
亀
田
本
〕
38

６

帳
臺

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
「
帳
臺
」（
無
注
）
が
存
す
る
。

知
部
1

４

亭チン

訓シテ
云

阿ア
波ハ
羅ラ
耶ヤ

〔
亀
田
本
〕
38

７

亭チン

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
の
書
入
れ
部
分
に
補
入
す
る
。
た
だ

し
『
下
学
集
』
に
注
記
は
存
せ
ず
。

奴
部
2

３

塗
籠

土
民ノ
所
レ

居ヲル

〔
亀
田
本
〕
38

６

塗ヌリ
籠コメ

土
民ノ
所
レ

言

『
下
学
集
』
の
『
榊
原
本
』
は
「
土
民
所
」
で
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
標

出
語
存
せ
ず
。
而
か
る
に
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
土
民
之
所
レ

居
也
」
に
て
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
近
い
。
他
は
『
亀
田
本
』
に

同
じ
で
あ
る
。

遠
部
2

１

欄ヲワシマ

檻

丫
晩ワ
遅シ
蔓マ

於ヲ
波ワ
志シ
摩マ

迂ヲ
墜ワ
志シ
波マ
合
紀

〔
亀
田
本
〕
40

４

欄ラン
干カン

高カウ
檻ラン

檻ヲハシマ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
語
注
「
檻ヲハシマ
」
が
存

せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
も
見
ら
れ
な
い
。『
春
林
本
』『
榊
原
本
』『
前
田
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
村
口
本
』『
毛
呂
氏
旧

蔵
九
行
本
』『
陽
明
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』
等
、
多
く
の
伝
本
の
注
記
は
「
檻ヲハシマ
也
」
で
あ
る
。

加
部
2

６

高
欄ラン

高
楼ノ
檻
也

一
二
四

一
二
三



〔
亀
田
本
〕
40

４

高カウ
欄ラン

檻ヲハシマ

『
下
学
集
』
諸
本
の
情
況
は
前
項
の
ご
と
し
。

加
部
2

７

隔カフ
子シ

〔
亀
田
本
〕
40

２

隔カウ
子シ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
格カウ
子シ
」
に
作
り
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
存
せ

ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
で
あ
る
。

加
部
2

８

鴨カモ
居イ

〔
亀
田
本
〕
40

１

鴨カモ
居イ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
標
出
語
存
せ
ず
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

加
部
2

１

竃カマト

〔
亀
田
本
〕
38

６

竃カマト

『
下
学
集
』
の
『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
竃カマ
」
と
傍
訓
「
カ
マ
」
で
あ
る
が
、
他
本
は
「
竃カマト
」
で
あ

る
。
⇩
「
辺
部
」
1

4

加
部
2

１

墻カキ
同垣

合カ
其キ
合
紀

壁カヘ

角カ
鼇ヘ
合
紀

〔
亀
田
本
〕
39

１

垣カキ
同墻

二
字
義
同

壁カヘ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
の
書
入
れ
部
分
に
「
垣
墻

二
字
義
」

が
あ
り
、
挿
入
符
に
基
づ
い
て
「
壁カヘ
」
の
上
に
入
る
こ
と
と
な
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。
た
だ
し
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は

「
壁
」
の
み
存
し
「
垣
墻
」
は
存
せ
ず
。

加
部
2

１

厠カワヤ

即
東
司
也

日
本ノ
俗

因
二

訓キン
呼コ
相
似ニ
一

呼
レ

厠ヲ
云
二

高
野
可
レ

笑

又
一
説
云

我
朝
高
野
山

縁
三

地
形
盡
表
二

曼
陀
羅

義ヲ
一

不
レ

令
三

人
々
留メ
二

不
潔
於
此
山ニ
一

故
糞
屋
必
架
二

河
上ニ
一

而
流
二

不
潔ヲ
一

也

由
是

高
野
一
山ニ
呼
二

東
司ヲ
一

曰
二

河カワ
屋ヤト一

也

屛ヘイ
厠シ
滅

罪

南
方ノ
釋
氏
呼
二

東
司ヲ
一

虚
空
蔵
経
云

若シ
滅
罪ノ
人

治ルコト
レ

厠ヲ
八
百
日

能
滅ス
二

罪
咎ヲ
一

釋
氏
要
覧

〔
亀
田
本
〕
39

２

厠カハヤ

即
東
司
也

然
日
本
俗

因テ
二

訓
呼
相
似タルニ
一

呼テ
レ

厠ヤヲ
云フ
二

高
野ト
一

可
レ

笑
也

又
一
説ニ
云

我
朝ノ
高
野
山ハ
縁テ
二

地
形

コ
ト
〳
〵
ク

尽

表スルニ
二

曼
陀
羅ノ
義
一

不
レ

令シテ二

人
ヲ々

一

留メ
二

不
浄
潔ヲ
於
此ノ
山ニ
一

故ニ
糞
屋

必ス
架シテ二

河
上ニ
一

而
流
二

不
潔ヲ
一

也

由テ
レ

此ニ
高
野
一
山ニ
呼テ
二

東

〔
亀
田
本
〕
39

２

西セイ
浄シヤウ

東
司

厠

即
東
司
也
（
下
略
）

39

４

僧
厠

律
家ニ
呼テ
二

東
司ヲ
一

云
二

｜
｜ト
一

『
下
学
集
』
の
標
出

字
に
「
東
司
」
は
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
厠
」
と
「
僧
厠
」
は
存
す
る
が
、「
西
浄
」
存
せ
ず
。

土
部
1

８

門田トシキミ

閫
同

戸
限

〔
亀
田
本
〕
39

７

門田トシキミ

戸
限

『
下
学
集
』
の
多
く
の
伝
本
は
「
閫

戸
限
」
に
作
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
閾トシキミ
」

知
部
1

４

帳チヤウ
臺ダイ

或
作
二

帳
内ト
一

倭
俗ノ
奥
室

〔
亀
田
本
〕
38

６

帳
臺

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
「
帳
臺
」（
無
注
）
が
存
す
る
。

知
部
1

４

亭チン

訓シテ
云

阿ア
波ハ
羅ラ
耶ヤ

〔
亀
田
本
〕
38

７

亭チン

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
の
書
入
れ
部
分
に
補
入
す
る
。
た
だ

し
『
下
学
集
』
に
注
記
は
存
せ
ず
。

奴
部
2

３

塗
籠

土
民ノ
所
レ

居ヲル

〔
亀
田
本
〕
38

６

塗ヌリ
籠コメ

土
民ノ
所
レ

言

『
下
学
集
』
の
『
榊
原
本
』
は
「
土
民
所
」
で
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
標

出
語
存
せ
ず
。
而
か
る
に
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
土
民
之
所
レ

居
也
」
に
て
『
広
本
節
用
集
』
に
最
も
近
い
。
他
は
『
亀
田
本
』
に

同
じ
で
あ
る
。

遠
部
2

１

欄ヲワシマ

檻

丫
晩ワ
遅シ
蔓マ

於ヲ
波ワ
志シ
摩マ

迂ヲ
墜ワ
志シ
波マ
合
紀

〔
亀
田
本
〕
40

４

欄ラン
干カン

高カウ
檻ラン

檻ヲハシマ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
語
注
「
檻ヲハシマ
」
が
存

せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
語
も
見
ら
れ
な
い
。『
春
林
本
』『
榊
原
本
』『
前
田
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
村
口
本
』『
毛
呂
氏
旧

蔵
九
行
本
』『
陽
明
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』
等
、
多
く
の
伝
本
の
注
記
は
「
檻ヲハシマ
也
」
で
あ
る
。

加
部
2

６

高
欄ラン

高
楼ノ
檻
也

一
二
四

一
二
三



司ヲ
一

曰フ
二

河
屋ト
一

也

『
下
学
集
』
に
は
『
広
本
節
用
集
』
の
語
注
末
尾
の
「
屛
厠
滅
罪
南
方ノ
釋
氏
…
…
釋
氏
要
覧
」
と
の
『
釋
氏
要

覧
』
の
引
用
記
事
が
存
せ
ず
。『
下
学
集
』
の
注
文
は
諸
本
略
同
。
た
だ
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
故ニ
糞
屋
必ス
架シテ二

河
上ニ
一

而
流
二

不
潔ヲ
一

也
」
の
部
分
を
欠
い
て
ゐ
る
。
ま
た
「
由テ
レ

此
」
の
表
記
を
「
由
レ

是ニ
」
に
作
る
。「
由
レテ
此
」
を
「
由
レ

是ニ
」
と
す
る
の
は
『
下
学
集
』

の
大
半
の
伝
本
が
斯
く
作
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
限
つ
て
は
「
厠カワヤ

倶
東
司
也
」
と
注
す
る
の
み
で
特
異
で
あ
る
。

太
部
3

６

塔タツ
頭チウ

長
老
也

墓ツカ
処
也

〔
亀
田
本
〕
38

４

塔タツ
頭チウ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
の
傍
訓
は
「
塔タン
頭チウ
」
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

太
部
3

８

瀧タキ
口クチノ
戸ト

清
凉
殿ノ
北

〔
亀
田
本
〕
37

４

瀧
口ノ
戸ト

清
凉
殿
北

『
下
学
集
』
は
「
家
屋
門
」
冒
頭
の
「
大
内
諸
殿
」（『
亀
田
本
』
は
「
諸
天
」
と
作
る
借
字
）

の
語
群
中
に
見
ら
れ
諸
本
大
同
で
あ
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
の
注
文
は
「
清
凉
殿
之
北
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
清
凉
殿
北
也
」

に
作
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

太
部
3

１

大
極
殿

小
安
殿

待
賢
門

内
裡
十
二
門ノ
内
東
面

達
智
門

同
北
面
也

談
天
門

同
西
面
也

〔
亀
田
本
〕
37

５

大
極
殿

小
安
殿

37

７

待
賢
門

38

１

達
智
門

37

８

談
天
門

『
下
学
集
』
の
「
大
内
諸
殿
」
に

「
大
極
殿
」
は
認
め
ら
れ
、「
待
賢
門
」「
達
智
門
」「
談
天
門
」
は
「
大
内
十
二
門
」
中
に
存
す
る
語
群
中
の
も
の
で
あ
る
。
孰
れ
も
『
下

学
集
』
が
『
拾
芥
抄
』
を
典
拠
に
し
た
語
で
あ
る
。「
談
天
門
」
は
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
榊
原
本
』『
川

瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
等
多
く
の
伝
本
が
「
淡
天
門
」

に
作
る
。『
亀
田
本
』
の
ご
と
く
「
談
門
門
」
に
作
る
の
は
、
他
に
『
前
田
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
等
が
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
況
か
ら
し
て
も
『
広
本
節
用
集
』
は
『
亀
田
本
』
に
最
も
近
似
す
る
。

太
部
3

２

臺ダイ
所ドコロ

盛ル
レ

飯ヲ
俗
室

〔
亀
田
本
〕
38

５

臺ダイ
所シヨ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
村
口
本
』『
前
田
本
』
等
は
傍
訓
が
存
せ
ぬ
が
、『
筑
波
大
学
本
』
は

「
臺タイ
所ロ
」、
そ
の
他
多
く
の
伝
本
は
「
臺ダイ
所ドコロ
」
と
「
ダ
イ
ド
コ
ロ
」（
ま
た
は
「
タ
イ
ト
コ
ロ
」）
と
施
訓
し
て
を
り
、『
亀
田
本
』
の

ご
と
く
「
ダ
イ
シ
ヨ
」
と
す
る
伝
本
は
少
な
い
。

太
部
3

２

對タイ
屋ヤ

〔
亀
田
本
〕
38

７

對タイ
屋ヤ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
前
田
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
榊
原
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵

二
冊
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
等
多
く
の
伝
本
の
傍
訓
が
「
タ
イ

ノ
ヤ
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。
ま
た
殆
ん
ど
の
伝
本
は
標
出
語
の
み
に
て
無
注
で
あ
る
が
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
「
土
民
居
所
」
と
の

注
記
が
見
ら
れ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
「
對
屋
」
の
直
前
の
「
塗
篭

土
民
之
所
居
也
」
に
牽
引
せ
ら
れ
た
る
か
。

太
部
3

２

椽タルキ

又
作
二

垂タル
木キ

棚

〔
亀
田
本
〕
40

２

椽タルキ

又
ハ
垂
木

39

７

棚タナ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
前
田
本
』『
榊
原
本
』『
筑
波

大
学
本
』『
天
文
十
三
年
本
』
等
の
注
文
は
「
又
垂
木
」
に
て
、「
又
ハ
」
と
「
ハ
」
を
送
る
の
は
『
亀
田
本
』
の
外
『
八
行
大
本
』
な

ど
少
な
い
。
た
だ
し
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
椽
」（
無
注
）
で
あ
り
、「
棚
」
は
標
出
字
も
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は

逆
に
「
棚
」
は
存
す
る
が
「
椽
」
は
存
せ
ず
。

禮
部
3

４

連レン
子ジ

狭サ
間マ

障
子

〔
亀
田
本
〕
40

２

連レン
子シ

狹サ
門マ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
連レン
子シ

狹サ
間マ
」
で
あ
り
、『
亀
田
本
』
の
「
狹
門
」
の
「
門
」

は
「
間
」
の
誤
写
た
る
こ
と
を
識
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
以
外
の
伝
本
は
『
文
明
十
一
年
本
』
に
同
じ
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
略
本

で
あ
る
の
で
標
出
語
を
欠
如
し
て
ゐ
る
。

曽
部
3

８

總
門

一
二
六

一
二
五



司ヲ
一

曰フ
二

河
屋ト
一

也

『
下
学
集
』
に
は
『
広
本
節
用
集
』
の
語
注
末
尾
の
「
屛
厠
滅
罪
南
方ノ
釋
氏
…
…
釋
氏
要
覧
」
と
の
『
釋
氏
要

覧
』
の
引
用
記
事
が
存
せ
ず
。『
下
学
集
』
の
注
文
は
諸
本
略
同
。
た
だ
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
故ニ
糞
屋
必ス
架シテ二

河
上ニ
一

而
流
二

不
潔ヲ
一

也
」
の
部
分
を
欠
い
て
ゐ
る
。
ま
た
「
由テ
レ

此
」
の
表
記
を
「
由
レ

是ニ
」
に
作
る
。「
由
レテ
此
」
を
「
由
レ

是ニ
」
と
す
る
の
は
『
下
学
集
』

の
大
半
の
伝
本
が
斯
く
作
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
限
つ
て
は
「
厠カワヤ

倶
東
司
也
」
と
注
す
る
の
み
で
特
異
で
あ
る
。

太
部
3

６

塔タツ
頭チウ

長
老
也

墓ツカ
処
也

〔
亀
田
本
〕
38

４

塔タツ
頭チウ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
の
傍
訓
は
「
塔タン
頭チウ
」
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

太
部
3

８

瀧タキ
口クチノ
戸ト

清
凉
殿ノ
北

〔
亀
田
本
〕
37

４

瀧
口ノ
戸ト

清
凉
殿
北

『
下
学
集
』
は
「
家
屋
門
」
冒
頭
の
「
大
内
諸
殿
」（『
亀
田
本
』
は
「
諸
天
」
と
作
る
借
字
）

の
語
群
中
に
見
ら
れ
諸
本
大
同
で
あ
る
。『
天
文
十
三
年
本
』
の
注
文
は
「
清
凉
殿
之
北
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
清
凉
殿
北
也
」

に
作
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

太
部
3

１

大
極
殿

小
安
殿

待
賢
門

内
裡
十
二
門ノ
内
東
面

達
智
門

同
北
面
也

談
天
門

同
西
面
也

〔
亀
田
本
〕
37

５

大
極
殿

小
安
殿

37

７

待
賢
門

38

１

達
智
門

37

８

談
天
門

『
下
学
集
』
の
「
大
内
諸
殿
」
に

「
大
極
殿
」
は
認
め
ら
れ
、「
待
賢
門
」「
達
智
門
」「
談
天
門
」
は
「
大
内
十
二
門
」
中
に
存
す
る
語
群
中
の
も
の
で
あ
る
。
孰
れ
も
『
下

学
集
』
が
『
拾
芥
抄
』
を
典
拠
に
し
た
語
で
あ
る
。「
談
天
門
」
は
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
榊
原
本
』『
川

瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
等
多
く
の
伝
本
が
「
淡
天
門
」

に
作
る
。『
亀
田
本
』
の
ご
と
く
「
談
門
門
」
に
作
る
の
は
、
他
に
『
前
田
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
等
が
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
況
か
ら
し
て
も
『
広
本
節
用
集
』
は
『
亀
田
本
』
に
最
も
近
似
す
る
。

太
部
3

２

臺ダイ
所ドコロ

盛ル
レ

飯ヲ
俗
室

〔
亀
田
本
〕
38

５

臺ダイ
所シヨ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
村
口
本
』『
前
田
本
』
等
は
傍
訓
が
存
せ
ぬ
が
、『
筑
波
大
学
本
』
は

「
臺タイ
所ロ
」、
そ
の
他
多
く
の
伝
本
は
「
臺ダイ
所ドコロ
」
と
「
ダ
イ
ド
コ
ロ
」（
ま
た
は
「
タ
イ
ト
コ
ロ
」）
と
施
訓
し
て
を
り
、『
亀
田
本
』
の

ご
と
く
「
ダ
イ
シ
ヨ
」
と
す
る
伝
本
は
少
な
い
。

太
部
3

２

對タイ
屋ヤ

〔
亀
田
本
〕
38

７

對タイ
屋ヤ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
前
田
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
榊
原
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵

二
冊
本
』『
陽
明
本
』『
村
口
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
等
多
く
の
伝
本
の
傍
訓
が
「
タ
イ

ノ
ヤ
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。
ま
た
殆
ん
ど
の
伝
本
は
標
出
語
の
み
に
て
無
注
で
あ
る
が
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
「
土
民
居
所
」
と
の

注
記
が
見
ら
れ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
「
對
屋
」
の
直
前
の
「
塗
篭

土
民
之
所
居
也
」
に
牽
引
せ
ら
れ
た
る
か
。

太
部
3

２

椽タルキ

又
作
二

垂タル
木キ

棚

〔
亀
田
本
〕
40

２

椽タルキ

又
ハ
垂
木

39

７

棚タナ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
前
田
本
』『
榊
原
本
』『
筑
波

大
学
本
』『
天
文
十
三
年
本
』
等
の
注
文
は
「
又
垂
木
」
に
て
、「
又
ハ
」
と
「
ハ
」
を
送
る
の
は
『
亀
田
本
』
の
外
『
八
行
大
本
』
な

ど
少
な
い
。
た
だ
し
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
椽
」（
無
注
）
で
あ
り
、「
棚
」
は
標
出
字
も
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は

逆
に
「
棚
」
は
存
す
る
が
「
椽
」
は
存
せ
ず
。

禮
部
3

４

連レン
子ジ

狭サ
間マ

障
子

〔
亀
田
本
〕
40

２

連レン
子シ

狹サ
門マ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
連レン
子シ

狹サ
間マ
」
で
あ
り
、『
亀
田
本
』
の
「
狹
門
」
の
「
門
」

は
「
間
」
の
誤
写
た
る
こ
と
を
識
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
以
外
の
伝
本
は
『
文
明
十
一
年
本
』
に
同
じ
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
略
本

で
あ
る
の
で
標
出
語
を
欠
如
し
て
ゐ
る
。

曽
部
3

８

總
門

一
二
六

一
二
五



〔
亀
田
本
〕
39

６

聡ソウ
門

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
の
標
出
語
は
「
總
門
」
に
作
り
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。『
村

口
本
』『
筑
波
大
学
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
総
門
」。『
前
田
本
』
は
「
惣
門
」
で
あ
り
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
「
聡

門
」
で
あ
る
。

曽
部
3

１

僧
）
｜
厠シ

律
家ニ
呼
二

東
司ヲ
一

云
二

｜
｜ト
一

〔
亀
田
本
〕
39

４

僧
厠シ

律
家ニ
呼テ
二

東
司ヲ
一

云
｜
｜ト
一

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
村
口
本
』
の
注
文
は
「
律
家
呼
二

東
司
一

曰
｜
｜
也
」
に
作
る
。『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
も
「
律
家ニ
呼テ
二

東
司ヲ
一

曰
二

｜
｜ト
一

」
で
末
尾

の
「
也
」
は
無
い
。
而
か
る
に
『
春
林
本
』
は
こ
の
標
出
語
を
欠
如
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
で
、『
広
本
節
用
集
』
に
一

致
す
る
。

津
部
4

４

ツ
ボ
子

局

女
室

〔
亀
田
本
〕
38

６

ツ
ボ
子

局

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
存
す
る
が
、「
女
室
」
と
い
ふ
注
記
は
存
せ
ず
。

津
部
4

４

束ツカ
柱ハシラ

或
作
二

短
柱
一

〔
亀
田
本
〕
40

３

束ツカ
柱ハシラ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
榊
原
本
』『
春
林
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
毛
呂

氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
注
記
と
し
て
「
｜
或
作
短
」
と
あ
り
、『
村
口
本
』『
陽
明
本
』『
八
行
大
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
も
「
束

或
作
レ

短
」
と
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
或
作
短
」、『
前
田
本
』
は
「
束

或
作
レ

短

二
字
義
同
」
と
あ
つ
て
、
小
異
が
認
め
ら

れ
る
。『
亀
田
本
』
の
ご
と
き
無
注
の
テ
ク
ス
ト
は
他
に
な
い
。

津
部
4

５

築ツイ
地ヂ

自
二

秦ノ
始
皇
之
時
一

始
也

〔
亀
田
本
〕
39

１

築ツイ
地チ

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
諸
本
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
諸
本
は
標
出
字
の
み
に
て
注

記
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
も
存
せ
ず
。

禰
部
4

３

子
ヤ閨

同房

〔
亀
田
本
〕
38

６

子
ヤ閨

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
存
す
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
見
ら
れ
ず
。

奈
部
4

７

内
教
坊

樂
所

〔
亀
田
本
〕
37

６

内
教
坊

楽
所

『
下
学
集
』
は
「
大
内
諸
殿
」
と
「
大
内
十
二
門
」
と
の
間
に
置
く
。
こ
の
標
出
語
は
諸
本
に

見
ら
れ
る
。『
村
口
本
』
の
傍
訓
は
「
ナ
イ
ゲ
ウ
バ
ウ
」。『
八
行
大
本
』
の
注
文
は
「
楽
處
」
に
作
る
。
ま
た
『
天
文
十
三
年
本
』
の

標
出
字
は
「
内
坊
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。

奈
部
4

７

長
押

或
作
二

擲
石
一

漢ニハ
云
二

承
塵
一

〔
亀
田
本
〕
40

１

長ナゲ
押シ

漢ニハ
云
承セウ
塵シント一

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
大
同
で
あ
る
が
、『
筑
波
大
学
本
』
の
注
文
は
「
漢ニハ
曰
レ

承
塵ト
」
に

作
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
漢
云
承
塵ト
一

也
」
と
「
也
」
を
付
す
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

良
部
4

６

欄ラン
干カン

闌
干

蘭
干

蘭
竿

〔
亀
田
本
〕
40

４

欄ラン
干カン

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
が
、
略
本
た
る
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
欠
如
す
る
。

良
部
4

６

廊ラウ
下カ

或
作
二

廊
架ト
一

〔
亀
田
本
〕
39

１

廊ラウ
架カ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
廊
下
」
に
作
り
、『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。
他
本

は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
「
廊
架
」
で
あ
る
。

宇
部
4

４

温ウン
明メイ
殿デン

即
内
侍ノ
南
殿ノ
東
主シユ
上

常
居
レ

之

〔
亀
田
本
〕
37

２

温ウン
明メイ
殿

即
内
侍
所
南
殿
東
主
上

常ニ
居ス
レ

之

『
下
学
集
』
は
「
家
屋
門
」
冒
頭
の
「
大
内
諸
殿
」
の
三
番
め
に

置
か
れ
、
諸
本
大
同
で
あ
る
が
、
テ
ク
ス
ト
に
よ
つ
て
は
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
の
注
文
は
「
即
内
侍
所
南
殿
東
主

上

常
居
レ

之
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
南
殿
之
東
有
レ

政
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
即
内
侍
所
南
殿

一
二
八

一
二
七



〔
亀
田
本
〕
39

６

聡ソウ
門

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
の
標
出
語
は
「
總
門
」
に
作
り
『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。『
村

口
本
』『
筑
波
大
学
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
総
門
」。『
前
田
本
』
は
「
惣
門
」
で
あ
り
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
「
聡

門
」
で
あ
る
。

曽
部
3

１

僧
）
｜
厠シ

律
家ニ
呼
二

東
司ヲ
一

云
二

｜
｜ト
一

〔
亀
田
本
〕
39

４

僧
厠シ

律
家ニ
呼テ
二

東
司ヲ
一

云
｜
｜ト
一

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
村
口
本
』
の
注
文
は
「
律
家
呼
二

東
司
一

曰
｜
｜
也
」
に
作
る
。『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
も
「
律
家ニ
呼テ
二

東
司ヲ
一

曰
二

｜
｜ト
一

」
で
末
尾

の
「
也
」
は
無
い
。
而
か
る
に
『
春
林
本
』
は
こ
の
標
出
語
を
欠
如
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
で
、『
広
本
節
用
集
』
に
一

致
す
る
。

津
部
4

４

ツ
ボ
子

局

女
室

〔
亀
田
本
〕
38

６

ツ
ボ
子

局

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
存
す
る
が
、「
女
室
」
と
い
ふ
注
記
は
存
せ
ず
。

津
部
4

４

束ツカ
柱ハシラ

或
作
二

短
柱
一

〔
亀
田
本
〕
40

３

束ツカ
柱ハシラ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
榊
原
本
』『
春
林
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
毛
呂

氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
注
記
と
し
て
「
｜
或
作
短
」
と
あ
り
、『
村
口
本
』『
陽
明
本
』『
八
行
大
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』
も
「
束

或
作
レ

短
」
と
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
或
作
短
」、『
前
田
本
』
は
「
束

或
作
レ

短

二
字
義
同
」
と
あ
つ
て
、
小
異
が
認
め
ら

れ
る
。『
亀
田
本
』
の
ご
と
き
無
注
の
テ
ク
ス
ト
は
他
に
な
い
。

津
部
4

５

築ツイ
地ヂ

自
二

秦ノ
始
皇
之
時
一

始
也

〔
亀
田
本
〕
39

１

築ツイ
地チ

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
諸
本
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
諸
本
は
標
出
字
の
み
に
て
注

記
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
も
存
せ
ず
。

禰
部
4

３

子
ヤ閨

同房

〔
亀
田
本
〕
38

６

子
ヤ閨

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
存
す
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
見
ら
れ
ず
。

奈
部
4

７

内
教
坊

樂
所

〔
亀
田
本
〕
37

６

内
教
坊

楽
所

『
下
学
集
』
は
「
大
内
諸
殿
」
と
「
大
内
十
二
門
」
と
の
間
に
置
く
。
こ
の
標
出
語
は
諸
本
に

見
ら
れ
る
。『
村
口
本
』
の
傍
訓
は
「
ナ
イ
ゲ
ウ
バ
ウ
」。『
八
行
大
本
』
の
注
文
は
「
楽
處
」
に
作
る
。
ま
た
『
天
文
十
三
年
本
』
の

標
出
字
は
「
内
坊
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。

奈
部
4

７

長
押

或
作
二

擲
石
一

漢ニハ
云
二

承
塵
一

〔
亀
田
本
〕
40

１

長ナゲ
押シ

漢ニハ
云
承セウ
塵シント一

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
大
同
で
あ
る
が
、『
筑
波
大
学
本
』
の
注
文
は
「
漢ニハ
曰
レ

承
塵ト
」
に

作
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
漢
云
承
塵ト
一

也
」
と
「
也
」
を
付
す
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

良
部
4

６

欄ラン
干カン

闌
干

蘭
干

蘭
竿

〔
亀
田
本
〕
40

４

欄ラン
干カン

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
が
、
略
本
た
る
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
欠
如
す
る
。

良
部
4

６

廊ラウ
下カ

或
作
二

廊
架ト
一

〔
亀
田
本
〕
39

１

廊ラウ
架カ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
廊
下
」
に
作
り
、『
広
本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。
他
本

は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
「
廊
架
」
で
あ
る
。

宇
部
4

４

温ウン
明メイ
殿デン

即
内
侍ノ
南
殿ノ
東
主シユ
上

常
居
レ

之

〔
亀
田
本
〕
37

２

温ウン
明メイ
殿

即
内
侍
所
南
殿
東
主
上

常ニ
居ス
レ

之

『
下
学
集
』
は
「
家
屋
門
」
冒
頭
の
「
大
内
諸
殿
」
の
三
番
め
に

置
か
れ
、
諸
本
大
同
で
あ
る
が
、
テ
ク
ス
ト
に
よ
つ
て
は
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
の
注
文
は
「
即
内
侍
所
南
殿
東
主

上

常
居
レ

之
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
南
殿
之
東
有
レ

政
」、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
即
内
侍
所
南
殿

一
二
八

一
二
七



東
主

玉
フ

居

」
で
あ
る
。

宇
部
4

４

温
）
｜
室

風
呂
名
也

〔
亀
田
本
〕
39

２

風フ
呂ロ

湯
殿
也

日
本ノ
俗
呂
作
レ

炉

大
誤
也

炉
火
器
也

｜
｜
トハ

温
室ト
義
同

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』

に
標
出
語
「
風
呂
」
が
存
せ
ぬ
以
外
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。

宇
部
4

５

宇ウ
立ダテ

〔
亀
田
本
〕
40

１

宇ウ
立タテ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊

本
』
は
「
宇ウ
立タチ
」、『
榊
原
本
』『
八
行
大
本
』
は
「
宇ウ
立タツ
」
で
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
存
せ
ず
。

宇
部
4

５

梁ウツハリ
同

３

古
文
真
寶ニ
大
木
為
レ

の

細
木ヲ
為
レ

桷

〔
亀
田
本
〕
40

１

梁ウツハリ

『
下
学
集
』
は
『
文
明
十
一
年
本
』
の
末
尾
に
「

』

ウツハリ

梁
也
」
と
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
こ
の
標

出
語
は
存
せ
ぬ
が
、
他
本
は
「
宇
立
」
の
直
前
に
存
す
る
。

宇
部
4

５

厩ウマヤ

馬
屋

又
驛

〔
亀
田
本
〕
39

５

厩ムマヤ

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』
に
「
厩ムマヤ

馬
屋
」
と
注
文
が
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
八
行
大
本
』

の
傍
訓
は
「
厩ウマヤ
」（
無
注
）
で
、
他
本
は
「
ム
マ
ヤ
」
あ
る
い
は
無
訓
で
あ
る
。
こ
こ
は
『
春
林
本
』
の
語
注
が
『
広
本
節
用
集
』

に
一
致
す
る
。

乃
部
4

６

ノ
キ
ツ
ケ

梠コマ
イ

〔
亀
田
本
〕
40

２

梠コマイ

木
舞

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
注
文
「
木
舞
」
は
存
せ
ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
じ
。

久
部
4

７

皇
嘉
門

禁
裡
十
二
門ノ
内
南
面

〔
亀
田
本
〕
37

７

皇
嘉
門

以
上
南
面
也

『
下
学
集
』
は
「
美
福
門

朱
雀
門

皇
嘉
門
以
上
南

面
也

」
と
す
る
。「
大
内
十
二
門
」
と

す
る
中
に
含
ま
れ
る
。
諸
本
『
亀
田
本
』
と
略
同
で
あ
る
が
、『
陽
明
本
』
は
「
美
福

朱
雀

皇
嘉

以
上
南
面
門
也
」
と
す
る
。
ま

た
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
注
文
は
「
以
上
三
南
門
也
」
と
あ
る
。

久
部
4

７

庫ク
裡リ

又
云
庫ク
司ス

｜ク
院イン

〔
亀
田
本
〕
38

５

庫ク
裡リ

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
前
田
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行

本
』
等
の
標
出
字
は
「
庫
裡
」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

久
部
4

１

車クルマ
宿ヤドリ

〔
亀
田
本
〕
39

５

車クルマ
宿ヤトリ

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
見
受
け
ら
れ
る
。

久
部
4

１

樞クロヽ

同戸多

戸

〔
亀
田
本
〕
40

「

樞クルヽ
キ

『
下
学
集
』

義

『
文
明
十
一
年
本
』
の
傍
訓
は
「

ク
ロ
ヽ

樞ク
ル
ヽ

」、『
天
文
十
三
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本

だ

は
「
樞クルヽ
」。『
村
口
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
樞クルリ
」、『
前
田
本
』『
八
行
大
本
』
は
「
樞クルヽ
キ

」
で
あ
る
。
ま
た
『
筑
波
大
学

本
』
は
「
樞トホソ
」、『
春
林
本
』
は
「

ク
ル
ヽ

樞ト
ホ
ソ

」
と
左
右
両
訓
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
字
存
せ
ず
。『
陽
明
本
』『
榊
原
本
』
は
『
亀

田
本
』
と
同
じ
。

久
部
4

１

蝸クワ
室シツ

蝸
廬ロ

蝸
舎

蝸
屋

蝸
房

皆
小
家ノ
義

〔
亀
田
本
〕
39

７

蝸クワ
室シツ

小
家ノ
義
也

｜
广戸

｜
屋

｜
舎

皆
同
義
也

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
小
家
也

｜
广戸

｜
屋

｜
舎

皆
）

比
義
同
也
」
と
あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
小
家
也

｜
广戸

｜
室

｜
舎
義
也
」、『
村
口
本
』
は

。

小
家ノ
義
也

蝸
屋

蝸
舎

皆

じ

同
」
と
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
字
存
せ
ず

「

他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同

〇

。
た

九

し
諸
本
共

一

蝸

房
」
は
存
せ
ず
。

二三
一

木

木

木



東
主

玉
フ

居

」
で
あ
る
。

宇
部
4

４

温
）
｜
室

風
呂
名
也

〔
亀
田
本
〕
39

２

風フ
呂ロ

湯
殿
也

日
本ノ
俗
呂
作
レ

炉

大
誤
也

炉
火
器
也

｜
｜
トハ

温
室ト
義
同

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』

に
標
出
語
「
風
呂
」
が
存
せ
ぬ
以
外
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。

宇
部
4

５

宇ウ
立ダテ

〔
亀
田
本
〕
40

１

宇ウ
立タテ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊

本
』
は
「
宇ウ
立タチ
」、『
榊
原
本
』『
八
行
大
本
』
は
「
宇ウ
立タツ
」
で
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
存
せ
ず
。

宇
部
4

５

梁ウツハリ
同

３

古
文
真
寶ニ
大
木
為
レ

の

細
木ヲ
為
レ

桷

〔
亀
田
本
〕
40

１

梁ウツハリ

『
下
学
集
』
は
『
文
明
十
一
年
本
』
の
末
尾
に
「

』

ウツハリ

梁
也
」
と
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
こ
の
標

出
語
は
存
せ
ぬ
が
、
他
本
は
「
宇
立
」
の
直
前
に
存
す
る
。

宇
部
4

５

厩ウマヤ

馬
屋

又
驛

〔
亀
田
本
〕
39

５

厩ムマヤ

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』
に
「
厩ムマヤ

馬
屋
」
と
注
文
が
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
八
行
大
本
』

の
傍
訓
は
「
厩ウマヤ
」（
無
注
）
で
、
他
本
は
「
ム
マ
ヤ
」
あ
る
い
は
無
訓
で
あ
る
。
こ
こ
は
『
春
林
本
』
の
語
注
が
『
広
本
節
用
集
』

に
一
致
す
る
。

乃
部
4

６

ノ
キ
ツ
ケ

梠コマ
イ

〔
亀
田
本
〕
40

２

梠コマイ

木
舞

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
注
文
「
木
舞
」
は
存
せ
ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
じ
。

久
部
4

７

皇
嘉
門

禁
裡
十
二
門ノ
内
南
面

〔
亀
田
本
〕
37

７

皇
嘉
門

以
上
南
面
也

『
下
学
集
』
は
「
美
福
門

朱
雀
門

皇
嘉
門
以
上
南

面
也

」
と
す
る
。「
大
内
十
二
門
」
と

す
る
中
に
含
ま
れ
る
。
諸
本
『
亀
田
本
』
と
略
同
で
あ
る
が
、『
陽
明
本
』
は
「
美
福

朱
雀

皇
嘉

以
上
南
面
門
也
」
と
す
る
。
ま

た
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
注
文
は
「
以
上
三
南
門
也
」
と
あ
る
。

久
部
4

７

庫ク
裡リ

又
云
庫ク
司ス

｜ク
院イン

〔
亀
田
本
〕
38

５

庫ク
裡リ

『
下
学
集
』
の
『
春
林
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
前
田
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行

本
』
等
の
標
出
字
は
「
庫
裡
」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

久
部
4

１

車クルマ
宿ヤドリ

〔
亀
田
本
〕
39

５

車クルマ
宿ヤトリ

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
見
受
け
ら
れ
る
。

久
部
4

１

樞クロヽ

同戸多

戸

〔
亀
田
本
〕
40

「

樞クルヽ
キ

『
下
学
集
』

義

『
文
明
十
一
年
本
』
の
傍
訓
は
「

ク
ロ
ヽ

樞ク
ル
ヽ

」、『
天
文
十
三
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本

だ

は
「
樞クルヽ
」。『
村
口
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
は
「
樞クルリ
」、『
前
田
本
』『
八
行
大
本
』
は
「
樞クルヽ
キ

」
で
あ
る
。
ま
た
『
筑
波
大
学

本
』
は
「
樞トホソ
」、『
春
林
本
』
は
「

ク
ル
ヽ

樞ト
ホ
ソ

」
と
左
右
両
訓
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
字
存
せ
ず
。『
陽
明
本
』『
榊
原
本
』
は
『
亀

田
本
』
と
同
じ
。

久
部
4

１

蝸クワ
室シツ

蝸
廬ロ

蝸
舎

蝸
屋

蝸
房

皆
小
家ノ
義

〔
亀
田
本
〕
39

７

蝸クワ
室シツ

小
家ノ
義
也

｜
广戸

｜
屋

｜
舎

皆
同
義
也

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
小
家
也

｜
广戸

｜
屋

｜
舎

皆
）

比
義
同
也
」
と
あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
小
家
也

｜
广戸

｜
室

｜
舎
義
也
」、『
村
口
本
』
は

。

小
家ノ
義
也

蝸
屋

蝸
舎

皆

じ

同
」
と
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
字
存
せ
ず

「

他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同

〇

。
た

九

し
諸
本
共

一

蝸

房
」
は
存
せ
ず
。

二三
一

木

木

木



久
部
4

２

槫クレ

｜
桑

神
木
也

〔
亀
田
本
〕
40

５

榑クレ

日
本ノ
俗

為ス
レ

葺フク
レ

屋ヲ
之
板

不
レ

知
二

本
據ヲ
一

也

字
書
曰
二

榑フ
桑
神
一

日
所
出
也

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
大
同
で

あ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
の
語
注
は
「
日
本
俗
為ス
二

茣
レ

屋
板ト
一

不
二

知
本
拠ヲ
一

也

字
書
曰

｜
桑
神
木

日
レ

所
レ

出
也
」、『
前
田
本
』

は
「
日
本
俗
為
二

茣
レ

家
之
板ト
一

不
レ

知
二

本
拠ヲ
一

也

字
書
曰

槫
桑
神
木

日ノ
所
出
也
」
と
あ
る
。『
榊
原
本
』
は
「
日
本
俗

書

桑
神
木

日
所
レ

出
也
」
と
や
や
簡
略
に
な
つ
て
ゐ
る
。
多
く
の
伝
本
は
『
前
田
本
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
注
記
末
尾
に

反
切
注
を
付
し
て
ゐ
る
。
即
ち
「
日
本
俗
為ス
二

葺フク
レ

屋ヲ
板ト
一

不
レ

知
二

本
拠ヲ
一

也

字
書ニ
曰

槫

桑ハ
神

木

日ノ
所
レ

出

槫ハ
附
倶
切
云

」
と

見
ら
れ
る
。

也
部
5

７

陽
明
門

大
内
十
二
門ノ
内
東
面
也

〔
亀
田
本
〕
37

６

陽
明
門

『
下
学
集
』
は
「
大
内
十
二
門
」
と
し
て
「
陽
明
門
」
以
下
「
達
智
門
」
ま
で
を
列
挙
す
る
。『
亀
田
本
』

は
「
陽
明
門
」
の
右
肩
に
小
字
に
て
「
大
内
十
二
門
」
と
記
す
。
そ
の
後
に
「
陽
明
門

待
賢
門

郁
芳
門

以
下
東

面
也

」
と
あ
る
。『
文

明
十
一
年
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』『
天
文
十
三
年
本
』に
は「
大
内
十
二
門
」ま
た
は「
十

二
門
」
の
標
示
存
せ
ず
。『
春
林
本
』『
八
行
大
本
』
は
「
陽
明
門
大
内
十

二
門

」
と
注
文
の
位
置
に
割
注
の
形
式
で
示
さ
れ
、『
前
田
本
』
は

「
陽
明
門
」
の
直
前
に
一
標
出
語
の
形
態
を
採
り
、「
大
内
十
二

門

」
の
如
く
す
る
。『
村
口
本
』
は
「
陽
明
門
」
の
直
上
に
「
内
教
坊
楽
・

所

大
内
十

二
門

」
と
「
内
教
坊
」
の
注
記
の
続
き
と
も
見
紛
へ
さ
う
な
位
置
に
標
示
す
る
。『
陽
明
本
』
は
「
陽
明

待
賢
…
…
偉
鑑

達
智

以
上
北
面
門

合
十
二
門
也
」
と
十
二
門
名
の
最
末
尾
の
注
文
の
位
置
に
「
合
十
二
門
也
」
と
付
加
し
て
ゐ
る
。

也
部
5

７

遣ヤリ
戸ド

或
作
二

像ヤリ
戸ト
一

〔
亀
田
本
〕
40

３

遣ヤリ
戸ト

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
「
遣
戸
」（
無
注
）
に
存
す
る
。

末
部
5

１

の

マド

合
紀

曼マ
它ド

櫺マト
同牖

〔
亀
田
本
〕
38

７

窓マト
同牖

二
字
同
義

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。『
丹
表
紙

七
行
本
』
は
「
牖マト
」
の
み
存
し
「
窓
」
は
存
せ
ず
。

計
部
5

３

桁ケタ

見
二

韵
府ニ
一

〔
亀
田
本
〕
40

２

桁ケタ

見
二

韵
府ニ
一

『
下
学
集
』
は
諸
本
『
亀
田
本
』
に
略
同
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
如
く
「
見
二

匀イン
府ニ
一

也
」
と
語

注
末
に
「
也
」
を
付
す
る
伝
本
も
あ
る
。

不
部
6

６

文ブン
庫コ

書シヨ
籍ジヤクノ
蔵
也

〔
亀
田
本
〕
38

５

文ブン
庫コ

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
「
文
庫
」（
無
注
）
が
認
め
ら
れ
る
。

不
部
6

６

風フ
呂ロ

湯ユ
殿ドノ
也

日
本ノ
俗
呂ヲ
作
レ

爐ト
大
誤
也

爐ハ
香
火ノ
器
也

｜
｜ハ
者
温
室
義ト
同

〔
亀
田
本
〕
39

２

風フ
呂ロ

湯
殿
也

日
本ノ
俗
呂
作
レ

炉

大
誤
也

炉
火
器
也

｜
｜ハ
温
室ト
義
同

『
下
学
集
』
の
『
前
田
本
』
の
注
記
は

「
湯
殿
也

日
本
俗
風
呂

濕
室
義
同

呂
作
炉

大
誤
也

炉ハ
火
器
也
」
に
作
る
。
こ
れ

田

「
濕
」
は
「
温
」
の
誤
字
。『
毛
呂
氏
旧
蔵
九

行
本
』
は
『
前
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
が
「
温
室
義
同
」
と
あ
る
。
多
く
の
伝
本
が
『
亀
田
本
』
と
略
同
。

古
部
6

５

鴻
臚
舘

又
云
二

｜
｜
寺ト
一

異
國ノ
使
者
居
レ

之

又
呼
二

異
國ノ
使
者
一

曰
二

｜
｜
卿ト
二

也

〔
亀
田
本
〕
38

３

鴻コウ
臚ロ
館クワン

又ハ
云
二

｜
｜
寺ト
一

異
国
使
者
居
レ

之

又
呼テ
二

異
国ノ
使
者ヲ
一

曰フ
二

｜
｜
即ト
一

也

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』

の
末
尾
の
「
即
」
は
「
卿
」
の
誤
写
。『
前

衆

本
』
の
注
文
は
「
又
云
鴻
臚
寺

異
國
使
者
居
レ

之

呼
異
国
使
者

云
鴻
臚
卿
也
」
と
小

異
が
存
す
る
も
の
の
略
同
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
注
文
末
尾
の
「
也
」
が
存
せ
ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
一
致
す
る
。

古
部
6

５

犍
兒
所

中
間

「

ノ
所
レ

居
也

〔
亀
田
本
〕
39

６

也

兒
所

中
間
之
所
レ

居ル

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
語
注
末
尾
に

本

也
」
を
付
し
て
「
中
間ノ
之
所
レ

居ル

一

」
と
あ
る
。
他

一

は
『
亀
田
本
』
と
略
同
。

二
三 三

一

怱

建



久
部
4

２

槫クレ

｜
桑

神
木
也

〔
亀
田
本
〕
40

５

榑クレ

日
本ノ
俗

為ス
レ

葺フク
レ

屋ヲ
之
板

不
レ

知
二

本
據ヲ
一

也

字
書
曰
二

榑フ
桑
神
一

日
所
出
也

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
大
同
で

あ
る
。『
文
明
十
一
年
本
』
の
語
注
は
「
日
本
俗
為ス
二

茣
レ

屋
板ト
一

不
二

知
本
拠ヲ
一

也

字
書
曰

｜
桑
神
木

日
レ

所
レ

出
也
」、『
前
田
本
』

は
「
日
本
俗
為
二

茣
レ

家
之
板ト
一

不
レ

知
二

本
拠ヲ
一

也

字
書
曰

槫
桑
神
木

日ノ
所
出
也
」
と
あ
る
。『
榊
原
本
』
は
「
日
本
俗

書

桑
神
木

日
所
レ

出
也
」
と
や
や
簡
略
に
な
つ
て
ゐ
る
。
多
く
の
伝
本
は
『
前
田
本
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
注
記
末
尾
に

反
切
注
を
付
し
て
ゐ
る
。
即
ち
「
日
本
俗
為ス
二

葺フク
レ

屋ヲ
板ト
一

不
レ

知
二

本
拠ヲ
一

也

字
書ニ
曰

槫

桑ハ
神

木

日ノ
所
レ

出

槫ハ
附
倶
切
云

」
と

見
ら
れ
る
。

也
部
5

７

陽
明
門

大
内
十
二
門ノ
内
東
面
也

〔
亀
田
本
〕
37

６

陽
明
門

『
下
学
集
』
は
「
大
内
十
二
門
」
と
し
て
「
陽
明
門
」
以
下
「
達
智
門
」
ま
で
を
列
挙
す
る
。『
亀
田
本
』

は
「
陽
明
門
」
の
右
肩
に
小
字
に
て
「
大
内
十
二
門
」
と
記
す
。
そ
の
後
に
「
陽
明
門

待
賢
門

郁
芳
門

以
下
東

面
也

」
と
あ
る
。『
文

明
十
一
年
本
』『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』『
天
文
十
三
年
本
』に
は「
大
内
十
二
門
」ま
た
は「
十

二
門
」
の
標
示
存
せ
ず
。『
春
林
本
』『
八
行
大
本
』
は
「
陽
明
門
大
内
十

二
門

」
と
注
文
の
位
置
に
割
注
の
形
式
で
示
さ
れ
、『
前
田
本
』
は

「
陽
明
門
」
の
直
前
に
一
標
出
語
の
形
態
を
採
り
、「
大
内
十
二

門

」
の
如
く
す
る
。『
村
口
本
』
は
「
陽
明
門
」
の
直
上
に
「
内
教
坊
楽
・

所

大
内
十

二
門

」
と
「
内
教
坊
」
の
注
記
の
続
き
と
も
見
紛
へ
さ
う
な
位
置
に
標
示
す
る
。『
陽
明
本
』
は
「
陽
明

待
賢
…
…
偉
鑑

達
智

以
上
北
面
門

合
十
二
門
也
」
と
十
二
門
名
の
最
末
尾
の
注
文
の
位
置
に
「
合
十
二
門
也
」
と
付
加
し
て
ゐ
る
。

也
部
5

７

遣ヤリ
戸ド

或
作
二

像ヤリ
戸ト
一

〔
亀
田
本
〕
40

３

遣ヤリ
戸ト

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
「
遣
戸
」（
無
注
）
に
存
す
る
。

末
部
5

１

の

マド

合
紀

曼マ
它ド

櫺マト
同牖

〔
亀
田
本
〕
38

７

窓マト
同牖

二
字
同
義

『
下
学
集
』
は
『
丹
表
紙
七
行
本
』
を
除
い
て
、
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
略
同
。『
丹
表
紙

七
行
本
』
は
「
牖マト
」
の
み
存
し
「
窓
」
は
存
せ
ず
。

計
部
5

３

桁ケタ

見
二

韵
府ニ
一

〔
亀
田
本
〕
40

２

桁ケタ

見
二

韵
府ニ
一

『
下
学
集
』
は
諸
本
『
亀
田
本
』
に
略
同
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
如
く
「
見
二

匀イン
府ニ
一

也
」
と
語

注
末
に
「
也
」
を
付
す
る
伝
本
も
あ
る
。

不
部
6

６

文ブン
庫コ

書シヨ
籍ジヤクノ
蔵
也

〔
亀
田
本
〕
38

５

文ブン
庫コ

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
「
文
庫
」（
無
注
）
が
認
め
ら
れ
る
。

不
部
6

６

風フ
呂ロ

湯ユ
殿ドノ
也

日
本ノ
俗
呂ヲ
作
レ

爐ト
大
誤
也

爐ハ
香
火ノ
器
也

｜
｜ハ
者
温
室
義ト
同

〔
亀
田
本
〕
39

２

風フ
呂ロ

湯
殿
也

日
本ノ
俗
呂
作
レ

炉

大
誤
也

炉
火
器
也

｜
｜ハ
温
室ト
義
同

『
下
学
集
』
の
『
前
田
本
』
の
注
記
は

「
湯
殿
也

日
本
俗
風
呂

濕
室
義
同

呂
作
炉

大
誤
也

炉ハ
火
器
也
」
に
作
る
。
こ
れ

田

「
濕
」
は
「
温
」
の
誤
字
。『
毛
呂
氏
旧
蔵
九

行
本
』
は
『
前
田
本
』
と
同
注
で
あ
る
が
「
温
室
義
同
」
と
あ
る
。
多
く
の
伝
本
が
『
亀
田
本
』
と
略
同
。

古
部
6

５

鴻
臚
舘

又
云
二

｜
｜
寺ト
一

異
國ノ
使
者
居
レ

之

又
呼
二

異
國ノ
使
者
一

曰
二

｜
｜
卿ト
二

也

〔
亀
田
本
〕
38

３

鴻コウ
臚ロ
館クワン

又ハ
云
二

｜
｜
寺ト
一

異
国
使
者
居
レ

之

又
呼テ
二

異
国ノ
使
者ヲ
一

曰フ
二

｜
｜
即ト
一

也

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』

の
末
尾
の
「
即
」
は
「
卿
」
の
誤
写
。『
前

衆

本
』
の
注
文
は
「
又
云
鴻
臚
寺

異
國
使
者
居
レ

之

呼
異
国
使
者

云
鴻
臚
卿
也
」
と
小

異
が
存
す
る
も
の
の
略
同
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
注
文
末
尾
の
「
也
」
が
存
せ
ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
一
致
す
る
。

古
部
6

５

犍
兒
所

中
間

「

ノ
所
レ

居
也

〔
亀
田
本
〕
39

６

也

兒
所

中
間
之
所
レ

居ル

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』
は
語
注
末
尾
に

本

也
」
を
付
し
て
「
中
間ノ
之
所
レ

居ル

一

」
と
あ
る
。
他

一

は
『
亀
田
本
』
と
略
同
。

二
三 三

一

怱

建



古
部
6

６

後
架

放ツ
二

小
便ヲ
一

所
也

〔
亀
田
本
〕
39

５

後
架

放ツ
二

尿
小
便ヲ
一

処
也

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
村
口
本
』『
前
田
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵

九
行
本
』
の
注
文
は
「
放
尿
処
也
」。『
陽
明
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
榊
原
本
』『
筑
波
大
学
本
』
等
は
語
注
末
の
「
也
」
が
な
い
。

『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
注
文
は
「
尻
処
」
で
あ
り
、
ま
た
『
八
行
大
本
』
は
標
出
字
が
「
后
架
」
に
て
注
文
は
「
放
尿
処
也
」。

『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
が
見
ら
れ
な
い
。『
広
本
節
用
集
』
は
『
亀
田
本
』
に
近
い
。

古
部
6

６

小
屋

土
民ノ
所
レ

居

〔
亀
田
本
〕
39

６

埴ハ
生ニフノ
小コ
屋ヤ

土
民ノ
所
居

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
注
文
「
民
屋
也
」
で
『
丹
表
紙
七
行
本
』

は
「
埴ハニ
生フノ
戸コ
屋ヤ

賤
人ノ
居
処
」
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

古
部
6

６

梠コマイ

或
作
二

木
舞ト
一

〔
亀
田
本
〕
40

２

梠コマイ

木
舞

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
梠コマイ
」（
無
注
）
で
あ
る
が
、
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
じ
。

江
部
6

８

ヘ
リ縁ヨル

戸
之
外
之
板
敷
〔
標
出
語
の
傍
訓
は
「
ヘ
リ
」
で
あ
る
が
、
そ
の
右
傍
に
朱
筆
に
て
「
ヱ
ン
」
と
あ
る
。〕

〔
亀
田
本
〕
40

６

縁エン

板
敷
也

『
下
学
集
』
の
『
陽
明
本
』
は
「
板
敷
」
に
「
也
」
を
付
せ
ず
。『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
の
注
文

は
「
板
敷
也
云

」。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
戸
外
之
板
敷
也
」
と
『
広
本
節
用
集
』
に
最
い
本
文
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
広
本

節
用
集
』
の
拠
つ
た
『
下
学
集
』
は
斯
様
な
注
記
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
な
ほ
『
八
行
大
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
と
は

標
出
語
が
存
せ
ず
。

天
部
7

３

天
井ジヤウ

家
中

〔
亀
田
本
〕
39

７

天テン
井ジヤウ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
欠
如
す
る
以
外
は
諸
本
に
「
天
井
」（
無
注
）
が
存
す
る
。

天
部
7

５

店
屋

見
世
棚
也

〔
亀
田
本
〕
38

４

店テン
屋ヤ

39

７

見ミ
世セ
棚タナ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
店
屋

出ス
二

賣
物ヲ
一

処
」
の
注
記
を
有
つ
。『
川

瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
標
出
語
「
見
世
棚
」
が
存
せ
ず
。
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
広
本
節
用
集
』
は
『
下
学
集
』

の
「
店
屋
」
と
「
見
世
棚
」
と
を
斯
く
纏
め
た
も
の
か
。

天
部
7

６

テ
イ亭ウテ

ナ

〔
亀
田
本
〕
38

７

亭チン

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
の
書
入
れ
中
に
存
す
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
榊
原
本
』

『
前
田
本
』『
陽
明
本
』
の
傍
訓
は
「
テ
イ
」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
傍
訓
「
チ
ン
」
で
あ
る
。

安
部
7

８

安
嘉
門

大
裡
十
二
門ノ
之
内
北
面
也

〔
亀
田
本
〕
38

１

安
喜
門

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
「
安
嘉
門
」
に
作
る
。
か
つ
「
ア
ン
カ
」
と
付
訓
す
る
。
た
だ
し
『
天
文
十
三

年
本
』
の
傍
訓
は
「
安アン
嘉キ
門
」
と
す
る
。『
亀
田
本
』
は
「
大
内
十
二
門
」
の
最
後
の
語
群
に
「
安
喜
門

偉
鑑
門

達
智
門

已
上

北
面
也
」
と
あ
る
。「
安
喜
門
」
の
「
喜
」
は
「
嘉
」
の
誤
写
か
。

安
部
7

１

庵
）
｜
室シチ

小
寺
義
也

〔
亀
田
本
〕
38

４

庵アン
室シツ

『
下
学
集
』
の
『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
春
林
本
』
は
標
出
語
の
字
体
「
菴
室
」
に
作

る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
存
せ
ず
。

安
部
7

１

四ア
阿ツマ
屋ヤ

〔
亀
田
本
〕
38

４

四ア
阿ツマ
屋ヤ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
標
出
字
は
「
吾ア
妻ツマ
屋ヤ
」
と
あ
る
。
他
本
は
「
四
阿
屋
」

に
作
る
。

安
部
7

１

足アシ
代ヨロ

一
三
四

一
三
三



古
部
6

６

後
架

放ツ
二

小
便ヲ
一

所
也

〔
亀
田
本
〕
39

５

後
架

放ツ
二

尿
小
便ヲ
一

処
也

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
春
林
本
』『
村
口
本
』『
前
田
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵

九
行
本
』
の
注
文
は
「
放
尿
処
也
」。『
陽
明
本
』『
天
文
十
三
年
本
』『
榊
原
本
』『
筑
波
大
学
本
』
等
は
語
注
末
の
「
也
」
が
な
い
。

『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
注
文
は
「
尻
処
」
で
あ
り
、
ま
た
『
八
行
大
本
』
は
標
出
字
が
「
后
架
」
に
て
注
文
は
「
放
尿
処
也
」。

『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
が
見
ら
れ
な
い
。『
広
本
節
用
集
』
は
『
亀
田
本
』
に
近
い
。

古
部
6

６

小
屋

土
民ノ
所
レ

居

〔
亀
田
本
〕
39

６

埴ハ
生ニフノ
小コ
屋ヤ

土
民ノ
所
居

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
注
文
「
民
屋
也
」
で
『
丹
表
紙
七
行
本
』

は
「
埴ハニ
生フノ
戸コ
屋ヤ

賤
人ノ
居
処
」
で
あ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

古
部
6

６

梠コマイ

或
作
二

木
舞ト
一

〔
亀
田
本
〕
40

２

梠コマイ

木
舞

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
梠コマイ
」（
無
注
）
で
あ
る
が
、
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
じ
。

江
部
6

８

ヘ
リ縁ヨル

戸
之
外
之
板
敷
〔
標
出
語
の
傍
訓
は
「
ヘ
リ
」
で
あ
る
が
、
そ
の
右
傍
に
朱
筆
に
て
「
ヱ
ン
」
と
あ
る
。〕

〔
亀
田
本
〕
40

６

縁エン

板
敷
也

『
下
学
集
』
の
『
陽
明
本
』
は
「
板
敷
」
に
「
也
」
を
付
せ
ず
。『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
の
注
文

は
「
板
敷
也
云

」。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
戸
外
之
板
敷
也
」
と
『
広
本
節
用
集
』
に
最
い
本
文
と
な
つ
て
ゐ
る
。『
広
本

節
用
集
』
の
拠
つ
た
『
下
学
集
』
は
斯
様
な
注
記
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
な
ほ
『
八
行
大
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
と
は

標
出
語
が
存
せ
ず
。

天
部
7

３

天
井ジヤウ

家
中

〔
亀
田
本
〕
39

７

天テン
井ジヤウ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
欠
如
す
る
以
外
は
諸
本
に
「
天
井
」（
無
注
）
が
存
す
る
。

天
部
7

５

店
屋

見
世
棚
也

〔
亀
田
本
〕
38

４

店テン
屋ヤ

39

７

見ミ
世セ
棚タナ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
店
屋

出ス
二

賣
物ヲ
一

処
」
の
注
記
を
有
つ
。『
川

瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
標
出
語
「
見
世
棚
」
が
存
せ
ず
。
他
の
伝
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。『
広
本
節
用
集
』
は
『
下
学
集
』

の
「
店
屋
」
と
「
見
世
棚
」
と
を
斯
く
纏
め
た
も
の
か
。

天
部
7

６

テ
イ亭ウテ

ナ

〔
亀
田
本
〕
38

７

亭チン

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
の
書
入
れ
中
に
存
す
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
榊
原
本
』

『
前
田
本
』『
陽
明
本
』
の
傍
訓
は
「
テ
イ
」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
傍
訓
「
チ
ン
」
で
あ
る
。

安
部
7

８

安
嘉
門

大
裡
十
二
門ノ
之
内
北
面
也

〔
亀
田
本
〕
38

１

安
喜
門

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
「
安
嘉
門
」
に
作
る
。
か
つ
「
ア
ン
カ
」
と
付
訓
す
る
。
た
だ
し
『
天
文
十
三

年
本
』
の
傍
訓
は
「
安アン
嘉キ
門
」
と
す
る
。『
亀
田
本
』
は
「
大
内
十
二
門
」
の
最
後
の
語
群
に
「
安
喜
門

偉
鑑
門

達
智
門

已
上

北
面
也
」
と
あ
る
。「
安
喜
門
」
の
「
喜
」
は
「
嘉
」
の
誤
写
か
。

安
部
7

１

庵
）
｜
室シチ

小
寺
義
也

〔
亀
田
本
〕
38

４

庵アン
室シツ

『
下
学
集
』
の
『
筑
波
大
学
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
春
林
本
』
は
標
出
語
の
字
体
「
菴
室
」
に
作

る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
存
せ
ず
。

安
部
7

１

四ア
阿ツマ
屋ヤ

〔
亀
田
本
〕
38

４

四ア
阿ツマ
屋ヤ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
標
出
字
は
「
吾ア
妻ツマ
屋ヤ
」
と
あ
る
。
他
本
は
「
四
阿
屋
」

に
作
る
。

安
部
7

１

足アシ
代ヨロ

一
三
四

一
三
三



〔
亀
田
本
〕
40

５

足アシ
代ヨロ

『
下
学
集
』
の
『
前
田
本
』
の
傍
訓
は
「
足ア
代シロ
」
で
あ
る
。『
陽
明
本
』
は
「
足
代
」
と
無
訓
で
あ
る
が
、

他
本
は
「
ア
シ
シ
ロ
」
で
あ
る
。

安
部
7

１

亭アバラヤ

訓
云
二

阿
波バ
羅ラ
耶ヤト
一

⇩
『
広
本
節
用
集
』
の
「
天
部
」
7

６
「
亭テイ
」（『
亀
田
本
』
38

７
）
参
照
。

安
部
7

２

叉アゼ
庫クラ

〔
亀
田
本
〕
39

５

叉アゼ
庫クラ

『
下
学
集
』
の
『
筑
波
大
学
本
』
の
傍
訓
は
「
叉
庫コ
」、
他
本
は
「
ア
ゼ
ク
ラ
」
で
あ
る
。

左
部
7

１

蒼サウ
龍レウ
樓ロウ

十
二
堂

〔
亀
田
本
〕
37

５

蒼サウ
龍レウ
樓ロウ

十
二
堂

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
「
十
二
堂
」
の
注
記
存
せ
ず
。

左
部
7

１

藻
壁

禁
裡
十
二
門
内
西
面
〔『
広
本
節
用
集
』
こ
こ
は
「
藻
壁
門
」
の
「
門
」
を
付
せ
ず
。〕

〔
亀
田
本
〕
37

７

藻サウ
壁ヘキ
門

殷イン
冨フ
門

以
上
西
面
也

『
下
学
集
』
の
「
大
内
十
二
門
」
の
一
つ
に
含
ま
れ
る
。

左
部
7

２

雜
）
｜
地ヂ

所
レ

置
二

塩
噌
一

也

或
作
二

浄サウ
地チノ
字ト
一

此
義
尤
可
也

〔
亀
田
本
〕
38

５

雜ザウ
地チ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
標
出
字
「
雜
地
」
を
欠
如
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
じ
。

左
部
7

２

棧サ
敷シキ

見
物ノ
假カリ
屋ヤ

〔
亀
田
本
〕
38

７

棧サ
敷シキ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
書
入
れ
部
分
に
存
せ
り
。『
筑
波
大
学
本
』『
前
田
本
』『
八
行

大
本
』『
春
林
本
』
の
傍
訓
は
「
サ
ン
ジ
キ
」。
他
本
は
「
サ
ジ
キ
」
で
あ
る
。

幾
部
8

６

凝キヨウ
華クワ
舎シヤ

梅ムメ
壼ツホ

〔
亀
田
本
〕
37

４

凝キヨウ
花クワ
舎

梅ウメ
壼

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
凝ケウ
花クワ
舎

梅
壼
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。

幾
部
8

６

禁キン
掖ヱキ

指
二

禁
裡ヲ
一

又
云
二

禁
中
禁
ト

一

〔
亀
田
本
〕
38

２

禁キン
掖ヱキ

上
同
〔「
上
同
」
と
あ
る
の
で
直
上
の
語
を
示
す
。「
鳳ホウ
闕ケツ

指
二

禁
裡
一

」〕『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』

に
は
「
禁
掖

指
禁
裏
」
と
あ
る
。『
前
田
本
』
は
「
禁
掖

掖ハ
指
禁
裏
」
と
大
同
で
あ
る
が
表
記
に
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
春
林
本
』

『
筑
波
大
学
本
』『
村
口
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
上
同
」「
同
」「
同
上
」
な
ど
と
し
て
『
亀
田
本
』
に
略
同
。『
陽
明
本
』

は
「
鳳
闕

禁
掖

北
闕

以
上
皆
指
禁
裏
」
と
形
式
は
異
な
る
も
の
の
同
注
で
あ
る
。『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』『
毛
呂
氏

旧
蔵
九
行
本
』
等
は
『
文
明
十
一
年
本
』
に
近
い
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
禁
掖

指
二

内
裡ヲ
一

」
と
「
禁
裡
（
裏
）」
を
「
内
裡
」

と
す
る
。
こ
れ
は
他
本
と
少
し
距
離
が
あ
る
。

幾
部
8

７

木キ
戸ド

柴
門
也

或
作
二

城
戸
一

〔
亀
田
本
〕
39

５

木キ
戸ド

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
「
木
戸
」（
無
注
）
が
認
め
ら
れ
る
。

由
部
8

３

郁ユウ
芳ハウ
門モン

禁
裡
十
二
門ノ
内
東
面

〔
亀
田
本
〕
37

６

郁
芳
門

以
上
東
面
也

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
は
「
大
内
十
二
門
」
の
内
の
最
初
の
「
陽
明
門

待
賢
門

郁
芳
門
」
を
「
東
面
也
」
と
注
記
す
る
。
諸
本
略
同
。

女
部
8

３

眼メン
蔵ザウ

室
中
也

或
作
二

眼メン
床ザウト一

寢
処
也

〔
亀
田
本
〕
38

５

眼メン
蔵サウ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
標
出
字
は
「
眼メン
床サウ
」
で
表
記
が
特
異
で
あ
る
。
他
本
は
「
眼

蔵
」
で
あ
る
。

美
部
8

８

見ミ
世セ
棚タナ

〔
天
部
7

５

店
屋

見
世
棚
也
〕

〔
亀
田
本
〕
39

７

見ミ
世セ
棚タナ

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
38

４
に
「
店
屋
」
あ
り
。
諸
本
「
見
世
棚
」（
無
注
）
で
あ
る
。

之
部
9

５

紫シ
宸シン
殿デン

禁
裡
南
殿

〔
亀
田
本
〕
37

２

紫シ
宸シン
殿テン

南
殿

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
は
「
紫
宸
殿
」
の
右
肩
に
小
字
に
て
「
大
内
諸
天
」
と
あ
る
。「
天
」

一
三
六

一
三
五



〔
亀
田
本
〕
40

５

足アシ
代ヨロ

『
下
学
集
』
の
『
前
田
本
』
の
傍
訓
は
「
足ア
代シロ
」
で
あ
る
。『
陽
明
本
』
は
「
足
代
」
と
無
訓
で
あ
る
が
、

他
本
は
「
ア
シ
シ
ロ
」
で
あ
る
。

安
部
7

１

亭アバラヤ

訓
云
二

阿
波バ
羅ラ
耶ヤト
一

⇩
『
広
本
節
用
集
』
の
「
天
部
」
7

６
「
亭テイ
」（『
亀
田
本
』
38

７
）
参
照
。

安
部
7

２

叉アゼ
庫クラ

〔
亀
田
本
〕
39

５

叉アゼ
庫クラ

『
下
学
集
』
の
『
筑
波
大
学
本
』
の
傍
訓
は
「
叉
庫コ
」、
他
本
は
「
ア
ゼ
ク
ラ
」
で
あ
る
。

左
部
7

１

蒼サウ
龍レウ
樓ロウ

十
二
堂

〔
亀
田
本
〕
37

５

蒼サウ
龍レウ
樓ロウ

十
二
堂

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
「
十
二
堂
」
の
注
記
存
せ
ず
。

左
部
7

１

藻
壁

禁
裡
十
二
門
内
西
面
〔『
広
本
節
用
集
』
こ
こ
は
「
藻
壁
門
」
の
「
門
」
を
付
せ
ず
。〕

〔
亀
田
本
〕
37

７

藻サウ
壁ヘキ
門

殷イン
冨フ
門

以
上
西
面
也

『
下
学
集
』
の
「
大
内
十
二
門
」
の
一
つ
に
含
ま
れ
る
。

左
部
7

２

雜
）
｜
地ヂ

所
レ

置
二

塩
噌
一

也

或
作
二

浄サウ
地チノ
字ト
一

此
義
尤
可
也

〔
亀
田
本
〕
38

５

雜ザウ
地チ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
に
は
標
出
字
「
雜
地
」
を
欠
如
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』

に
同
じ
。

左
部
7

２

棧サ
敷シキ

見
物ノ
假カリ
屋ヤ

〔
亀
田
本
〕
38

７

棧サ
敷シキ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
書
入
れ
部
分
に
存
せ
り
。『
筑
波
大
学
本
』『
前
田
本
』『
八
行

大
本
』『
春
林
本
』
の
傍
訓
は
「
サ
ン
ジ
キ
」。
他
本
は
「
サ
ジ
キ
」
で
あ
る
。

幾
部
8

６

凝キヨウ
華クワ
舎シヤ

梅ムメ
壼ツホ

〔
亀
田
本
〕
37

４

凝キヨウ
花クワ
舎

梅ウメ
壼

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
凝ケウ
花クワ
舎

梅
壼
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。

幾
部
8

６

禁キン
掖ヱキ

指
二

禁
裡ヲ
一

又
云
二

禁
中
禁
ト

一

〔
亀
田
本
〕
38

２

禁キン
掖ヱキ

上
同
〔「
上
同
」
と
あ
る
の
で
直
上
の
語
を
示
す
。「
鳳ホウ
闕ケツ

指
二

禁
裡
一

」〕『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』

に
は
「
禁
掖

指
禁
裏
」
と
あ
る
。『
前
田
本
』
は
「
禁
掖

掖ハ
指
禁
裏
」
と
大
同
で
あ
る
が
表
記
に
小
異
が
見
ら
れ
る
。『
春
林
本
』

『
筑
波
大
学
本
』『
村
口
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
上
同
」「
同
」「
同
上
」
な
ど
と
し
て
『
亀
田
本
』
に
略
同
。『
陽
明
本
』

は
「
鳳
闕

禁
掖

北
闕

以
上
皆
指
禁
裏
」
と
形
式
は
異
な
る
も
の
の
同
注
で
あ
る
。『
天
文
十
三
年
本
』『
八
行
大
本
』『
毛
呂
氏

旧
蔵
九
行
本
』
等
は
『
文
明
十
一
年
本
』
に
近
い
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
禁
掖

指
二

内
裡ヲ
一

」
と
「
禁
裡
（
裏
）」
を
「
内
裡
」

と
す
る
。
こ
れ
は
他
本
と
少
し
距
離
が
あ
る
。

幾
部
8

７

木キ
戸ド

柴
門
也

或
作
二

城
戸
一

〔
亀
田
本
〕
39

５

木キ
戸ド

『
下
学
集
』
の
諸
本
に
「
木
戸
」（
無
注
）
が
認
め
ら
れ
る
。

由
部
8

３

郁ユウ
芳ハウ
門モン

禁
裡
十
二
門ノ
内
東
面

〔
亀
田
本
〕
37

６

郁
芳
門

以
上
東
面
也

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
は
「
大
内
十
二
門
」
の
内
の
最
初
の
「
陽
明
門

待
賢
門

郁
芳
門
」
を
「
東
面
也
」
と
注
記
す
る
。
諸
本
略
同
。

女
部
8

３

眼メン
蔵ザウ

室
中
也

或
作
二

眼メン
床ザウト一

寢
処
也

〔
亀
田
本
〕
38

５

眼メン
蔵サウ

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
標
出
字
は
「
眼メン
床サウ
」
で
表
記
が
特
異
で
あ
る
。
他
本
は
「
眼

蔵
」
で
あ
る
。

美
部
8

８

見ミ
世セ
棚タナ

〔
天
部
7

５

店
屋

見
世
棚
也
〕

〔
亀
田
本
〕
39

７

見ミ
世セ
棚タナ

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
38

４
に
「
店
屋
」
あ
り
。
諸
本
「
見
世
棚
」（
無
注
）
で
あ
る
。

之
部
9

５

紫シ
宸シン
殿デン

禁
裡
南
殿

〔
亀
田
本
〕
37

２

紫シ
宸シン
殿テン

南
殿

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
は
「
紫
宸
殿
」
の
右
肩
に
小
字
に
て
「
大
内
諸
天
」
と
あ
る
。「
天
」

一
三
六

一
三
五



は
「
殿
」
の
借
字
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
注
文
は
「
南
殿
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。
他
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

之
部
9

５

真
言
院

御
修
法
在
レ

之

〔
亀
田
本
〕
37

６

真
言
院

御
修
法
在
之

『
下
学
集
』
の
『
村
口
本
』
の
注
文
は
「
御
修
法
有
之
」
で
あ
る
が
、
他
本
は
『
亀
田

本
』
に
同
じ
。

之
部
9

５

淑シク
景ケイ
舎シヤ

桐
壼

〔
亀
田
本
〕
37

３

淑
景
舎

桐
壼

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
榊
原
本
』『
天
文
十
三
年
本
』

の
傍
訓
「
淑シク
景ケイ
舎
」。『
春
林
本
』『
筑
波
大
学
本
』
は
「
淑シ
景ケイ
舎シヤ
」。『
村
口
本
』
は
「
淑シユク
景ケイ
舎シヤ
」
で
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
淑シユク

景ケン
舎

桐
壼
也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。

之
部
9

６

襲シフ
芳ハウ
舎シヤ

雷カン
鳴ナリ
壼ツボ
也

〔
亀
田
本
〕
37

４

襲
芳
舎

雷カム
鳴ナリ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
襲
芳
舎

雷ン
鳴リ
壼
」、
也
の
『
春
林
本
』『
陽
明
本
』『
毛

呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
天
文
十
三
年
本
』
等
を
始
め
と
す
る
殆
ん
ど
の
伝
本
も
『
広
本
節
用
集
』
と
同
注
。『
亀
田
本
』
の
み
注
文
末
尾

の
「
壼
」
字
を
欠
如
す
る
。

之
部
9

６

朱
雀
門

禁
裡
十
二
門ノ
内

南
面

〔
亀
田
本
〕
37

７

朱
雀
門

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
に
「
大
内
十
二
門
」
と
す
る
中
に
「
美
福
門

朱
雀
門

皇
嘉
門

以
上

南
面
也
」
と
見
ら
れ
る
。
諸
本
も
同
じ
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
注
記
は
「
以
上
三
南
門
也
」
と
小
異
あ
り
。

之
部
9

６

寢シン
殿デン

〔
亀
田
本
〕
38

２

寢シン
殿

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
宜
殿

指
禁
裡
」
と
し
、
上
欄
外
に
「
寢
欤
」
と
訂
す
る
。『
丹

表
紙
七
行
本
』
は
「
寢
殿

内
裡
」、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
寢シン
殿

同
上
（
禁
裡
也
）」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
「
寢

殿
」（
無
注
）
で
あ
る
。

之
部
9

８

書シヨ
院ヱン

看ミル
二

文
録ヲ
一

処

〔
亀
田
本
〕
38

４

書シヨ
院ヱン

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
で
あ
り
、
語
注
は
存
せ
ず
。

之
部
9

３

敷シキ
居イ

鴨
居
｜
｜

〔
亀
田
本
〕
40

１

敷シキ
居イ

『
下
学
集
』
は
「
鴨
居

敷
居
」
の
語
訓
と
な
つ
て
を
り
、『
広
本
節
用
集
』
の
注
文
は
こ
れ
を
反
映
さ
せ

た
も
の
。
た
だ
し
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
欠
如
す
る
。
こ
れ
は
「
閾
」
の
後
「
長
押
」
ま
で
の
、『
亀
田
本
』
で
言
へ
ば
「
天
井

鴨

居

敷
居
」
の
連
続
せ
る
三
語
を
欠
く
た
め
で
あ
る
。
ま
た
『
村
口
本
』
は
「
鴨
居
」
と
「
長
押
」
の
間
に
位
置
す
る
「
敷
居
」
を

欠
如
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
「
敷
居
」（
無
注
）
で
あ
る
。

之
部
9

２

蔀シトミ

戸
也

歩ホ
口
切

王
弼
曰
覆
瞹
障
二

光
明ヲ
一

物

〔
亀
田
本
〕
40

３

蔀シトミ

歩゛
口ノ
反

玉
弼
曰ク
覆
瞹
障サフル二

光
明ヲ
一

物
也

『
下
学
集
』
の
『
前
田
本
』
の
語
注
は
「
歩
口
切

王
弼
曰

覆
曖

障
光
明
之
物
也

又
普
厚
切
」
と
し
て
、
他
本
が
反
切
注
を
「
歩
口
反
」
と
す
る
の
を
「
歩
口
切
」
と
し
て
ゐ
る
。
斯
く
「
切
」
に
作

る
の
は
他
に
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
と
で
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
反
切
注
「
歩
口
切
」
の

み
に
て
漢
文
注
は
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
歩
口
切

王
弼カ
曰ク
覆ヲヽ
テレ
シ
ユ
ヲ

瞬マタ
ヽ
キ

障サヽ
ウ二

光
明ヲ
一

物
也
」
と
「
瞹
」
を
「
瞬
」
に
作
る
。

『
天
文
十
三
年
本
』
の
語
注
は
反
切
注
「
歩
口
切
」
を
欠
く
。『
前
田
本
』
の
注
文
末
尾
に
「
又
普
厚
切
」
と
付
加
す
る
。
因
み
に
『
下

学
集
』
の
注
文
を
『
広
韻
』
に
基
づ
き
検
索
す
る
に
「
蔀
菜
齊
也

易
云
豊
其
蔀

王
弼
曰

蔀
覆
瞹
障
光
明
之
物

亦
音
剖
」
と
の
注
記

が
見
ら
れ
る
。『
聚
分
韻
略
』
は
『
広
韻
』
の
注
文
の
中
の
「
易
云
豊
其
蔀
」
を
引
用
す
る
の
み
に
て
、
以
下
の
漢
文
注
は
引
用
し
な

い
。『
前
田
本
』
に
付
加
し
た
「
普
厚
切
」
は
「
剖
」
字
（
上
声
・
麌
韻
）
の
注
文
「
判
也

又
普
厚
切
」
を
さ
な
が
ら
に
承
け
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
識
る
。『
下
学
集
』
の
反
切
注
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
す
る
。

一
三
八

一
三
七



は
「
殿
」
の
借
字
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
注
文
は
「
南
殿
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。
他
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

之
部
9

５

真
言
院

御
修
法
在
レ

之

〔
亀
田
本
〕
37

６

真
言
院

御
修
法
在
之

『
下
学
集
』
の
『
村
口
本
』
の
注
文
は
「
御
修
法
有
之
」
で
あ
る
が
、
他
本
は
『
亀
田

本
』
に
同
じ
。

之
部
9

５

淑シク
景ケイ
舎シヤ

桐
壼

〔
亀
田
本
〕
37

３

淑
景
舎

桐
壼

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』『
榊
原
本
』『
天
文
十
三
年
本
』

の
傍
訓
「
淑シク
景ケイ
舎
」。『
春
林
本
』『
筑
波
大
学
本
』
は
「
淑シ
景ケイ
舎シヤ
」。『
村
口
本
』
は
「
淑シユク
景ケイ
舎シヤ
」
で
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
淑シユク

景ケン
舎

桐
壼
也
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。

之
部
9

６

襲シフ
芳ハウ
舎シヤ

雷カン
鳴ナリ
壼ツボ
也

〔
亀
田
本
〕
37

４

襲
芳
舎

雷カム
鳴ナリ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
襲
芳
舎

雷ン
鳴リ
壼
」、
也
の
『
春
林
本
』『
陽
明
本
』『
毛

呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』『
天
文
十
三
年
本
』
等
を
始
め
と
す
る
殆
ん
ど
の
伝
本
も
『
広
本
節
用
集
』
と
同
注
。『
亀
田
本
』
の
み
注
文
末
尾

の
「
壼
」
字
を
欠
如
す
る
。

之
部
9

６

朱
雀
門

禁
裡
十
二
門ノ
内

南
面

〔
亀
田
本
〕
37

７

朱
雀
門

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
に
「
大
内
十
二
門
」
と
す
る
中
に
「
美
福
門

朱
雀
門

皇
嘉
門

以
上

南
面
也
」
と
見
ら
れ
る
。
諸
本
も
同
じ
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
注
記
は
「
以
上
三
南
門
也
」
と
小
異
あ
り
。

之
部
9

６

寢シン
殿デン

〔
亀
田
本
〕
38

２

寢シン
殿

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
「
宜
殿

指
禁
裡
」
と
し
、
上
欄
外
に
「
寢
欤
」
と
訂
す
る
。『
丹

表
紙
七
行
本
』
は
「
寢
殿

内
裡
」、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
寢シン
殿

同
上
（
禁
裡
也
）」。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
「
寢

殿
」（
無
注
）
で
あ
る
。

之
部
9

８

書シヨ
院ヱン

看ミル
二

文
録ヲ
一

処

〔
亀
田
本
〕
38

４

書シヨ
院ヱン

『
下
学
集
』
の
諸
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
で
あ
り
、
語
注
は
存
せ
ず
。

之
部
9

３

敷シキ
居イ

鴨
居
｜
｜

〔
亀
田
本
〕
40

１

敷シキ
居イ

『
下
学
集
』
は
「
鴨
居

敷
居
」
の
語
訓
と
な
つ
て
を
り
、『
広
本
節
用
集
』
の
注
文
は
こ
れ
を
反
映
さ
せ

た
も
の
。
た
だ
し
『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
欠
如
す
る
。
こ
れ
は
「
閾
」
の
後
「
長
押
」
ま
で
の
、『
亀
田
本
』
で
言
へ
ば
「
天
井

鴨

居

敷
居
」
の
連
続
せ
る
三
語
を
欠
く
た
め
で
あ
る
。
ま
た
『
村
口
本
』
は
「
鴨
居
」
と
「
長
押
」
の
間
に
位
置
す
る
「
敷
居
」
を

欠
如
す
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
同
じ
「
敷
居
」（
無
注
）
で
あ
る
。

之
部
9

２

蔀シトミ

戸
也

歩ホ
口
切

王
弼
曰
覆
瞹
障
二

光
明ヲ
一

物

〔
亀
田
本
〕
40

３

蔀シトミ

歩゛
口ノ
反

玉
弼
曰ク
覆
瞹
障サフル二

光
明ヲ
一

物
也

『
下
学
集
』
の
『
前
田
本
』
の
語
注
は
「
歩
口
切

王
弼
曰

覆
曖

障
光
明
之
物
也

又
普
厚
切
」
と
し
て
、
他
本
が
反
切
注
を
「
歩
口
反
」
と
す
る
の
を
「
歩
口
切
」
と
し
て
ゐ
る
。
斯
く
「
切
」
に
作

る
の
は
他
に
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
と
『
丹
表
紙
七
行
本
』
と
で
あ
る
。『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
反
切
注
「
歩
口
切
」
の

み
に
て
漢
文
注
は
存
せ
ず
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
歩
口
切

王
弼カ
曰ク
覆ヲヽ
テレ
シ
ユ
ヲ

瞬マタ
ヽ
キ

障サヽ
ウ二

光
明ヲ
一

物
也
」
と
「
瞹
」
を
「
瞬
」
に
作
る
。

『
天
文
十
三
年
本
』
の
語
注
は
反
切
注
「
歩
口
切
」
を
欠
く
。『
前
田
本
』
の
注
文
末
尾
に
「
又
普
厚
切
」
と
付
加
す
る
。
因
み
に
『
下

学
集
』
の
注
文
を
『
広
韻
』
に
基
づ
き
検
索
す
る
に
「
蔀
菜
齊
也

易
云
豊
其
蔀

王
弼
曰

蔀
覆
瞹
障
光
明
之
物

亦
音
剖
」
と
の
注
記

が
見
ら
れ
る
。『
聚
分
韻
略
』
は
『
広
韻
』
の
注
文
の
中
の
「
易
云
豊
其
蔀
」
を
引
用
す
る
の
み
に
て
、
以
下
の
漢
文
注
は
引
用
し
な

い
。『
前
田
本
』
に
付
加
し
た
「
普
厚
切
」
は
「
剖
」
字
（
上
声
・
麌
韻
）
の
注
文
「
判
也

又
普
厚
切
」
を
さ
な
が
ら
に
承
け
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
識
る
。『
下
学
集
』
の
反
切
注
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
す
る
。

一
三
八
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比
部
1027

６

美ビ
福フク
門モン

禁
裡
十
二
門ノ
内
南
面

〔
亀
田
本
〕
37

６

美
福
門

朱
雀
門

皇
嘉
門

以
上
南
面
也

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
は
「
大
内
十
二
門
」
の
中
の
「
南
面
」
の

三
門
を
斯
く
列
挙
す
る
。
諸
本
の
注
記
も
同
じ
で
あ
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
以
下
三
南
門
也
」
と
注
す
る
。

比
部
1027

６

白ビヤツ
虎コ
楼ロウ

御
神
楽
在
レ

之

〔
亀
田
本
〕
37

５

白ヒヤツ
虎コ
楼ロウ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
注
文
「
清
暑
堂

御
神
楽
在
之
」
と
あ
り
、
後
半
部
分
は
『
広

本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。
他
本
は
無
注
で
あ
る
。

比
部
1027

６

飛ヒ
香カウ
舎シヤ

藤
壼

〔
亀
田
本
〕
37

３

飛
香
舎

藤
壼

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
「
藤
壼
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。
他
本
は
『
亀
田
本
』

と
同
じ
。

比
部
1027

７

桧
皮
茣

〔
亀
田
本
〕
40

５

桧
皮
葺

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
見
ら
れ
ず
。
他
本
に
は
存
せ
り
。

比
部
1027

７

庇ヒサシ
同廂

二
字
義
同

〔
亀
田
本
〕
38

７

庇

廂

二
字
義
同

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
庇

廂

二
字
同
」
と
あ
り
、『
亀
田
本
』

と
略
同
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
存
せ
ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
全
同
で
あ
る
。

世
部
1079

８

清
暑
堂

御
神
在
レ

之

〔
亀
田
本
〕
37

５

清
暑
堂

御
神
楽
在
レ

之

『
下
学
集
』
の
『
村
口
本
』
の
注
文
は
「
御
神
楽
有
之
」、『
筑
波
大
学
本
』
は
「
御
神

楽
有
」。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
白
虎
樓
清
暑
堂
御

神
楽
在
之
」
の
如
く
「
白
虎
樓
」
の
注
文
の
位
置
に
小
字
双
行
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。
他
の
諸

本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

世
部
1079

８

昭セウ
陽ヤウ
殿テン

梨
壷

東
宮
御
座

〔
亀
田
本
〕
37

３

昭シヨウ
陽ヤウ
舎シヤ

梨
壷

東
宮ノ
御
坐

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』『
村
口
本
』『
天
文
十
三
年

本
』
は
「
昭
陽
舎

梨
壼

東
宮
御
座
」
と
「
座
」
に
作
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

世
部
1080

１

背
戸

日
本
民
呼
二

後
闔ヲ
一

云
二

｜
｜ト
一

〔
亀
田
本
〕
39

６

背
戸

『
下
学
集
』
の
諸
本
も
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
「
背
戸
」（
無
注
）
で
あ
る
。

世
部
1080

１

西セイ
浄シヤウ

東
司
也

唐
土
辞
也

〔
亀
田
本
〕
39

２

西セイ
浄シヤウ

東
司

『
下
学
集
』
の
『
八
行
大
本
』
は
傍
訓
が
「
セ
イ
チ
ヤ
ウ
」
と
「
ジ
↓
ヂ
」（
四
つ
仮
名
混
同
）。

『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
字
を
欠
如
す
る
。

寸
部
1122

１

簀スノ
子コ

玉
篇
云

側
革
切

簀
也

棧
也

〔
亀
田
本
〕
39

１

簀スノ
子コ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
書
入
れ
部
分
に
存
せ
り
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
欠
如
す
る

が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
見
受
け
ら
れ
る
。

寸
部
1122

１

透スイ
垣カキ

又
作
二

洗スイ
墻カキト一

〔
亀
田
本
〕
39

１

透スイ
垣カキ

透
或
作
洗

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
の
注
文
は
「
｜
或
作
レ

洗
」
で

あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
注
文
は
「
｜
字
或
作
レ

洗
」
と
小
異
が
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
存
せ
ず
。『
筑
波

大
学
本
』
は
標
出
字
の
み
に
て
語
注
存
せ
ず
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
の
書
入
れ
中
に
見
ら
れ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

一
四
〇

一
三
九



比
部
1027

６

美ビ
福フク
門モン

禁
裡
十
二
門ノ
内
南
面

〔
亀
田
本
〕
37

６

美
福
門

朱
雀
門

皇
嘉
門

以
上
南
面
也

『
下
学
集
』
の
『
亀
田
本
』
は
「
大
内
十
二
門
」
の
中
の
「
南
面
」
の

三
門
を
斯
く
列
挙
す
る
。
諸
本
の
注
記
も
同
じ
で
あ
る
が
、『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
以
下
三
南
門
也
」
と
注
す
る
。

比
部
1027

６

白ビヤツ
虎コ
楼ロウ

御
神
楽
在
レ

之

〔
亀
田
本
〕
37

５

白ヒヤツ
虎コ
楼ロウ

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
注
文
「
清
暑
堂

御
神
楽
在
之
」
と
あ
り
、
後
半
部
分
は
『
広

本
節
用
集
』
に
一
致
す
る
。
他
本
は
無
注
で
あ
る
。

比
部
1027

６

飛ヒ
香カウ
舎シヤ

藤
壼

〔
亀
田
本
〕
37

３

飛
香
舎

藤
壼

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
の
み
「
藤
壼
也
」
と
「
也
」
を
付
す
。
他
本
は
『
亀
田
本
』

と
同
じ
。

比
部
1027

７

桧
皮
茣

〔
亀
田
本
〕
40

５

桧
皮
葺

『
下
学
集
』
の
『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
見
ら
れ
ず
。
他
本
に
は
存
せ
り
。

比
部
1027

７

庇ヒサシ
同廂

二
字
義
同

〔
亀
田
本
〕
38

７

庇

廂

二
字
義
同

『
下
学
集
』
の
『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
は
「
庇

廂

二
字
同
」
と
あ
り
、『
亀
田
本
』

と
略
同
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
語
存
せ
ず
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
と
全
同
で
あ
る
。

世
部
1079

８

清
暑
堂

御
神
在
レ

之

〔
亀
田
本
〕
37

５

清
暑
堂

御
神
楽
在
レ

之

『
下
学
集
』
の
『
村
口
本
』
の
注
文
は
「
御
神
楽
有
之
」、『
筑
波
大
学
本
』
は
「
御
神

楽
有
」。『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
「
白
虎
樓
清
暑
堂
御

神
楽
在
之
」
の
如
く
「
白
虎
樓
」
の
注
文
の
位
置
に
小
字
双
行
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。
他
の
諸

本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

世
部
1079

８

昭セウ
陽ヤウ
殿テン

梨
壷

東
宮
御
座

〔
亀
田
本
〕
37

３

昭シヨウ
陽ヤウ
舎シヤ

梨
壷

東
宮ノ
御
坐

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』『
丹
表
紙
七
行
本
』『
村
口
本
』『
天
文
十
三
年

本
』
は
「
昭
陽
舎

梨
壼

東
宮
御
座
」
と
「
座
」
に
作
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

世
部
1080

１

背
戸

日
本
民
呼
二

後
闔ヲ
一

云
二

｜
｜ト
一

〔
亀
田
本
〕
39

６

背
戸

『
下
学
集
』
の
諸
本
も
『
亀
田
本
』
と
同
じ
く
「
背
戸
」（
無
注
）
で
あ
る
。

世
部
1080

１

西セイ
浄シヤウ

東
司
也

唐
土
辞
也

〔
亀
田
本
〕
39

２

西セイ
浄シヤウ

東
司

『
下
学
集
』
の
『
八
行
大
本
』
は
傍
訓
が
「
セ
イ
チ
ヤ
ウ
」
と
「
ジ
↓
ヂ
」（
四
つ
仮
名
混
同
）。

『
丹
表
紙
七
行
本
』
は
標
出
字
を
欠
如
す
る
。

寸
部
1122

１

簀スノ
子コ

玉
篇
云

側
革
切

簀
也

棧
也

〔
亀
田
本
〕
39

１

簀スノ
子コ

『
下
学
集
』
の
『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
書
入
れ
部
分
に
存
せ
り
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
欠
如
す
る

が
、
そ
の
他
の
伝
本
に
は
見
受
け
ら
れ
る
。

寸
部
1122

１

透スイ
垣カキ

又
作
二

洗スイ
墻カキト一

〔
亀
田
本
〕
39

１

透スイ
垣カキ

透
或
作
洗

『
下
学
集
』
の
『
天
文
十
三
年
本
』『
毛
呂
氏
旧
蔵
九
行
本
』
の
注
文
は
「
｜
或
作
レ

洗
」
で

あ
り
、『
川
瀬
博
士
旧
蔵
二
冊
本
』
の
注
文
は
「
｜
字
或
作
レ

洗
」
と
小
異
が
あ
る
。『
丹
表
紙
七
行
本
』
に
は
標
出
字
存
せ
ず
。『
筑
波

大
学
本
』
は
標
出
字
の
み
に
て
語
注
存
せ
ず
。『
文
明
十
一
年
本
』
は
行
間
の
書
入
れ
中
に
見
ら
れ
る
。
他
本
は
『
亀
田
本
』
に
同
じ
。

一
四
〇

一
三
九




